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道
路
特
定
財
源
制
度
が

道
路
整
備
を
進
め
た

第
二
次
大
戦
後
日
本
の
道
路
整
備
が
急
速
に
進
ん
だ
の

は
、
有
料
道
路
制
度
と
道
路
特
定
財
源
制
度
に
負
っ
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
制
度
は

各
種
社
会
資
本
の
整
備
に
必
要
な
財
源
が
逼
迫
し
て
い
た

時
期
に
道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
に
大
い
に
貢
献
し

た
。
有
料
道
路
制
度
は
建
設
･
維
持
の
資
金
を
利
用
者
が

負
担
す
る
料
金
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
特
定
財
源
制
度
は
自

動
車
を
保
有
し
走
行
さ
せ
る
人
々
が

(無
料
の
)
道
路
の

建
設
･
維
持
に
必
要
な
経
費
を
負
担
す
る
税
に
よ
っ
て
賄

っ
て
き
た
。
道
路
特
定
財
源
制
度
は
道
路
利
用
者

(直
接

受
益
者
)
に
課
税
し
そ
の
税
収
入
の
使
途
を
道
路
の
建

設
･
維
持
管
理
の
経
費
に
特
定
し
て
道
路
整
備
を
進
め
る

受
益
者
負
担
の
制
度
で
あ
る
。
道
路
整
備
に
は
財
源
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
財
源
を
所
得
税
な
ど
の
一
般
財
源
だ

け
に
依
存
せ
ず
道
路
の
利
用
者
1
直
接
の
受
益
者
ー
の
負

担
に
求
め
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
自
動
車
を
保
有
し
走
ら

せ
る
人
々
に
と
っ
て
、決
し
て
税
負
担
は
小
さ
く
な
い
が
、

納
め
た
税
の
収
入
は
必
ず
道
路
の
整
備
に
充
当
さ
れ
る
の

で
不
満
が
な
い
か
あ
る
い
は
あ
っ
て
も
小
さ
か
っ
た
。

道
路
特
定
財
源
制
度
が
果
た
し
た
役
割
は
、
高
度
経
済

成
長
に
支
え
ら
れ
た
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
が
背

景
に
あ
っ
た
が
、
受
益
者
負
担
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
必
要

な
巨
額
の
資
金
を
確
保
し

｢先
進
工
業
国
と
し
て
は
信
じ

ら
れ
な
い
｣
ほ
ど
劣
悪
だ
っ
た
日
本
の
道
路
の
整
備
を
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
定
財
源
制
度
が

採
用
さ
れ
ず
一
般
財
源
に
財
源
を
求
め
て
い
た
な
ら
ば
、

道
路
整
備
に
配
分
さ
れ
た
財
源
は
ず
っ
と
少
な
く
道
路
の

整
備
は
遅
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

受
益
者
負
担

ー
･国
民
の
義
務
ー

巷
間
公
共
投
資
の
う
ち
に
占
め
る
道
路
支
出
の
シ
ェ
ア

が
長
期
に
亘
っ
て
固
定
的
か
つ
突
出
し
て
い
る
と
批
判
す

る
人
が
い
る
が
、
道
路
利
用
者
が
納
得
し
て
増
大
す
る
税

負
担
-
現
状
で
は
本
税
率
を
は
る
か
に
超
え
る
暫
定
税
率

ー
を
受
け
入
れ
て
き
た
結
果
特
定
財
源
の
収
入
が
増
大
し

た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
税
制
I
自
動
車
関
係
諸
税
-
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
道
路
利
用
者
の
税
負
担
を
変
え
ず
に
特

定
財
源
制
度
を
採
用
せ
ず
一
般
財
源
に
繰
り
入
れ
て
い
た

な
ら
ば
、
税
を
負
担
し
て
い
る
道
路
利
用
者
は
道
路
整
備

に
必
要
な
財
源
が
増
大
し
て
も
揮
発
油
税
等
の
税
率
を
引

き
上
げ
る
こ
と
に
反
対
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、彼
等
が
揮
発
油
税
の
増
税
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
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増
税
に
よ
る
税
収
増
加
分
の
ど
れ
だ
け
が
道
路
整
備
に
充

て
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
確
約
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
等

が
納
め
る
税
収
入
の
増
加
分
が
道
路
整
備
以
外
の
他
の
使

途
へ
向
け
ら
れ
、
彼
等
ー
納
税
者
ー
は
税
負
担
だ
け
増
え

て
増
税
に
見
合
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い

う
結
果
に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

受
益
者
負
担
の
原
則
は
市
場
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
購

入
す
る
場
合
に
対
価
を
支
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
手
に
入
れ

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
ー
例
え
ば
道
路
サ

ー
ビ
ス
ー
を
消
費
す
る
人
々
ー
す
な
わ
ち
受
益
者
ー
は
そ

の
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
無
料
で
提
供
さ
れ
て
も
コ
ス
ト
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
受
益
者
負
担
の
制
度
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

｢
た
だ
乗
り
｣
を
認
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
｢た

だ
乗
り
｣
が
ま
か
り
通
る
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
は
過

大
に
な
る
。
受
益
者
負
担
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
に
つ

い
て
対
価
ー
料
金
あ
る
い
は
税
ー
を
求
め
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な

｢た
だ
乗
り
｣
に
よ
る
過
大
消
費
を
防
ぎ
資
源
の

浪
費
を
回
避
す
る
効
果
が
あ
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
供
給

す
る
と
き
の
経
費
と
受
益
の
関
係
が
あ
る
程
度
ま
で
は
っ

き
り
し
て
い
る
場
合
に
は
、
積
極
的
に
受
益
者
負
担
を
導

入
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

特
定
財
源
制
度
と
目
的
税

特
定
財
源
制
度
は
、
定
め
ら
れ
た
種
類
の
税
の
収
入
を

特
定
の
目
的
の
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
支

出
目
的
に
充
て
る
財
源
の
た
め
に
特
定
の
税
の
収
入
を
指

定
す
る
い
わ
ゆ
る
目
的
税
と
特
定
財
源
制
度
と
は
ど
う
違

う
の
か
?
･

二
つ
の
間
の
差
異
は
財
政
の
手
続
上
の
差
異

だ
け
で
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
揮
発
油
税

(地
方
譲

与
税
を
含
め
て
)
の
収
入
は
道
路
支
出
に
充
当
す
る
の
で

道
路
整
備
の
た
め
の
目
的
税
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

し
ば
し
ば
財
政
学
者
は
道
路
特
定
財
源
制
度
を
批
判
す

る
。
そ
の
場
合
彼
等
は
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
る
。
第
一
は

目
的
税
と
し
て
使
途
を
制
限
す
る
こ
と
に
対
す
る
反
対
で

あ
る
。
道
路
利
用
者
に
係
わ
る
税
1
自
動
車
関
係
税
と
呼

ぶ
i
の
中
に
は
自
動
車
税
の
よ
う
な
地
方
の
一
般
財
源
も

あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
道
路
特
定
財
源
に
な
っ
て
い
る
。

財
政
学
者
は
自
動
車
関
係
諸
税
を
道
路
整
備
の
目
的
税
に

す
べ
き
だ
と
い
う
の
な
ら
ば
、
酒
税
は
酔
っ
払
い
対
策
な

ど
に
、
た
ば
こ
税
は
喫
煙
室
の
整
備
に
充
当
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
と
い
う
。
現

実
に
存
在
す
る
目
的
税
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
一
つ

は
地
方
交
付
税
の
よ
う
に
所
得
税
、
法
人
税
の
ほ
か
に
酒

税
の
一
〇
〇
分
の
二
五
、
消
費
税
の
一
〇
〇
分
の
二
九
･

五
、
た
ば
こ
税
の
一
〇
〇
分
の
二
五
%
を
充
て
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
税
を
な
ぜ

地
方
交
付
税
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
財
政
上
の
便
宜
で
あ

っ
て
、
両
者
の
間
に
特
別
な
関
係
は
な
い
。
現
在
社
会
保

障
費
や
社
会
福
祉
費
の
財
源
と
し
て
消
費
税
を
目
的
税
に

し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
お

け
る
特
定
の
税
を
あ
る
支
途
の
目
的
税
に
す
る
場
合
と
自

動
車
関
係
税
を
道
路
整
備
の
目
的
税
に
す
る
場
合
と
で
は

基
本
的
な
差
異
が
あ
る
。
自
動
車
関
係
話
税
は
道
路
の
整

備
･
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
を
受
益
者
負
担

(
一
部
は

原
因
者
負
担
)
に
よ
っ
て
賄
う
仕
組
み
で
目
的
税
化
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
な
い

し
対
価
の
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

財
政
学
者
が
挙
げ
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
し
ば
し
ば

マ
ス
コ
ミ
も
同
調
す
る

｢特
定
財
源
制
度
は
財
政
の
硬
直

化
を
招
く
｣
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
現
実
の

財
政
支
出
ー
特
に
公
共
事
業
支
出
ー
の
使
途
別
シ
ェ
ア
が

あ
る
程
度
の
期
間
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
特
定

財
源
制
度
の
存
在
と
結
び
付
け
て
解
釈
し
た
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
道
路
以
外
の
分
野
の
配

分
も
目
立
っ
た
変
化
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
他
特
定
財
源

制
度
が
存
在
し
な
い
財
政
の
分
野
で
も
予
算
配
分
は
か
な

り
の
期
間
固
定
的
で
あ
る
。
財
政
の
硬
直
化
は
政
府
の
財

政
に
お
け
る
臨
機
応
変
な
対
応
ー
裁
量
的
財
政

を
不
可

能
に
す
る
と
い
う
。
裁
量
的
財
政
の
理
念

経
済
の
状
況

に
応
じ
て
柔
軟
に
最
適
な
財
政
政
策
を
実
施
す
る
1
自
体

は
理
解
で
き
る
が
、
現
実
に
政
府
が
こ
の
理
念
に
沿
っ
た

財
政
運
営
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
財
政
学
者
が
最
適
な
政

策
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
だ
。

財
政
当
局
が
特
定
財
源
制
度
や
目
的
税
に
反
対
す
る
真

の
理
由
は
明
快
で
あ
る
。
特
定
財
源
や
目
的
税
が
導
入
さ

れ
る
と
、
財
政
当
局
の

｢裁
量
的
｣
ー
実
は

｢懇
意
的
｣

ー
予
算
配
分
の
権
限
が
縮
小
さ
れ
る
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。



道
路
特
定
財
源
制
度
の
問
題
点

道
路
特
定
財
源
制
度
は
日
本
の
道
路
の
整
備
に
大
き
な

貢
献
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
制
度
の
妥
当
性
と
は

別
に
具
体
的
な
内
容
に
立
ち
入
っ
て
見
る
と
問
題
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
財
源
を
構
成
す
る
自
動
車
関
係
諸
税
は

複
雑
で
あ
る
し
、
自
動
車
重
量
税
の
よ
う
に
道
路
損
傷
の

寄
与
度
を
考
慮
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
｢自
動
車
軽
量

↑
･)

税
｣
に
近
く
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
営
目
格
差
が
導
入

さ
れ
る
な
ど
受
益
者
負
担
の
公
平
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ

る
。こ

れ
は
特
定
財
源
制
度
一
般
の
問
題
で
は
な
く
て
内
容

の
問
題
で
あ
り
、高
速
道
路
に
つ
い
て
の
有
料
道
路
制
度
に

も
当
て
は
ま
る
が
、
特
定
財
源
の
自
動
車
関
係
諸
税
と
有

料
道
路
の
料
金
に
よ
っ
て
道
路
用
地
の
買
収
費
用
ま
で
賄

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
用
地
費
を
ど
う
工
面

す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
が
残
る
が
;

こ
こ

で
は
こ
の
問
題
に
は
触
れ
な
い
が
一
つ
述
べ
て
お
き
た
い

こ
と
は
、
高
速
道
路
に
つ
い
て
日
本
道
路
公
団
が
抱
え
る

長
期
負
債
を
現
世
代
が
次
世
代
に
残
す
大
き
な
負
担
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
逆
に
道
路
特
定
財
源

制
度
は
次
世
代
の
た
め
に
前
世
代
及
び
現
世
代
が
大
き
な

負
担
を
す
る
制
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
意
外
に
認
識

さ
れ
て
い
な
い
。
次
世
代
は
一
般
国
道
な
ど
の
用
地
費
･

建
設
費
を
負
担
し
な
く
て
す
む
の
で
あ
る
。

最
後
に
し
ば
し
ば
現
れ
た
主
張
ー
道
路
特
定
財
源
の
転

用
I
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
受
益
者
負
担
を
前
提
に
し
て

確
立
さ
れ
た
道
路
特
定
財
源
制
度
で
あ
り
、
自
動
車
関
係

諸
税
を
負
担
し
て
い
る
人
々
は
道
路
特
定
財
源
で
あ
る
か

ら
負
担
を
拒
否
し
な
か
っ
た
。
財
政
学
者
の
一
部
に
は
国

に
入
っ
て
き
た
税
金
は
ど
の
よ
う
な
使
途
に
も
裁
量
的
に

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。
私
は
こ
の
主
張
は

｢裁
量
的
｣
で
は
な
く

｢懇
意
的
｣
で
あ
り
、
納
税
者
を

騙
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
社
会
保
障
･
社
会
福

祉
に
要
す
る
財
源
を
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る
か
が
大
き
な

問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
国
民
ー
納
税

者
ー
を
騙
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
道
路
整

備
の
た
め
に
財
源
が
余
る
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
と
き
に

は
自
動
車
関
係
税
を
減
税
す
べ
き
だ
ろ
う
。
も
し
、
道
路

以
外
の
他
の
使
途
に
充
て
る
と
い
う
案
が
出
て
き
た
と
き

に
は
い
っ
た
ん
減
税
し
、
改
め
て
納
税
者
に
こ
の
提
案
の

是
非
を
問
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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特
集
/
道
路
財
源

遭
略
特
定
財
源
制
廉
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課
道
路
資
金
企
画
室

一

道
路
特
定
財
源
制
度
の
概
要
と
そ
の
意
義

道
路
特
定
財
源
制
度
は
、
我
が
国
の
道
路
を
緊
急
か
つ

計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
、
受
益
者
負
担
･
原
因
者
負
担

の
考
え
方
に
基
づ
き
課
税
し
た
税
収
を
道
路
整
備
の
財
源

と
し
て
充
当
す
る
制
度
で
あ
り
、
昭
和
二
人
年
に
揮
発
油

税
が
道
路
整
備
の
特
定
財
源
と
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る

も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
九
年
に
第
1
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
が
策
定

さ
れ
て
以
来
、
我
が
国
の
道
路
整
備
は
物
次
に
わ
た
る
五

箇
年
計
画
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
道
路
特
定
財

源
制
度
に
つ
い
て
も
、
道
路
投
資
の
伸
び
に
対
応
し
、
税

率
の
引
上
げ
や
新
税
の
創
設
に
よ
っ
て
そ
の
充
実
が
図
ら

れ
て
き
た
。

現
行
の
道
路
特
定
財
源
諸
税
に
は
、
国
の
財
源
と
し
て

揮
発
油
税
、
石
油
ガ
ス
税
、
自
動
車
重
量
税
の
三
税
、
地

と
い
う
明
快
な
制
度
で
あ
る
た
め
、
納

方
の
財
源
と
し
て
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
取
得
税
、
地
方

税
者
の
理
解
が
得
ら
れ
や
す
い
。

道
路
譲
与
税
、
石
油
ガ
ス
譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税

の
五
税
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
税
は
燃
料
の
消
費
、
自
動
車

の
取
得
、
保
有
に
着
目
し
て
自
動
車
利
用
者
に
負
担
を
求

め
て
い
る

(表
1
)。

自
動
車
利
用
者
か
ら
受
益
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
道
路
特
定
財
源
制
度
は
次
の
よ
う
な
長
所

を
持

っ
て
い
る
。

①
公
平
性
…
道
路
整
備
に
要
す
る
費
用
を
負
担
せ
ず

に
自
動
車
を
利
用
す
る
こ
と
を
排
除
。

②
安
定
性
…
景
気
や
財
政
状
況
の
影
響
を
受
け
ず
に

安
定
的
な
財
源
を
確
保
。

③
合
理
性
…
自
動
車
利
用
者
が
道
路
整
備
費
を
負
担

し
、
す
べ
て
道
路
整
備
に
充
当
さ
れ
る

道
路
特
定
財
源
制
度
は
、
自
動
車
利
用
者
の
道
路
を
利

用
す
る
意
志
が
道
路
予
算
に
反
映
さ
れ
る
点
で
、
い
わ
ば

道
路
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
擬
似
的
な
市
場
機
構
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
利
用
者
が
負
担
し
た
税
収

を
道
路
整
備
に
充
て
る
と
い
う
点
で
税
収
と
支
出
の
関
係

が
明
確
で
あ
り
、
行
政
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
の

流
れ
に
合
致
し
て
い
る

(図
1
)。

平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
国
の
道
路
特

定
財
源
が
三
六
、
一
七
二
億
円
、
地
方
が
二
三
、
二
九
〇

億
円
と
な
っ
て
お
り
、総
道
路
投
資
額
の
約
半
分
を
占
め
、

道
路
整
備
の
着
実
な
推
進
に
不
可
欠
で
あ
る

(図
2
)。



表 1 道路特定財源一覧

税 目 道 路 整 備 充 当 分 税 率 平成13年度税収
(億円)

国

揮発油税
昭和24年創設
昭和29年より特定
財源

全額
(昭和60年度より1/16を道路整備
特別会計に直入。 昭和63年度よ
り 1/4に拡大している。 )

(暫定税率)
4 8 .6 円群移

(本則税率)
24.3 円/¥%

2 8 , 3 6 5

(2 8 , 6 2 2 )

石油ガス税
昭和41年創設

収入額の 1/2
( 1/2は石油ガス譲与税として地
方に穢与される。 )

(本則税率)
17芯 円/kg

1 4 0

(1 3 4 )

自動車重量税
昭和46年創設

収入額の国分 ( 3/4) の 8 割
(収入額の 3角は国の一般財源で
あるが、税創設及び運用の経緯
から8割相当額は道路財源とさ
れている。 )

[例]自家用乗用
(暫定税率)
6,300円/0.5t年

(本則税率)
2,500円/0.5t年

6 , 7 6 2

計 3 5 , 2 5 7

(3 5 , 5 0 7 )

地

方

地方道路譲与税
昭和30年創設

地方道路税の収入額の全額
(揮発油税と餅課される)

43/100 :都道府県及び指定市
57/100 :市町村

(暫定税率) '
1 5.2 円/¥“
(本則税率)

4 .4 円/¥“

2 , 9 9 0

石油ガス譲与税
昭和41年創設

石油ガス税の収入額の 1/2
;都道府県及び指定市

石油ガス税を参
照

1 4 2

自動車重量譲与税
昭和46年創設

自動車重量税の収入額の り4
:市町村

自動車重量税を
参照

2 , 8 2 9

軽油引取税
昭和31年創設

全額 :都道府県及び指定市 (暫定税率)
3 2 .1 円/甥.

(本則税率)
15.0 円/¥“

1 2 , 4 7 2

自動車取得税
昭和43年創設

全額
3/10 :都道府県及び指定市
7/10 :市町村

(暫定税率)

･ 自家用は,
A

取得価額の郷
(本則税率)
取得価額の3%

4 , 8 5 7

計 2 3 , 2 9 0

合 計 5 8 , 6 4 7

(5 8 , 7 9 7 )

注) 1 , 税収は平成13年度当初予算及び平成13年度地方財政計画による。 なお、 ( ) 書きは、 決
算調整額 (税収の平成11年度決算額と平成員年度予算額との差 :揮発油税及び石油ガス税に
ついては2年後の道路整備費で調整することとされている。 ) を含んだ額である。

2 , 自動車重量税の税収は国分の8割相当額である。
3 , 暫定税率の適用期限は平成15年 3月末 (自動車重量税については平成15年 4月末)。
4 , 四捨五入の関係で、 合計が一致しないところがある。
5の鞠解離範翠増誇開励礎競礬織瓣鯛競政義‐敲艘3軽目勒車税



二

道
路
特
定
財
源
制
度
の
沿
革

戦
後
、
我
が
国
の
復
興
が
進
み
自
動
車
が
普
及
す
る
に

つ
れ
、
道
路
交
通
量
も
次
第
に
増
加
し
て
き
た
が
、
当
時

の
道
路
整
備
状
況
は
劣
悪
で
あ
り
、
道
路
予
算
も
わ
ず
か

な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
道
路
整
備
推
進
の
た
め
の
新
た

な
制
度
の
確
立
と
、
そ
の
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
認
識
は
高
ま
っ
て
い
た
。昭
和
二
七
年
に
は
、

道
路
法
が
改
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
有
料
道
路
制
度
が
確

立
さ
れ
、
借
入
金
に
よ
り
道
路
整
備
を
実
施
で
き
る
道
が

開
け
た
が
、
な
お
も
拡
大
す
る
道
路
交
通
需
要
に
応
じ
き

れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
昭
和
二
四
年
に
揮
発
油

税
が
復
活
さ
れ
る
と
、
自
動
車
利
用
者
に
対
し
課
せ
ら
れ

る
負
担
は
自
動
車
利
用
者
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

欧
米
諸
国
に
な
ら
い
揮
発
油
税
は
道
路
整
備
費
に
充
当
す

べ
き
で
あ
る
と
の
世
論
が
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
昭
和
二
人
年

｢道

路
整
備
費
の
財
源
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
｣
が
成
立
し
、

我
が
国
の
道
路
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
道
路

整
備
を
推
進
し
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
揮
発
油
税
収
入
額

に
相
当
す
る
金
額
を
道
路
整
備
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
(同
法
は
昭
和
三
三
年
度
よ
り
道
路
整
備
緊
急
措
置

法
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。)

第
1
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
発
足
に
伴
い
、
地
方

負
担
分
と
し
て
の
地
方
の
道
路
整
備
所
要
額
も
増
加
す
る

ノ2 道チテセ 20OL 4

道路ネットワークの
形成等による走行時間の
短縮･安全性の向上等の効果

図 1 受益者と負担の関係

全額充当 出典 ;国土交通省

道路整備事業道路特定財源諸説

　　　　
補う財源

図 2 平成13年度当初予算における財源構成

特定財源



道路整備五箇年計画
年

度

揮発油税 地方道路税 軽油引取税 石油ガス税自動車取得税自動車重量税
(全国地方へ譲与) (1/2を地方譲与) (1/4を地方へ譲与)

(国税) (国税) (地方税) (国税) (地方税) (国税)
(円在り (円花形) (円/!“) (円/kg)

加勢認!礎2兆1,000億円

4兆1,000億円

6次
5 ~ 49年度

10兆3,500億円

鶴第9次

第10次

53兆円

｣、

第11次
主事[5 ~ 9年度
76兆円

Y A

新五計
日1〇~ 14年度
78兆円

昭和29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

“
45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

平成元

2

3

4

5

6

7

8

9

lo

11

12

l3

14

(4月)13.0 自動車取得税及び自動車
(8月

十
1.0 (8月)

-
2.o 重量税の税率は自家用乗

(6月) 6.0 用車のもの
(4月) 14.8 (4月) 3,5 (4月)8,0

(4月
!
ユ
92 I (4月や4

(4月)22.1 (4月)4.0 (4月) 12.5

,.
話
,獺

止 ま
,

(2月) 5.O

(1月) lo.0
(7月)取得価額の3%

''。
し

,
(12月) 2,500

睾軍鰄 圀呻圀率
○ (4月) -(5月)6,3oo -

○ (4月) ○ (4月) ○ (4月) ○ (4月) ○ (5月)

囮醇回 匝尭回 -6月)24.3-
○ (4月) ○ (5月)

斜中 学口, か か
0 (4月) ○ (4月) ○ (4月) ○ (4月) ○ (5月)

なふ卵な る
,‐“

を“

攣
ら''2す
も鰺

華
)

上
包
ま

5月)

○ (4月) ○ (4月) ○ (4月) ○ (4月) ○ (5月)

、ハ .
J J

0 (4月) ○ (4月) ○ (4月

- I. -
○ (4月) ○ (4月) ○ (4月

! - l
〇 (4月) 〇 (4月) 〇 (4月

○ (4月) ○ (4月) ○ (4月

(12月)48.6 I I(12月) 52 = (12月)32.1

、

(4月) (4月)

(注)□=±三｢ は租税特別措置法または地方税法附則による暫定税率、○は暫定税率の延長が行われた年である。
図 3 道路整備五箇年計画と道路財源拡充の経緯
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過去五箇年計画における特定財源比率 (国費 ･地方費 合計 (実績))
注 :新五計は平成13年度当初予算まで

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
昭
和
二
九
年
度
に
は
揮
発
油
譲
与

税
の
制
度
が
設
け
ら
れ
、
揮
発
油
税
収
の
三
分
の
一
の
額

が
都
道
府
県
及
び
五
大
市
の
道
路
財
源
と
し
て
譲
与
さ
れ

た
。
こ
の
揮
発
油
譲
与
税
は
昭
和
三
〇
年
に
な
っ
て
地
方

道
路
譲
与
税
に
変
更
さ
れ
た
。
地
方
道
路
譲
与
税
は
、
揮

発
油
税
と
併
せ
て
徴
収
さ
れ
る
地
方
道
路
税
を
一
定
の
譲

与
基
準
に
基
づ
き
都
道
府
県
、
指
定
市
及
び
市
町
村
に
道

路
財
源
と
し
て
譲
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
地
方
の
道
路
目
的
財
源
と
し
て
、
昭
和
三
一

年
に
は
軽
油
引
取
税
が
、
昭
和
四
三
年
に
は
自
動
車
取
得

税
が
設
け
ら
れ
て
地
方
の
道
路
財
源
の
充
実
が
図
ら
れ

た
。
ま
た
、
昭
和
四
一
年
に
創
設
さ
れ
た
石
油
ガ
ス
税
は
、

税
収
の
二
分
の
一
相
当
額
が
道
路
整
備
特
別
会
計
に
繰
り

入
れ
ら
れ
、
残
り
の
二
分
の
一
が
石
油
ガ
ス
譲
与
税
と
し

て
都
道
府
県
及
び
指
定
市
の
道
路
財
源
と
し
て
譲
与
さ
れ

て
い
る
。
更
に
昭
和
四
六
年
に
は
自
動
車
重
量
税
が
設
け

ら
れ
、
そ
の
四
分
の
一
の
額
が
自
動
車
重
量
譲
与
税
と
し

て
市
町
村
の
道
路
整
備
財
源
に
充
て
ら
れ
、
残
り
の
四
分

の
三
は
国
の
財
源
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
の
財
源
の
う

ち
八
割
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
税
創
設
及
び
運
用
の
経
緯

か
ら
道
路
整
備
費
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
も
、道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
の
必
要
性
に
か
ん
が
み
、

税
率
の
引
き
上
げ
等
充
実
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る

(図

3
.
4
)
0

三

道
路
特
定
財
源
を
巡
る
議
論

近
年
、道
路
特
定
財
源
に
対
し
て
批
判
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
一
つ
に
道
路
特
定
財
源
を
一
般
財
源
化
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
説

明
し
て
き
た
よ
う
に
受
益
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ
き
自

動
車
利
用
者
に
道
路
整
備
費
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
が
道
路
特
定
財
源
制
度
を
支
え
る
基
本
的
な
考

え
方
で
あ
り
、
一
般
財
源
化
は
納
税
者
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
考
え
る
o

道
路
整
備
は
、
都
市
に
お
け
る
環
状
道
路
の
整
備
、
地

方
に
お
け
る
生
活
道
路
の
確
保
等
の
状
況
を
見
て
も
、
今

な
お
国
民
の
期
待
す
る
水
準
に
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
I
T
社
会
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化
･
環
境
問
題

へ
の
対
応
、
都
市
新
生
と
い
っ
た
諸
課
題
へ
の
対
応
等
道

路
施
策
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
多
い
。
こ
う
し
た
国
民
の
期
待
に
応
え
、
諸
課
題

に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
も
、
今
後
と
も
道
路

特
定
財
源
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
と
考
え
る
。

メ4 道行セ 2001.4
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一

は
じ
め
に

現
在
の
有
料
道
路
制
度
は
、
戦
後
の
一
般
財
源
に
よ
る

公
共
事
業
費
が
不
足
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
欧
米
に
比

べ
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
道
路
網
の
緊
急
整
備
を
図
る

た
め
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
道
路
整
備
の
財
源
不

足
を
補
う
方
法
と
し
て
借
入
金
を
用
い
、
完
成
し
た
道
路

か
ら
通
行
料
金
を
徴
収
し
て
そ
の
返
済
に
充
て
る
と
い
う

方
式
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
有
料
道
路
制
度
の
最

大
の
特
質
は
、
極
め
て
少
な
い
国
費
で
道
路
整
備
を
推
進

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
行
の
道
路
整
備
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
約
四
〇
年
の
間
、
道
路
特
定
財

源
制
度
と
並
ん
で
我
が
国
の
道
路
整
備
の
進
展
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
有
料
道
路
制
度
に
対
す
る
批

判
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
現
在
、
有
料
道
路
制
度
を
め

ぐ
る
状
況
は
厳
し
い
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
で
、
有
料
道
路
事

業
の
財
源
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
も
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

道
路
財
源
の
仕
組
み

道
路
事
業
を
施
行
主
体
別
に
み
る
と
、
①
国
が
地
方
整

備
局
等
を
通
じ
て
直
接
行
う
直
轄
事
業
、
②
地
方
公
共
団

体
が
国
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
行
う
補
助
事
業
、
③
地
方

道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
受
け
て
行
う
緊
急
地
方
道
路
整

備
事
業
、
④
公
団
、
公
社
等
が
財
政
投
融
資
等
の
借
入
金
、

国
･
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
出
資
金
等
に
基
づ
い
て
行
う

有
料
道
路
事
業
、
⑤
地
方
公
共
団
体
が
独
自
の
立
場
で
行

う
地
方
単
独
事
業
の
五
種
に
大
別
で
き
る
。
財
源
の
面
か

ら
み
る
と
、
直
轄
事
業
及
び
補
助
事
業
は
国
費
及
び
地
方

費
、
有
料
道
路
事
業
は
国
費
･
地
方
費
･
借
入
金
及
び
民

間
資
金
、
地
方
単
独
事
業
は
地
方
費
の
み
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
賄
わ
れ
て
い
る
。

1

国

費

国
費
と
は
、
道
路
整
備
事
業
の
財
源
の
う
ち
国
庫
の
負

担
に
係
わ
る
分
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
道
路
整
備
特
別
会

計
か
ら
支
出
さ
れ
る
。
こ
の
道
路
整
備
特
別
会
計
か
ら
の

国
費
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
、
揮
発
油
税
の
直
入

分
、
資
金
運
用
部
か
ら
の
借
入
れ
及
び
同
会
計
の
内
部
剰

余
で
あ
る
前
年
度
剰
余
金
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
財
源
的
に
は
特
定
財
源
と
一
般
財
源
と
か
ら

な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
特
定
財
源
は
、
道
路
整
備
緊

急
措
置
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
道
路
整
備
費
の
財
源
に

充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
揮
発

ペ
ソ
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油
税
収
入
の
全
額
と
石
油
ガ
ス
税
収
入
の
二
分
の
一
の
額

の
合
計
額
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
特
定
財
源
で
不
足
す
る
分
は
国
の
一
般
税
収
等
の

う
ち
か
ら
充
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
特
定
財
源
に
対
し
て
、

通
常
、
一
般
財
源
と
呼
ん
で
い
る
。

国
費
は
、
国
の
直
轄
事
業
に
お
け
る
負
担
金
、
補
助
事

業
に
お
け
る
補
助
金
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
、
有

　
　
　
　

車
道
道
道

　

　

　　　　

通
過

癪

癪

速
般
市
四

国

国

地

地

高
一
部
本

料
道
路
事
業
に
お
け
る
出
資
金

(道
路
四
公
団
に
対
す
る

も
の
)、
利
子
補
給
金

(日
本
道
路
公
団
に
対
す
る
も
の
)、

道
路
開
発
資
金
貸
付
金
と
し
て
支
出
さ
れ
る
。

2

地
方
費

道
路
整
備
事
業
の
財
源
の
う
ち
、
都
道
府
県
、
市
町
村

等
の
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
わ
る
も
の
は
地
方
費
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
国
費
の
場
合
と
同
じ
く
特
定
財
源
と
一

般
財
源
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
方
の
特
定
財
源
に
は
、

国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
地
方
公
共
団
体
に
譲
与
さ
れ
る
譲

与
税
と
地
方
税
が
あ
る
。
地
方
道
路
譲
与
税
、
石
油
ガ
ス

譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
は
前
者
に
当
た
り
、
軽
油

引
取
税
、
自
動
車
取
得
税
は
後
者
に
当
た
る
。
一
般
財
源

は
、
地
方
の
一
般
租
税
収
入
等
と
国
か
ら
地
方
に
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
交
付
金
等
か
ら
支
出
さ
れ
る
ほ
か
、
起

債

(
一
般
会
計
地
方
債
)
に
よ
り
街
路
事
業
の
裏
負
担
分

の
一
部
、
公
団
･
公
社
の
出
資
金
の
一
部
、
臨
時
地
方
道

整
備
事
業
費
の
資
金
を
調
達
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
方
費
は
、
国
の
直
轄
事
業
に
お
け
る
地
方

の
直
轄
負
担
金
、
補
助
事
業
に
お
け
る
地
方
負
担
金
、
有

源

料
道
路
事
業
に
お
け
る
出
資
金
及
び
交
付
金
と
し
て
支
出

渕
さ
れ
、
更
に
地
方
単
独
の
立
場
で
計
画
実
施
す
る
地
方
単

諜
独
事
業
の
全
体
の
資
金
と
な
っ
て
い
る

(図
1
)o

鰹

三

有
料
道
路
事
業
の
財
源

図･

有
料
道
路
制
度
は
、
財
源
不
足
に
よ
る
建
設
の
遅
延
を

避
け
、
緊
急
に
整
備
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
て
い
る
特
別

の
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の

財
源
は
、
ほ
と
ん
ど
を
借
入
金
に
頼
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
借
入
金
と
し
て
は
、
政
府
保
証
債
、
政
府
引

受
債
、
公
営
企
業
債
、
縁
故
債
等
が
あ
る
。
ま
た
、
事
業

主
体
に
つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公

団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
指

定
都
市
高
速
道
路
公
社
等
と
き
わ
め
て
多
彩

(表
1
)
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
各
事
業
主
体
ご
と
の
財
源
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

1

日
本
道
路
公
団

平
成
一
三
年
度
の
予
算
は
図
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
予

算
規
模
は
五
三
、
六
三
〇
億
円
で
財
源
の
五
四
%
が
政
府

借
入
金
、
財
投
機
関
債
、
民
間
借
入
金
等
の
借
入
金
で
あ

る
。○

政
府
出
資
金

公
団
の
資
本
金
に
組
み
込
ま
れ
る
資
金
で

(日
本
道
路

公
団
法
四
条
)
料
金
収
入
に
よ
る
償
還
の
対
象
と
な
る
。

昭
和
三
一年
公
団
設
立
時
に
特
定
道
路
整
備
事
業
特
別
会

計
の
資
産
総
額
か
ら
負
債
額
を
控
除
し
た
額

(公
団
法
附

則
九
条
第
二
項
)
一
〇
億
円
を
政
府
か
ら
出
資
が
あ
っ
た

も
の
と
し
て
受
け
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
昭
和
三

4

四
年
四
月
、
日
本
道
路
公
団
法
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
資

200

本
金
の
増
加
が
規
定
さ
れ
、
以
後
道
路
整
備
特
別
会
計
か

セ行

ら
出
資
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
一
三
年
度
当
初

道

予
算
に
お
け
る
出
資
累
計

(資
本
金
)
は
、
ニ
ニ
、
八
四

6

九
億
円
と
な
る
。
毎
年
度
の
道
路
整
備
特
別
会
計
か
ら
の



出
資
金
は
、
借
入
金
の
調
達
コ
ス
ト
を
低
め
る
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。

②

政
府
補
助
金

国
か
ら
公
団
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る
補
助
金
で
あ
り
、

料
金
収
入
等
に
よ
る
償
還
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

(特
措

法
施
行
令
一
条
の
六
②
項
)
。
現
在
ま
で
国
庫
か
ら
支
出

さ
れ
た
補
助
金
に
は
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
第
一
は
、

注 (1 ) 都市高速道路公団の出資地方公共団体
首都公団 :東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、横浜市、川崎市、
阪神公団 :大阪府、兵庫県、京都府、大阪市、神戸市、京都市 J

地方都市高速道路公社の出資金は、 全額地方が出資

るあ　

市

沁

　
　

　

　

川
都

〔鴦燃費 嬢据濡霧、広島県、徳島県･香川県、愛媛県･ 〕
(3 ) 日本道路公団への利子補給金は、現在、高速自動車国道に導入されているだけである。

表 1 有料道路事業の財源

財 源 高速自動車国道 一般有料道路
都市高速道路 本州四国連絡道路

日本道路公団 地方道路公社

公
的
助
成

出資金 O o鬱
O

(地方のみ)
○注(D

(国:地方ご1 : 1)
○注(2)

(国:地方= 2; 1)

利子補給金 O ○注(3) ー - -
政府貸付金
(無利子資金) - - O ー O

借
入
金

財投資金 O O - O O

縁故債等 O O ー O O

民間借入金 O O O O O

業務収入等 O O O O O

市

、

愛

入

浜
市

県

道

横
戸

l

も

　　
　

　

　

県

、　
　

鸚

蹴
体
県
高

　
　
　
　
　
　
　

共
用
県
は
公

、

　
　

　　
　　

　　
　

四
/1111･

洲

昭
和
三
一
年
度
か
ら
昭
和
三
四
年
度
ま
で
に
国
の
一
般
会

計
及
び
道
路
整
備
特
別
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
た
も
の
で
、

公
団
の
発
足
と
共
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
引
き
継
い
だ
有

料
道
路
に
つ
い
て
そ
の
建
設
費
の
一
部
を
補
助
し
た
も

の
、
第
二
は
昭
和
四
九
年
度
よ
り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

出
資
金
と
併
せ
て
借
入
金
の
調
達
コ
ス
ト
を
一
定
水
準
に

維
持
す
る
た
め
に
、
道
路
整
備
特
別
会
計
か
ら
補
助
す
る

も
の
で
あ
る
。
後
者
は
政
府
補
給
金
、
利
子
補
給
金
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。

⑩

社
会
資
本
整
備
事
業
収
入

N
T
T
株
式
売
却
収
入
を
活
用
し
、
社
会
資
本
の
整
備

を
目
的
と
し
た
N
T
T
事
業
と
し
て
、
開
発
イ
ン
タ
ー
事

業
二
〇
億
円
を
予
定
し
、
そ
の
財
源
と
し
て
政
府
借
入
金

一
〇
億
円
、
開
発
者
負
担
金
一
〇
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

④

道
路
債
券

①
財
政
投
融
資
計
画
に
よ
る
も
の

道
路
債
券
の
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
は
入
財
政
投
融

資
計
画
に
よ
る
政
府
保
証
債
及
び
政
府
引
受
債
と
民
間

金
融
機
関
等
が
引
受
け
る
縁
故
債
及
び
外
債
の
四
種
で

あ
っ
た
が
、
財
政
投
融
資
改
革
に
伴
い
、
平
成
一
三
年

度
か
ら
は
財
投
機
関
債
と
外
債

(平
成
一
三
年
度
か
ら

は
財
投
計
画
に
整
理
)
の
二
種
に
な
る
。

政
府
保
証
債
は
、
公
共
法
人
で
あ
る
公
団
の
発
行
す

る
債
券
の
元
利
払
い
を
政
府
が
保
証
し
、
公
募
に
よ
り

通行セ 200L 4 ノ7

事業計画 資金計画
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資
金
調
達
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
公
団
の
設
立
さ
れ

た
主
な
理
由
は
民
間
資
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
機

動
力
を
も
っ
て
緊
急
に
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
政
府
保
証
債
の
発
行
は
こ
の
意
味

で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
政
府
保
証

債
は
ま
た
準
国
債
と
し
て
起
債
市
場
に
お
い
て
は
優
先

度
が
高
く
、
金
融
機
関
及
び
証
券
会
社
か
ら
な
る
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
団
に
よ
る
引
受
募
集
方
式
で
発
行
さ
れ
て
い

た
。
平
成
三
一年
度
末
に
お
け
る
政
府
保
証
債
の
発
行

残
高
は
一
六
、
六
四
六
億
円
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
政
府
引
受
債
は
、資
金
運
用
部
資
金
、

簡
保
資
金
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
て
い
た
債
券
で
あ

る
。
発
行
者
利
回
り
は
政
府
保
証
債
よ
り
も
低
く
、
そ

れ
だ
け
公
団
の
負
担
は
少
な
く
て
す
む
。
平
成
一
二
年

度
末
に
お
け
る
政
府
引
受
債
の
発
行
残
高
は
一
七
八
、

○
五
二
億
円
で
あ
る
。

道
路
債
券
は
公
団
設
立
当
初
に
お
い
て
は
政
府
保
証

の
市
中
公
募
債
し
か
発
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
財
投
資
金

か
ら
の
倍
入
れ
は
通
常
の
資
金
運
用
部
資
金
借
入
金
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
六
年
度
か
ら
資
金
運
用
部

か
ら
の
借
入
れ
は
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
資
金
運
用
部

資
金
及
び
簡
保
資
金
に
よ
る
道
路
債
券
の
引
受
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
債
券
の
発
行
額
は

昭
和
四
二
年
度
ま
で
は
政
府
保
証
債
が
政
府
引
受
債
よ

り
も
多
く
、
近
年
は
政
府
引
受
債
の
方
が
圧
倒
的
に
多

い
傾
向
と
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
一
三
年
度
の
財
投
改

革
に
よ
り
、
政
府
保
証
債
は
発
行
せ
ず
、
政
府
引
受
債

は
制
度
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
五
八
年
度
か
ら
新
た
に
外
国
に
お
い
て

政
府
保
証
付
き
の
道
路
債
券

(外
債
)
の
発
行
を
導
入

し
、
平
成
三
一年
度
末
に
お
け
る
発
行
残
高
は
四
、
六

六
八
億
円
で
あ
り
、
平
成
一
三
年
度
に
は
一
、
二
〇
〇

億
円
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
財
投
改
革
後

は
政
府
の
信
用
供
与
の
態
様
に
着
目
し
、
財
投
資
金
と

の
整
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
自
主
調
達
に
よ
る
も
の

道
路
に
お
け
る
縁
故
債
は
、
公
団

(又
は
公
社
)
が

法
人
と
し
て
発
行
す
る
全
て
の
私
債
券
で
あ
る
と
定
義

さ
れ
て
い
る

(以
下
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
及
び
地

方
道
路
公
社
の
場
合
も
同
じ
)。
こ
の
た
め
、
一
般
的

に
縁
故
債
の
額
面
の
利
率
は
政
府
引
受
債
、
政
府
保
証

債
よ
り
も
高
く
な
って

い
た
。
日
本
道
路
公
団
は
当
初
、

政
府
保
証
債
及
び
政
府
引
受
債
し
か
発
行
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
昭
和
四
六
年
度
、
金
融
機
関
を
対
象
と
し
て

縁
故
債
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
額
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、

平
成
三
一年
度
末
に
お
け
る
発
行
残
高
は
一
○
、
七
八

七
億
円
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
九
年
一
二
月
の
閣
議
決

定
及
び
財
政
投
融
資
改
革
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
財
投
改

革
後
は
財
投
機
関
債

(公
団
等
の
政
府
機
関
が
個
別
に

発
行
す
る
政
府
保
証
の
な
い
公
募
債
券
)
を
発
行
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
一
三
年
度
は
一
、
五
〇
〇
億

円
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
一
三
年
度
は
財
投

機
関
債
の
発
行
を
優
先
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
縁
故

債
は
発
行
し
な
い
。

@

債
券
発
行
に
よ
ら
な
い
借
入
金

公
団
が
道
路
債
券
を
発
行
し
な
い
で
通
常
の
倍
入
れ
を

行
う
場
合
が
あ
る
。
資
金
運
用
部
か
ら
の
借
入
れ
、
産
業

投
資
特
別
会
計
か
ら
の
借
入
れ
、
国
債
復
興
開
発
銀
行

(世
界
銀
行
)
か
ら
の
借
入
れ
が
該
当
す
る
が
、
こ
れ
ら

の
倍
入
れ
は
い
ず
れ
も
財
政
投
融
資
計
画
に
含
ま
れ
て
い

る
。
資
金
運
用
部
か
ら
の
倍
入
れ
は
公
団
発
足
初
年
度
の

昭
和
三
一
年
度
か
ら
昭
和
三
五
年
度
の
五
年
間
行
わ
れ
、

そ
れ
以
降
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
平

成
二

年
度
か
ら
再
度
導
入
さ
れ
、
平
成
三
一年
度
末
の

残
高
は
二
二
、
五
九
九
億
円
で
あ
る
。
財
投
改
革
に
伴
い

平
成
一
三
年
度
か
ら
は
国
が
財
投
債

(財
政
融
資
資
金
特

別
会
計
に
お
い
て
発
行
さ
れ
る
公
募
債
)
に
よ
っ
て
調
達

し
た
資
金
を
公
団
が
借
入
れ
る
形
式
と
な
る
。
産
業
投
資

特
別
会
計
か
ら
の
借
入
れ
は
昭
和
三
人
年
度
か
ら
と
昭
和

三
九
年
度
の
二
年
間
行
わ
れ
、
昭
和
五
四
年
度
で
償
還
を

終
え
た
。
国
債
復
興
開
発
銀
行
か
ら
の
倍
入
れ
は
、
い
わ

ゆ
る
世
界
借
款
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
日
本
国
政
府
の

保
証
の
も
と
に
名
神
高
速
道
路
及
び
東
名
高
速
道
路
を
対

象
事
業
と
し
て
六
次
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
国
債
復
興

開
発
銀
行
と
の
借
入
契
約
は
第
一
次
は
昭
和
三
五
年
度
、

第
二
次
は
昭
和
三
六
年
度
、
第
三
次
は
昭
和
三
八
年
度
、

第
四
次
は
昭
和
三
九
年
度
、
第
五
次
は
昭
和
四
〇
年
度
、

第
六
次
は
昭
和
四
一
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
契
約
し
、
倍
入
れ
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総
額
は
三
億
三
、
○
○
0
万
米
ド
ル

(
一
、
三
六
八
億
円
)

に
及
び
、
平
成
二
年
度
で
償
還
を
終
え
た
。
な
お
、
昭
和

五
三
年
度
か
ら
は
、
財
政
投
融
資
計
画
の
枠
外
と
し
て
新

た
に
民
間
資
金
借
入
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
平
成
一

二
年
度
末
の
残
高
は
二
三
、
六
三
〇
億
円
で
あ
る
。

⑩

業
務
収
入
等

以
上
の
政
府
か
ら
の
出
資
金
や
補
助
金
、
道
路
債
券
を

初
め
と
す
る
借
入
金
の
他
の
公
団
の
資
料
と
し
て
は
業
務

収
入
等
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
団
が
建
設
し
た
道
路
等
の

利
用
者
か
ら
の
通
行
料
金
等
を
徴
収
す
る
業
務
収
入
、
公

団
の
業
務
に
よ
る
以
外
の
収
入
で
あ
る
業
務
外
収
入
及
び

前
年
度
か
ら
の
持
越
金
の
三
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
に
受
託
に
よ
る
業
務
の
収
入
等
が
実
際
に
は

存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
公
団
が
本
来
意
図
し
て
行
う
業
務

に
係
わ
る
収
入
で
は
な
く
単
に
便
宜
に
基
づ
く
事
業
に
よ

る
収
入
な
の
で
他
の
予
算
と
や
や
性
格
が
異
な
っ
て
い

る
。業

務
収
入
は
高
速
道
路
料
金
収
入
、
一
般
有
料
道
路
料

金
収
入
、
駐
車
場
使
用
料
収
入
、
附
帯
事
業
収
入
、
高
速

道
路
関
連
施
設
貸
付
料
収
入
、
業
務
雑
収
入
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
一
番
割
合
の
大
き
い
の
は
高
速
道
路
及
び
一
般

有
料
道
路
の
料
金
収
入
で
あ
る
。
平
成
一
三
年
度
に
は
、

ニ
ー
、
四
二
四
億
円
の
業
務
収
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
、
九
九
%
に
当
た
る
二
一
、
二
四
一
億
円
は
こ

れ
ら
の
料
金
収
入
で
あ
る
。

業
務
外
収
入
は
利
息
収
入
及
び
雑
収
入
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。
利
息
収
入
は
公
団
の
業
務
上
適
宜
発
生
す
る

現
金
に
つ
い
て
の
利
息
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
料
金
徴
収

し
た
後
、
債
券
の
償
還
等
の
支
出
に
当
該
徴
収
金
を
使
用

す
る
ま
で
の
間
、
当
該
料
金
収
入
額
が
銀
行
に
預
け
ら
れ

て
い
れ
ば
、
当
然
利
息
が
つ
く
。
こ
れ
を
利
息
収
入
と
い

う
。
雑
収
入
は
、
不
要
物
品
の
売
却
等
公
団
の
事
業
を
行

う
に
当
た
っ
て
の
分
類
が
不
可
能
な
収
入
の
合
算
額
で
あ

る
。前

年
度
か
ら
の
持
越
金
は
、
道
路
整
備
特
別
会
計
の
場

合
の
前
年
度
剰
余
金
に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
予
算
ベ

ー
ス
で
は
一
事
業
年
度
に
お
け
る
公
団
の
収
入
額
と
支
出

額
は
一
致
し
て
い
る
が
、
実
際
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
収

入
額
と
支
出
額
と
は
一
致
し
な
い
。
そ
こ
で
経
理
上
、
そ

の
不
一
致
を
な
く
し
、
収
入
合
計
と
支
出
合
計
と
を
均
衡

さ
せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
持
越
金
で
、
前
年

度
に
お
け
る
公
団
の
歳
入
額
か
ら
同
歳
出
額
を
差
し
引
い

た
額
に
相
当
し
て
い
る
。

2

首
都
高
速
道
路
公
団

平
成
一
三
年
度
の
予
算
は
図
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
予

算
規
模
は
八
、
八
三
〇
億
円
で
財
源
の
五
九
%
が
政
府
借

入
金
、
縁
故
債
等
の
借
入
金
で
あ
る
。

○

政
府
出
資
金

性
格
は
日
本
道
路
公
団
の
箇
所
で
述
べ
た
も
の
と
同
じ

資
本
金
を
構
成
す
る
。
設
立
の
際
、
国
の
出
資
は
一
〇
億

円
で
あ
っ
た
が
、
以
後
年
々
政
府
の
道
路
整
備
特
別
会
計

か
ら
出
資
が
な
さ
れ

(首
都
高
速
道
路
公
団
法
第
四
条
)、

平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
政
府
出
資
金
累
計
は

三
、
一二

四
億
円
に
達
す
る
。

②

地
方
公
共
団
体
出
資
金

首
都
高
速
道
路
公
団
は
、
日
本
道
路
公
団
の
建
設
す
る

高
速
道
路
が
全
国
に
わ
た
る
高
速
自
動
車
国
道
網
を
形
成

す
る
の
に
対
し
、
東
京
二
三
区
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お

け
る
自
動
車
専
用
道
路
を
形
成
す
る
こ
と
等
か
ら
し
て
、

関
連
の
地
方
公
共
団
体
も
出
資
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
出
資
を
行
う
地
方
公
共
団
体
は
公
団
設
立
時
に

お
い
て
は
東
京
都
の
み
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
九
年
度
よ

り
神
奈
川
県
及
び
横
浜
市
、
昭
和
四
五
年
度
よ
り
埼
玉
県
、

昭
和
四
人
年
度
よ
り
千
葉
県
、
昭
和
五
八
年
度
よ
り
川
崎

市
が
加
え
ら
れ
た
。
平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
地
方
公
共
団
体
出
資
金
累
計
は
政
府
出
資
金
累

計
と
同
じ
く
三
、
二
一
四
億
円
で
、
両
方
を
合
わ
せ
た
首

都
公
団
の
資
本
金
は
六
、
四
二
九
億
円
で
あ
る
。
こ
れ
は

料
金
収
入
に
よ
る
償
還
の
対
象
と
な
る
。

③

社
会
資
本
整
備
事
業
収
入

平
成
一
三
年
度
に
お
い
て
は
、
N
T
T
株
式
売
払
収
入

を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備
事
業
に
よ
り
、
三
五
六
億
円

の
無
利
子
資
金
の
借
入
れ
を
行
う
と
と
も
に
、
関
連
の
地

方
公
共
団
体
か
ら
も
二
五
六
億
円
の
無
利
子
資
金
の
借
入

れ
を
予
定
し
て
い
る
。

④

道
路
債
券

政
府
保
証
債
、
政
府
引
受
債
、
財
投
機
関
債
及
び
縁
故

債
が
あ
り
、
財
投
計
画
で
あ
る
政
府
保
証
債
と
政
府
引
受

道々マセ 2001,4 ノ9



債
の
平
成
三
一年
度
末
に
お
け
る
発
行
残
高
は
三
三
、
七

〇
八
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
元
年
度
以
降
に
発
行
し

た
縁
故
債
の
平
成
一
二
年
度
末
発
行
残
高
は
一
、
六
五
八

億
円
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
一
三
年
度
よ
り
新
た
に
一
〇

〇
億
円
の
財
投
機
関
債
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

⑩

債
券
発
行
に
よ
ら
な
い
借
入
金

日
本
道
路
公
団
の
場
合
と
異
な
り
、
産
業
投
資
特
別
会

計
か
ら
の
借
り
入
れ
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
昭
和
四

二
年
度
に
市
中
銀
行
よ
り
一
億
円
、
昭
和
三
九
年
度
~
四

三
年
度
に
国
際
復
興
開
発
銀
行

(世
界
銀
行
)
よ
り
九
〇

億
円
、
昭
和
四
六
年
度
に
地
方
公
共
団
体
よ
り
一
六
億
円

の
倍
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
昭
和
五
三
年
度
か
ら
は
、

財
投
計
画
の
枠
外
と
し
て
新
た
に
民
間
資
金
借
入
制
度
が

と

で

QU

五
箇
年
計
画
対
象
額

鵺れ̂

政府瀞金
資金計画事業計画

建設費 780
▼
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も830

導
入
さ
れ
で
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
三
年
度
は
財
投
計
画

に
よ
る
財
政
融
資
資
金
の
借
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
平
成
一
二
年
度
末
に
お
け
る
借
入
残
高
は
、

民
間
借
入
金
が
ベ

ー
六
四
億
円
、
財
投
計
画
に
よ
る
借

入
金
が
六
、
四
五
五
億
円
で
あ
る
。
な
お
、
世
界
銀
行
よ

り
の
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
三
年
度
に
、
ま
た
、

地
方
公
共
団
体
よ
り
の
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
人
年

度
に
そ
れ
ぞ
れ
全
額
償
還
し
た
。

⑩

業
務
収
入
等

以
上
の
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
出
資
金
、
道

路
債
券
に
よ
る
借
入
金
、
道
路
債
券
に
よ
る
借
入
金
、
民

間
借
入
金
の
他
に
公
団
の
収
入
と
し
て
は
業
務
収
入
等
が

あ
る
。
こ
れ
は
公
団
が
整
備
し
た
諸
施
設
か
ら
徴
収
さ
れ

る
業
務
収
入
、
公
団
の
業
務
に
よ
る
収
入
以
外
の
収
入
で

あ
る
業
務
外
収
入
及
び
前
年
度
か
ら
繰
越
金
の
三
者
に
よ

り
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
日
本
道
路
公
団
の
場
合
と
同
じ

で
あ
る
が
、
既
供
用
路
線
が
多
い
た
め
、
料
金
収
入
は
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

3

阪
神
高
速
道
路
公
団

平
成
一
三
年
度
の
予
算
は
図
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
予

算
規
模
は
六
、
七
一
七
億
円
で
財
源
の
六
五
%
が
政
府
借

入
金
、
縁
故
債
等
の
借
入
金
で
あ
る
。

○

政
府
出
資
金

資
本
金
を
構
成
し
て
お
り

(阪
神
高
速
道
路
公
団
法
四

条
)、
平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
政
府
出
資
金

累
計
は
二
、
四
九
九
億
円
で
あ
る
。

⑭

地
方
公
共
団
体
出
資
金

出
資
を
行
う
地
方
公
共
団
体
は
、
公
団
設
立
時
に
お
い

て
は
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
大
阪
市
及
び
神
戸
市
で
あ
っ

た
が
、
平
成
五
年
度
よ
り
阪
神
高
速
道
路
公
団
の
目
的
･

業
務
地
域
の
範
囲
に
京
都
市
の
区
域
を
追
加
し
た
こ
と
に

伴
い
、出
資
団
体
に
京
都
府
及
び
京
都
市
が
加
え
ら
れ
た
。

平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
地
方
公

共
団
体
の
出
資
金
累
計
は
政
府
出
資
金
累
計
と
同
じ
く

二
、
四
九
九
億
円
で
あ
り
、
政
府
出
資
金
と
地
方
公
共
団

体
出
資
金
を
合
わ
せ
た
出
資
金
合
計
、
す
な
わ
ち
公
団
の

資
本
金
は
四
、
九
人
八
億
円
で
あ
る
。

③

社
会
資
本
整
備
事
業
収
入

平
成
一
三
年
度
に
お
い
て
は
、
N
T
T
株
式
売
払
収
入

20 道々テセ 2001,4



を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備
事
業
に
よ
り
、
二
〇
億
円
の

無
利
子
資
金
の
借
り
入
れ
を
行
う
と
と
も
に
、
関
連
の
地

方
公
共
団
体
か
ら
も
二
〇
億
円
の
無
利
子
資
金
の
倍
入
れ

を
予
定
し
て
い
る
。

の

道
路
債
券

政
府
保
証
債
、
政
府
引
受
債
、
財
投
機
関
債
及
び
縁
故

債
が
あ
り
、
財
投
計
画
金
で
あ
る
政
府
保
証
債
と
政
府
引

受
債
の
平
成
三
一年
度
末
に
お
け
る
発
行
残
高
は
二
七
、

五
四
九
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
年
度
以
降
に
発
行

し
た
縁
故
債
の
平
成
一
二
年
度
末
発
行
残
高
は
一
、
一
〇

四
億
円
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
一
三
年
度
よ
り
新
た
に
一

〇
〇
億
円
の
財
投
機
関
債
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

◎

債
券
発
行
に
よ
ら
な
い
借
入
金

首
都
高
速
道
路
公
団
と
同
様
に
、
産
業
投
資
特
別
会
計

か
ら
の
倍
入
れ
は
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
昭
和
三
七
年

度
に
市
中
銀
行
に
よ
り
五
億
円
、
昭
和
四
○
年
度
ー
昭
和

四
四
年
度
に
国
際
復
興
開
発
銀
行

(世
界
銀
行
)
よ
り
九

〇
億
円
、
昭
和
四
六
年
度
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
九
億
円

の
借
入
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
な
お
、
昭
和
五
九
年
度

か
ら
六
一
年
度
に
政
府
保
証
借
入
金
と
し
て
六
八
二
億
円

の
借
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
三
年
度
か
ら
は

財
投
計
画
の
枠
外
と
し
新
た
に
民
間
資
金
借
入
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
三
年
度
は
財
投
計
画
に

よ
る
財
政
融
資
資
金
の
借
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
平
成
三
一年
度
末
に
お
け
る
借
入
残
高
は
政

府
保
証
借
入
金
が
一
八
億
円
、
民
間
借
入
金
が
六
五
一
億

図 4 平成13年度阪神高速道路公団予算(単位 :億円) 釜

円
で
あ
る
。
な
お
、
世
界
銀
行
よ
り
の
借
入
金
に
つ
い
て

は
平
成
元
年
度
に
、
地
方
公
共
団
体
よ
り
の
借
入
金
に
つ

い
て
は
平
成
人
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
全
額
償
還
し
た
。

⑩

業
務
収
入
等

首
都
公
団
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
。

4

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
昭
和
四
五
年
度
に
設
立
さ
れ

た
比
較
的
新
し
い
公
団
で
あ
り
、
資
金
計
画
等
も
他
の
公

団
等
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
平
成
一
三
年
度
予
算

(道
路

分
)
は
図
5
の
と
お
り
で
あ
る
。
予
算
規
模
は
四
、
六
四

二
億
円
で
財
源
の
六
三
%
が
本
州
四
国
連
絡
橋
債
券
等
の

借
入
金
で
あ
る
。

○

政
府
出
資
金

政
府
出
資
金
は
本
四
公
団
の
資
本
金
を
構
成
し
、
道
路

公
団
、
首
都
公
団
、
阪
神
公
団
の
場
合
と
性
格
は
同
じ
も

の
で
あ
る
。

平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
政
府
出
資
金
累
計

は
五
、
四
九
四
億
円

(道
路
分
)
で
あ
る
。
政
府
出
資
金

の
う
ち
道
路
分
は
道
路
整
備
特
別
会
計
に
よ
り
支
出
さ
れ

る
。②

地
方
公
共
団
体
出
資
金

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
は
、
直
接
に
は
、
本
州
と
四
国

の
連
絡
と
い
う
地
域
的
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
関
連
す
る
地
方
公
共
団

体
か
ら
も
出
資
を
受
け
て
い
る
。
出
資
地
方
公
共
団
体
は

政
令
で
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
徳
島

道行セ 2001,4 2〆

資金計画事業計画
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県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
大
阪
市
及
び
神
戸
市

の
計
一
○
団
体
と
さ
れ
て
い
る

(本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

法
第
四
条
、
同
法
第
四
条
一
項
の
地
方
公
共
団
体
を
定
め

る
政
令
)
。
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
出
資
は
全
額
道
路
分

に
該
当
す
る
。
平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
地
方

公
共
団
体
出
資
金
の
累
計
は
二
、
七
五
三
億
円
で
あ
り
、

政
府
出
資
金
同
様
本
四
公
団
の
資
本
金
を
構
成
す
る
。

③

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
借
入
金

①
有
料
道
路
整
備
等
資
金
借
入
金

本
四
道
路
事
業
の
有
利
子
負
債
を
圧
縮
し
、
償
還
確

実
性
を
高
め
る
た
め
の
道
路
整
備
特
別
会
計
か
ら
の
無

利
子
借
入
で
あ
り
、
平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
八
〇
〇
億
円
、
借
入
金
の
約
二
七
%
を
占
め
て
い

る
。

②
財
政
投
融
資
計
画
に
よ
る
も
の

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
平
成
一
三
年
度
当
初
予
算

の
借
入
金
に
お
い
て
、
財
政
投
融
資
資
金
と
縁
故
債
の

比
率
は
概
ね
ニ
ニ

と
な
っ
て
お
り
、
財
政
投
融
資
資

金
は
、
財
政
融
資
資
金
特
別
会
計
か
ら
の
借
入
れ
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

③
縁
故
引
受
け
に
よ
る
債
券

平
成
一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
縁
故
債
が
借

入
金
の
約
二
一
%
を
占
め
て
お
り
、
主
に
地
方
の
金
融

機
関
に
よ
っ
て
消
化
さ
れ
て
い
る
。

④
民
間
借
入
金

昭
和
五
七
年
度
か
ら
財
政
投
融
資
計
画
の
枠
外
と
し

て
、新
た
に
民
間
資
金
借
入
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

平
成

一
三
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
借
入
金
の
約

九
%
を
占
め
て
い
る
。

④

業
務
収
入
等

以
上
の
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
出
資
金
、
本

州
四
国
連
絡
橋
債
券
等
に
よ
る
借
入
金
の
他
に
公
団
の
収

入
と
し
て
は
、
業
務
収
入
等
が
あ
る
。
こ
れ
は
公
団
が
建

設
し
た
施
設
か
ら
あ
が
る
業
務
収
入
、
公
団
の
業
務
以
外

の
収
入
で
あ
る
業
務
外
収
入
及
び
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

等
か
ら
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
業
務
収
入
は
昭
和
五
四
年
五
月
に
大
三
島
橋
が

供
用
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
昭
和
五
四
年
度
か
ら
計

上
さ
れ
た
。

5

指
定
都
市
高
速
道
路
公
社

指
定
都
市
高
速
道
路
公
社
と
し
て
は
、
現
在
、
名
古
屋

高
速
道
路
公
社
と
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
及
び
広
島

高
速
道
路
公
社
の
三
公
社
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
四
五
年
、

四
六
年
及
び
平
成
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
事
業
に
着
手
し
て
い

る
。
平
成
一
三
年
度
予
算
は
総
額
一
、
九
人
八
億
円

(N

T
T
ー
A
型
事
業
一
、
一
三
一
億
円
を
含
む
)
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
の
平
成
一
三
年
度
の

予
算
は
図
6
の
と
お
り
で
あ
る

(五
箇
年
計
画
対
象
額
)。

○

政
府
貸
付
金

国
は
指
定
都
市
高
速
道
路
公
社
に
対
し
、道
路
の
新
設
、

22 道々テセ 2001,4
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改
築
費
用
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
付
け
て
い
る

(特
措
法

八
条
の
三
)。

昭
和
五
六
、
五
七
年
度
に
お
い
て
厳
し
い
財
政
事
情
の

中
で
暫
定
措
置
と
し
て
、
貸
付
額
を
基
本
額
の
二
0
%
か

ら
五
%
に
改
定
し
、
減
額
さ
れ
た
一
五
%
分
を
特
別
転
貸

債
に
振
り
替
え
、
こ
れ
に
対
し
て
国
が
利
子
補
給
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和
五
人
年
度
は
、

順
次
、
本
来
の
貸
付
率
二
0
%
に
戻
す
た
め
、
ま
ず
、
政

府
貸
付
金
を
一
0
%
に
す
る
等
の
改
定
を
行
っ
た
が
、
昭

和
五
九
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
改
定
し
、
政

府
貸
付
金
を
一
五
%
に
、
特
別
転
貸
債
を
四
○
%
に
変
更

す
る
と
と
も
に
、
公
営
企
業
金
融
公
庫
か
ら
五
%
を
調
達

す
る
こ
と
と
と
し
、
国
は
公
営
企
業
金
融
公
庫
借
入
金

五
%
に
対
し
て
利
子
補
給
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の

資金計画事業計画
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983

政
府
貸
付
金
の
貸
付
率
二
○
%
と
同
等
の
効
果
を
保
証
す

る
こ
と
と
し
た
。
償
還
期
間
は
二
〇
年
(う
ち
据
置
五
年
)

で
あ
る
。
な
お
、
六
〇
年
度
に
本
来
の
貸
付
率
二
○
%
に

戻
さ
れ
て
お
り
、
六
三
年
度
に
は
福
岡
北
九
州
高
速
道
路

に
お
い
て
は
貸
付
率
を
二
五
%
に
改
定
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
元
年
度
か
ら
一
部
区
間
に
N
T
T
ー
A
型
総
合
有
料

道
路
事
業
(貸
付
率
三
五
%
)を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
平

成
三
年
度
か
ら
貸
付
率
三
○
%
の
特
例
貸
付
を
適
用
し

た
。
平
成
六
年
度
か
ら
は
、
特
例
貸
付
期
間
が
終
わ
り
、

現
在
の
貸
付
率
二
五
%
に
な
っ
て
い
る
(特
措
法
附
則
八

条
、
施
行
令
附
則
七
項
)。

②

地
方
公
共
団
体
出
資
金

公
社
に
出
資
金
を
支
出
で
き
る
の
は
地
方
公
共
団
体
の

み
で
あ
り
、
設
立
団
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
は
公
社
の

基
本
財
産
の
二
分
の
一
以
上
の
財
産
を
出
資
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

(地
方
道
路
公
社
法
四
条
)。
こ
れ
は
公
社
の

資
本
金
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

出
資
額
は
、
平
成
一
三
年
度
に
お
い
て
は
支
出
額

(五

箇
年
計
画
対
象
額
か
ら
、
維
持
改
良
費
、
利
子
補
給
金
を

引
い
た
も
の
、
以
下
基
本
額
と
い
う
)
の
一
五
%

(N
T

T
ー
A
型
事
業
の
場
合
は
三
五
%
)
で
あ
る
。

⑭

特
別
転
貸
債

指
定
都
市
高
速
道
路
公
社
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、財
投
引
受
に
よ
る
特
殊
な
地
方
債
で
あ
る
。

都
市
高
速
道
は
事
業
費
規
模
が
大
き
く
、
ま
た
償
還
に
も

長
年
月
を
要
す
る
の
で
、
比
較
的
低
利
な
財
投
引
受
に
よ

る
地
方
債
発
行
の
途
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
地

方
債
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
発
行
し
、
同
一
条
件
で
発

行
額
だ
け
公
社
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
。
平
成
一
三
年
度
に

お
い
て
は
基
本
額
の
三
五
%

(N
T
T
ー
A
型
事
業
の
場

合
は
二
五
%
)
が
こ
れ
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
る
。

④

縁
故
債

地
方
道
路
公
社
を
設
立
す
る
大
き
な
目
的
は
、
地
方
に

存
在
す
る
民
間
資
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
民
間
資

金
は
縁
故
債
の
形
式
で
集
め
ら
れ
る
。
平
成
一
三
年
度
に

お
い
て
は
、
基
本
額
の
二
五
%

(N
T
T
ー
A
型
事
業
の

場
合
は
一
五
%
)
が
縁
故
債
発
行
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

る
o

6

地
方
道
路
公
社

指
定
都
市
道
路
公
社
以
外
の
一
般
有
料
道
路
事
業

(駐
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車
場
整
備
事
業
を
含
む
)
を
行
う
地
方
道
路
公
社
の
平
成

一
三
年
度
に
お
け
る
総
事
業
費
は
六
〇
七
億
円

(う
ち
駐

車
場
一
二
億
円
)
(N
T
T
ー
A
型
事
業
を
含
む
)
で
あ

る

(五
箇
年
計
画
対
象
額
)。
財
源
の
約
四
六
%
に
当
た

る
二
七
八
億
円
は
国
か
ら
の
無
利
子
貸
付
金
で
、
約
三

一
%
に
当
た
る
一
九
一
億
円
は
関
係
地
方
公
共
団
体
に
よ

り
支
出
さ
れ
る
出
資
金
で
あ
り
、
残
り
は
縁
故
債
又
は
民

間
借
入
金
等
と
な
っ
て
い
る
。

○

政
府
貸
付
金

特
措
法
八
条
の
三
に
基
づ
く
無
利
子
貸
付
金
で
あ
る
。

都
市
高
速
道
路
の
場
合
は
無
条
件
に
貸
付
対
象
事
業
と
な

る
が
、
一
般
有
料
道
路
の
場
合
に
は
一
定
の
要
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
貸
付
対
象
の
事
業
と
は
な
ら
な
い
。
貸
付
額

は
事
業
費
の
一
五
%
か
ら
四
五
%

(N
T
T
ー
A
型
事
業

の
場
合
四
五
%
、
五
○
%
、
五
二
･
五
%
)
の
範
囲
と
な

っ
て
い
る
。
償
還
期
間
は
二
〇
年
間

(う
ち
据
置
五
年
)

で
あ
る
。

⑭

地
方
公
共
団
体
出
資
金

指
定
都
市
高
速
道
路
公
社
の
出
資
金
と
性
格
は
同
じ
で

あ
る
。

7

地
方
公
共
団
体

地
方
公
共
団
体
の
行
う
一
般
有
料
道
路
事
業
は
、
平
成

一
三
年
度
に
お
い
て
は
、
駐
車
場
整
備
事
業
の
み
の
二
億

円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。
財
源
の
内
訳
は
、
国
か
ら

無
利
子
貸
付
金
が
一
億
円
、
地
方
債
起
債
に
よ
る
借
入
金

が
一
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

①

政
府
貸
付
金

地
方
道
路
公
社
の
項
で
述
べ
た
も
の
と
同
じ
く
、
道
路

整
備
特
別
会
計
か
ら
の
支
出
に
係
る
無
利
子
貸
付
金
で
あ

る
o②

地
方
債

国
か
ら
の
無
利
子
貸
付
金
以
外
の
資
金
は
地
方
債
の
形

式
で
集
め
ら
れ
る
。
地
方
債
計
画
中
の
公
営
企
業
債
と
し

て
、
総
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
発
行
さ
れ
、
市
中
銀
行

及
び
公
営
企
業
金
融
公
庫
が
消
化
先
と
な
っ
て
い
る
。

8

駐
車
場

昭
和
四
人
年
度
か
ら
、
道
路
の
付
属
物
と
し
て
の
駐
車

場
の
計
画
的
な
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
一
三
年
度
の
駐
車
場
整
備
事
業
費
は
、
一
四
億
円

で
あ
り

(N
T
T
ー
A
型
事
業
を
含
む
)
で
あ
り
、
財
源

の
約
四
一
%
に
当
た
る
六
億
円
は
国
か
ら
の
無
利
子
貸
付

金
で
あ
る
。

残
り
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
一
般
有
料
道
路
の
場
合
と

同
じ
で
あ
る
。

9

一
般
自
動
車
道

一
般
自
動
車
道
の
事
業
主
体
は
大
部
分
が
民
間
企
業
で

あ
る
か
ら
、
建
設
資
金
は
、
第
一
に
、
当
該
会
社
の
資
本

金
か
ら
な
る
自
己
資
金
、
第
二
に
、
一
般
市
中
銀
行
を
中

心
と
す
る
金
融
機
関
か
ら
の
長
期
借
入
金
、
第
三
に
、
系

列
会
社
か
ら
の
融
資
金
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
他
、

特
殊
な
も
の
と
し
て
日
本
開
発
銀
行
に
よ
る
融
資
が
あ

り
、
昭
和
三
四
年
度
以
降
、
昭
和
四
七
年
度
ま
で
行
わ
れ

た
。
開
発
融
資
の
対
象
と
な
る
自
動
車
道
は
、
道
路
交
通

網
の
整
備
、
国
際
観
光
開
発
、
地
域
開
発
に
寄
与
す
る
道

路
で
、
特
に
公
共
道
路
の
補
完
的
機
能
を
果
た
す
も
の
で

あ
る
。

都
道
府
県
な
ど
の
公
共
団
体
が
一
般
自
動
車
道
を
建
設

す
る
場
合
は
道
路
管
理
者
者
の
行
う
公
共
有
料
道
路
と
同

じ
く
地
方
債
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

有
料
道
路
制
度
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
き
た
幹
線
道
路

は
、
そ
の
延
長
に
比
し
て
貨
物
輸
送
を
分
担
す
る
比
率
が

高
い
な
ど
、
我
が
国
に
お
け
る
経
済
す
地
域
を
支
え
る
上

で
重
要
な
基
盤
施
設
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
有
料
道
路
は
今
後
の
金
利
変
動
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、ま
た
料
金
収
入
は
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ
る
な
ど
、

長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
償
還
に
際
し
潜
在
的
な
不
安
定

要
因
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
適
正
な
料
金
収
入
の
下
、
整
備
途

上
の
高
規
格
幹
線
道
路
網
な
ど
の
幹
線
道
路
網
の
着
実
な

整
備
を
図
る
た
め
に
は
、
着
実
な
償
還
を
図
り
つ
つ
今
後

と
も
有
料
道
路
制
度
を
的
確
に
運
用
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
o
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特
集
/
道
路
財
源

夫
隙
府
の
道
路
財
源

大
阪
府
土
木
部
交
通
道
路
室
道
路
整
備
課

は
じ
め
に

道
路
は
、
安
全
で
安
心
な
生
活
の
実
現
を
は
か
る
と
と

も
に
、
社
会
経
済
活
動
の
活
性
化
を
促
す
最
も
基
本
的
な

社
会
基
盤
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
土
構
造
の
骨
格
を

形
成
す
る
高
規
格
道
路
か
ら
日
常
生
活
の
基
盤
と
し
て
の

市
町
村
道
路
に
至
る
道
路
網
の
計
画
的
な
整
備
を
一
層
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
着
実

か
つ
計
画
的
な
道
路
網
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
道
路
整
備
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
を
は
じ
め
と

す
る
、地
方
の
道
路
整
備
財
源
の
充
実
強
化
な
ど
に
加
え
、

環
境
に
配
慮
し
た
制
度
が
導
入
さ
れ
る
場
合
に
は
特
定
財

源
に
よ
る
道
路
整
備
の
推
進
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う

に
す
る
。
ま
た
、
交
通
事
故
の
発
生
を
防
止
し
、
交
通
流

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
七

箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
所
要
の
事
業
費
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
沿
道
環
境
改
善
に
係
る
施
策
を
充
実
し
、
所
要
の

事
業
費
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
深
刻
な
財
政
難
や
環

境
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
に
起

因
す
る
公
共
事
業
批
判
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
道
路
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
地
域
の
要
望
を
汲
み
上
げ
る
だ

け
で
は
な
く
、
費
用
対
効
果
の
検
討
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
よ
り
コ
ス
ト
意
識
を
強
く
持
ち
な
が
ら
、
よ
り
良
い

道
路
事
業
の
推
進
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
道
路
事
業
に
係
る
財
源
に
つ
い
て
改

め
て
認
識
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
、
大
阪
府
に
お
け
る
道
路
事

業
に
係
る
財
源
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

一

国
庫
支
出
金

国
庫
支
出
金
は
、
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
の
当
該
事
務

に
係
わ
る
財
源
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
相
当
の
反
対
給

付
な
し
に
交
付
さ
れ
る
歳
入
を
い
う
が
、
そ
の
目
的
な
い

し
性
格
に
よ
り
負
担
金
、
補
助
金
、
委
託
金
の
三
つ
に
分

類
で
き
る
。

ま
た
、
補
助
金
等
交
付
の
手
続
法
と
し
て
、
｢補
助
金

等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
｣
が
あ

り
、
こ
れ
に
従
い
、
補
助
金
の
交
付
、
補
助
事
業
の
執
行

が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

本
府
で
は
、
国
庫
支
出
金
の
う
ち
、
以
下
の
補
助
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
補
助
金
等
を
収
入
と
す
る
も
の
で
あ
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る
。

国
土
交
通
省
道
路
局
所
管
の
国
庫
補
助
金

道
路
局
所
管
の
補
助
事
業
で
は
、
揮
発
油
税
等
を
特
定

財
源
と
す
る
道
路
整
備
特
別
会
計
及
び
一
般
会
計
に
よ
る

事
業
と
に
区
分
で
き
る
。

○

一般
国
道
改
修
費
補
助

一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)
に
お
け
る
、
道
路
改
築
費

補
助

(舗
装
、
改
良
、
橋
梁
)、
特
殊
改
良
費
一
種
補
助
、

道
路
補
修
費
補
助

(舗
装
、
橋
梁
)、
道
路
災
害
防
除
事

業
費
補
助
。

〔根
拠
法
令

…
道
路
法
第
五
〇
条
、
第
五
六
条
〕

補
助
率
…
騎
/
m
･
1
/
2

⑭

地
方
道
改
修
費
補
助

府
道
に
お
け
る
、
道
路
改
築
費
補
助
、
道
路
補
修
費
補

助
、
道
路
災
害
防
除
費
補
助
、
自
転
車
道
整
備
費
補
助
事

業
。

〔根
拠
法
令
…
道
路
法
第
五
六
条
、
修
繕
法
第
一
条
〕

ま
た
、
適
正
化
法
第
二
六
条
第
二
項
及
び
同
施
行
令
第

一
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
国
庫
補
助
金
等

の
交
付
に
係
る
事
務
の
委
託
を
受
け
て
の
市
町
村
指
導
監

督
事
務
費
補
助
。

補
助
率
…
騎
/
m
･
1
/
2

(市
町
村
指
導
監
督
事
務

費
は
、
m
/
④
)

③

沿
道
環
境
改
善
事
業
費
補
助

沿
道
環
境

(大
気
質
･
騒
音
)
の
環
境
基
準
を
超
え
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
、
関
係
す
る
各
道
路

管
理
者
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
交
差
点
の
立
体
化
、
低
騒

音
舗
装
の
敷
設
や
遮
音
壁
の
設
置
等
沿
道
環
境
対
策
を
総

合
的
･
集
中
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
一
一
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

④

道
路
交
通
調
査
費
補
助

一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)
、
府
道
に
お
け
る
道
路
交

通
の
実
態
を
把
握
す
る
道
路
交
通
情
勢
調
査

(四
~
五
年

に
一
回
)
及
び
道
路
網
計
画
の
策
定
等
に
係
る
道
路
計
画

調
査
事
業
並
び
に
地
域
高
規
格
道
路
の
基
礎
的
調
査
や
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
に
係
る
地
域
高
規
格
道
路
調
査
事

業
。◎

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
費
補
助

一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)、
府
道
に
お
け
る
歩
道
設

置
、
交
差
点
改
良
等
構
造
改
良
事
業

(
一
種
)
及
び
道
路

標
識
、
防
護
柵
、
駐
車
場
整
備
等
道
路
附
属
物
整
備

(二

種
)
事
業
。

〔根
拠
法
令
…
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊

急
措
置
法
第
一
○
条
、
道
路
法
第
五
六
条
〕
ま
た
、
前
記

同
様
、
市
町
村
指
導
監
督
事
務
費
補
助
。

補
助
率
"
1
/
2

(市
町
村
指
導
監
督
事
務
費
は
、

　
　
　
　

⑩

電
線
共
同
溝
整
備
事
業
費
補
助

平
成
七
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
、
一
般
国
道

(指
定
区
間

外
)
、
府
道
に
お
け
る
電
線
類
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
等
を
埋
設
す
る
電
線
共
同
溝

(C
･
C
･
B
O
X
)
の

整
備
事
業
。

〔根
拠
法
令
…電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
〕

補
助
率
"
1
/
2

の

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

府
道
に
お
け
る
道
路
改
築
、
特
殊
改
良
、
道
路
補
修
、

道
路
災
害
防
除
、
交
通
安
全
施
設
整
備
等
。

〔根
拠
法
令
"道
路
整
備
緊
急
措
置
法
第
五
条
〕

補
助
率
…
弱
/
④
･
1
/
2

(地
方
費
含
む
事
業
費
ベ

ー
ス
)二

分
担
金
及
び
負
担
金

分
担
金
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
特
定
の
事
業
に
要
す

る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
当
該
事
業
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
者
に
対
し
、
そ
の
受
益
の
限
度
に
お
い
て
徴
収
す
る

も
の
で
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
を
要
す
る
。
ま
た
、
負
担

金
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、
特
定
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、

そ
の
事
業
に
関
係
の
あ
る
者
に
対
し
て
課
す
る
公
法
上
の

金
銭
負
担
を
い
う
。負
担
金
は
関
係
法
律
に
よ
る
も
の
と
、

地
方
財
政
法
第
二
七
条
に
よ
る
も
の
に
区
分
さ
れ
る
。

大
阪
府
に
お
い
て
は
分
担
金
の
徴
収
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
様
々
な
名
目
で
の
負
担
金
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
予
算
上
は
歳
出
予
算
の
科
目
名
を
冠
し
た
名
称
の

負
担
金
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
府
が
管
理
す
る
共
同
溝
の
維
持
管
理
経
費
の

一
部
を
当
該
共
同
溝
を
利
用
す
る
事
業
者
に
負
担
さ
せ
て

い
る
も
の
や
、
C
･
C
･
B
O
X
の
建
設
負
担
金
な
ど
が
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あ
る
。

三

使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
と
は
、
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
、
公
の
施
設

の
利
用
等
の
対
価
と
し
て
徴
収
す
る
金
銭
を
い
う
。ま
た
、

手
数
料
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
特
定
の
者
の
た
め
に
提

供
す
る
役
務
に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
又
は
全
部
を
負

担
さ
せ
る
た
め
に
徴
収
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
大
阪
府
で
は
、
使
用
料
と
し

て

｢大
阪
府
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
｣
と
し
て
道
路
の
占

用
者
に
対
し
使
用
料
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
手
数
料
と

し
て
は

｢大
阪
府
特
殊
な
車
両
の
通
行
許
可
申
請
手
数
料

条
例
｣
と
し
て
特
殊
車
両
の
通
行
に
関
し
徴
収
し
、
両
者

と
も
、
道
路
の
管
理
に
充
て
る
経
費
と
さ
れ
て
い
る
。

四

寄
附
金

寄
附
金
と
は
、
地
方
公
共
団
体
に
無
償
譲
渡
さ
れ
る
金

銭
で
あ
り
、
道
路
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
で
組
織
す
る
任
意
団
体

｢路
上
放
棄
車
処
理
協
力

会
｣
よ
り
、
土
木
部
所
管
の
施
設

(道
路
･
河
川
･
港
湾

な
ど
)
に
お
い
て
撤
去
し
た
放
置
自
転
車
の
処
理
に
関
し

て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
会
の
意
向
に
よ

り
都
道
府
県
に
お
け
る
窓
口
の
一
本
化
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
道
路
以
外
の
施
設
で
撤
去
し
た
車
両
に
対
す
る

寄
附
金
も
一
括
し
て
交
通
道
路
室
に
お
い
て
受
け
入
れ
て

い
る
。

五

繰
入
金

繰
入
金
は
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
入
等
他

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
る
も
の
で
、
大
阪
府
で
は
、
平
成
一

一
年
度
国
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た

｢緊
急
地
域
雇
用
特
別

交
付
金
｣
制
度
に
よ
り
、
労
働
部
局
に
お
い
て
基
金
を
創

成
し
て
お
り
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
た
事
業
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
財
源
と
し
て
同
基
金
よ
り
繰
り
入
れ
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

六

諸
収
入

大
阪
府
に
お
い
て
は
、
0
貸
付
金
元
利
収
入
②
受
託
事

業
収
入
③
雑
入
の
三
つ
が
あ
る
。
0
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
道
路
公
社
に
貸
し
付
け
た
資
金
の
償
還
金
、
②
に
つ
い

て
は
、
地
下
埋
設
物
事
業
者
か
ら
受
託
す
る
路
面
復
旧
に

か
か
る
費
用
な
ど
、
③
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
上
、
年

度
に
よ
っ
て
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

七

地
方
債

地
方
債
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
大
阪
府
に
お
い

て
は
、
0
一
般
公
共
事
業
債
②
一
般
単
独
事
業
債
の
二
つ

に
大
別
さ
れ
る
。
0
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
が
対
象
で
あ

る
が
、
電
線
共
同
溝
及
び
住
宅
宅
地
関
連
公
共
施
設
整
備

促
進
事
業
の
各
事
業
の
地
方
負
担
額
に
つ
い
て
は
②
が
対

象
と
な
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
臨
時
地
方
道
整

備
事
業
債
や
緊
急
防
災
基
盤
整
備
事
業
債
な
ど
地
方
単
独

事
業
の
一
部
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

八

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

昭
和
四
三
年
七
月
、
交
通
反
則
金
制
度
の
発
足
と
と
も

に
、
国
の
収
入
と
な
る
交
通
反
則
金
が
、
当
分
の
間
、
当

該
交
付
金
と
し
て
地
方
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
交
通
反

則
金
を
原
資
と
し
て
、
所
要
の
経
費
を
除
い
た
金
額
を
政

令
に
定
め
ら
れ
た
数
式
に
よ
り
算
定
し
都
道
府
県
･
市
町

村
に
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
使
途
は
交
通

安
全
施
設
の
整
備
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
歩
道
や
標
識
、

自
転
車
駐
車
場
、
信
号
機
や
救
急
自
動
車
の
整
備
･
購
入

に
充
当
さ
れ
る
。
使
途
の
限
定
の
み
な
ら
ず
、
県

(市
)

単
独
事
業
に
の
み
充
当
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
補
助
事
業

の
地
方
負
担
分
へ
の
充
当
は
不
可
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
各
自
治
体
と
も
財
政
難
で
あ
る
時
期
で
あ
り
、
ま
た
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
貴
重
な
財
源

と
言
え
る
。

な
お
、
こ
の
交
付
金
は
、
予
算
要
求
上
は
一
般
財
源
と

し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

九

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金

昭
和
五
三
年
に
制
定
さ
れ
た

｢石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対

策
交
付
金
交
付
規
則
｣
に
基
づ
き
、
大
阪
府
及
び
貯
蔵
施

設
立
地
市
町
村
等
が
交
付
金
の
交
付
対
象
団
体
と
さ
れ
て

お
り
、
大
阪
府
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
防
災
道
路
の
舗

装
補
修
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
交
付
を
受
け
て
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い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
交
付
金
は
八
同
様
、
予
算
要
求
上
は
一
般

財
源
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

一
〇

一
般
財
源
の
主
な
も
の

地
方
譲
与
税
は
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
税
を
地
方
財
源

の
充
実
を
目
的
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
譲
与
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
税
で
、
地
方
交
付
税
と
は
こ
の
点
に
つ
い

て
共
通
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
が
譲
与
の
基
準
を
異
に

す
る
こ
と
及
び
特
定
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
譲
与
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
異
な
っ
て
い
る
。

○

地
方
道
路
譲
与
税

地
方
道
路
譲
与
税
は
、
国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
地
方

道
路
税
を
都
道
府
県
、
指
定
都
市
及
び
市
町
村
道
に
対
し

て
譲
与
す
る
も
の
で
、
各
地
方
公
共
団
体
へ
の
配
分
は
、

一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
の
延
長
及
び
面
積
に
よ
る
按
分

な
ど
、
地
方
道
路
譲
与
税
法
等
に
よ
り
詳
細
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。

②

石
油
ガ
ス
譲
与
税

石
油
ガ
ス
譲
与
税
は
、
石
油
ガ
ス
法
に
よ
り
国
税
と
し

て
徴
収
さ
れ
た
税
の
二
分
の
一
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
及

び
指
定
都
市
に
対
し
譲
与
す
る
も
の
で
、
地
方
道
路
譲
与

税
同
様
石
油
ガ
ス
法
等
に
基
づ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
配

分
さ
れ
る
。

⑭

軽
油
引
取
税

地
方
公
共
団
体
の
道
路
整
備
の
費
用
に
充
て
る
た
め
に

地
方
税
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
全
額
を
道
路

に
関
す
る
費
用
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。回

自
動
車
取
得
税

主
と
し
て
市
町
村
の
道
路
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
目

的
で
③
同
様
、
地
方
税
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
道
路
事
業
に
係
る
財
源
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

た
が
、参
考
と
し
て
道
路
整
備
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、

述
べ
て
み
た
い
。

○
環
境
問
題

近
年
、
地
球
の
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
と
い

っ
た
地
球
全
体
に
及
ぼ
す
問
題
、
酸
性
雨
や
有
害
廃

棄
物
の
越
境
移
動
等
の
国
境
を
越
え
て
影
響
を
及
ぼ

す
問
題
等
が
世
界
的
に
進
行
し
て
い
る
。

道
路
環
境
に
つ
い
て
も
、
自
動
車
を
公
害
発
生
源

と
位
置
づ
け
た
司
法
判
断
が
重
ね
ら
れ
、
道
路
管
理

者
と
し
て
は
、道
路
行
政
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

道
路
環
境
対
策
と
し
て
は
、
騒
音
に
つ
い
て
は
、

遮
音
壁
、
排
水
性
舗
装
等
の
道
路
構
造
対
策
、
大
気

に
つ
い
て
は
、
鳩
を
吸
着
さ
せ
る
光
触
媒
等
を
試
験

的
に
実
施
。
(課
題
と
し
て
は
、
単
価
が
高
く
、
価

格
が
下
が
れ
ば
採
用
も
検
討
す
る
。)

ま
た
、
バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
る
交
通
の
分
散
を
図

る
と
と
も
に
、
T
D
M
施
策
等
に
よ
る
総
量
削
減
が

必
要
で
あ
る
。

○
住
民
参
加

ア
ド
プ
ト

(養
子
縁
組
)
制
度
、
道
路
美
化
運
動

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
拡
大
。

〔ア
ド
プ
ト

(養
子
縁
組
)
制
度
に
つ
い
て

管
理
道
路
の
一
定
区
間
を
地
元
自
治
会
や
沿
道
事

業
に
里
親
と
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
り
道
路
清
掃
や

植
樹
帯
の
管
理

(花
植
え
等
)
な
ど
を
行
っ
て
も
ら

う
。〕

○
P
F
ー

民
間
活
力
の
導
入
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今
後
の
道
路
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
･

高
齢
化
、
価
値
観
の
多
様
化
、
高
度
情
報
化
等
が
進
む
中
、

豊
か
な
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
を
計
画
的
に
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用

し
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
必
要
性
の
高
い
事
業
に
重
点

投
資
を
図
り
、
効
率
的
･
効
果
的
な
道
路
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。



大阪府における道路関係歳入科目一覧

(款) 分担金及び負担金
(項)負担金
(目) 土木費負担金
(節) 道路橋りょう費負担金
(組節) 道路維持費負担金
(網節) 道路新設改良費負担金
(組節) 橋りょう維持費負担金
(組節) 橋りょう新設改良費負担金

(款) 諸収入
(項) 貸付金元利収入
(目) 土木貸付金元利収入
(節) 道路橋りょう費貸付金元利収入
(組節)大阪府道路公社貸付金償還金

(項) 受託事業収入
(目) 土木受託事業収入
(節) 道路橋りょう受託事業収入
(綱節) 道路維持修繕事業受託金
(細節) 交通安全施設等整備事業受託金
(細節) 路面復旧事業受託金
(組節) 道路改良事業受託金
(細節) 舗装道新設事業受託金
(細節) 橋りょう整備事業受託金

(項) 雑入
(目) 雑入

斗 (節)土木費雜入

(款) 使用料及び手数料
(項) 使用料
(目) 土木使用料
(節) 道路橋りょう使用料
銀順行)道路使用料

(項) 手数料
(目) 土木手数料
(節) 道路橋りょう手数料
(紬節) 特殊車両道路通行許可申請手数

(款) 国庫支出金
(項) 国庫補助金
(目) 土木費国庫補助金
(節) 道路橋りょう補助金
(組節) 道路橋りょう総務費補助金
(綱節) 道路維持費補助金
(紬節) 道路新設改良費補助金
(組節) 橋りょう維持費補助金
(綱節) 橋りょう新設改良補助金

(款) 府債
(項) 府債
(目) 土木債
(節)道路橋りょう債
(細節) 道路保全債
(組節) 道路新設改良債
(細節) 橋りょう保全債
(細節) 橋りょう新設改良債

(款) 繰入金
(項) 基金繰入金
(目) 緊急地域雇用特別基金繰入金

(節) 緊急地域雇用特別基金繰入金

(紬節) 緊急地域雇用特別交付金事業
基金繰入金

(款) 寄附金
(項) 寄附金
(目) 土木費寄附金
(節) 道路橋りょう費寄附金
(糊節) 路上放棄車処理事業寄附金

大阪府における道路関係歳出科目一覧

(款) 土木費 (項) 道路橋りょう費

(目) 道路橋りょう総務費
(細目) 道路橋りょう等調査費
(細々目) 公共
(細々目) 単独 ,

(細目) 各種協会負担金

(目) 道路維持費
(細目) 道路維持修繕費
(細々目) 砂利道維持修繕費
(細々目) 路肩整備費
(細々目) 舗装道環境整備費
(細々目) モノレール道維持費

(細々目) 道路浸水対策費
(細々目) 施設管理等費

(細目)舗装道補修費
(細々目) 公共
(細々目)単独

(細目)道路防災費
(細々目) 公共
(細々目)単独

(細目) 交通安全施設等整備費
(細々目) 公共
(細々目)単独

(細目) 交通安全施設等維持費
(細目) 路面復旧受託工事費

(目) 道路新設改良費
(細目) 道路改良費
(細々目) 公共

(細々 目) 単独
(細目)舗装道新設費
(細々 目) 公共
(細々目) 単独

(細目) 国直轄事業負担金
(細目)市町村道路補助金
(細目)有料道路整備費

(目) 橋りょう維持費
(細目) 橋りょう補修費
(細々目) 公共
(細々目) 単独

(目)橋りょう新設改良費
(細目) 橋りょう整備費
(細々目) 公共
(細々目) 単独
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大阪府道路整備長期計画 (レインボー計画21)

◎計画内容
･広域基幹軸の強化
< 七放射三環状軸を構成する約480k m の基幹道路の整備 >

･地域内道路の体系的整備
< 都市計画道路の未改良延長約L050k m の体系的整備>

･道路交通流の円滑化

･安全な道路空間の確保

･まちづくりと一体となった道路の整備

･魅力ある道路空間の創造

･良好な保全と管理の推進

◎計画の特徴
･国際都市圏にふさわしく、 近畿圏レベルの幹線道路との整合もふまえた広域基幹軸の形成

･まちづくりと一体となった道路整備、 道路空間の高度利用による沿道と調和のとれた魅力ある道路空間の創造

七放射三環状軸による広域基幹軸の形成

□
□
□

　　　　　 　

滋目フェニックス
計閲

ノ8
轢く阪薊丘陵

　　　　　 　　　 　　　　　
　
　　

　　　　　　　

勝本 ◎空港
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(参考) 大阪府の道路事業例

高齢者 ･身体障害者の立場に立った歩道の体験学習
高齢者や身体障害者の方々に実際に道路を通行してもらい、 出さ

れた意見や要望を現有施設の改善や今後の新規整備に活かそうとい
う試み。 府の職員らも実際にアイマスクを装着して歩行したり、 車
イスに乗ってみる等して不便さを実感し、 限られた財源の中でいか
にして改善を図っていくかについて検討し、改修等に活かしている。

きんゆうじ
(主) 泉佐野岩出線 ｢金熊寺トンネル｣ (仮称) 貫通

大阪府南部と和歌山県を結ぶ (主) 泉佐野岩出線のバイパスの一

部として工事を進めてきた。 (仮) 金熊寺トンネルが昨年10月つい
に貫通した。 今後内部の工事を進め、 平成l4年度完成を目指す。 バ

イパスが全通すれば、 大阪 ･和歌山両府県間の交流や物流の効率化

の促進に大きく役立つものとして、 熱い期待が寄せられている。

アドプト ･ロード ･プログラム
府が管理する道路において地元自治会や沿道の企業などが自主的

に行う美化活動等を支援し、道路愛護精神の醸成と地域活動の活性
化につなげようという試み。 きめ細かな活動によりポイ捨てなどが

減少した上、季節の花々を植えることにより ｢地域が明るくなったJ

などと住民らの評判も良く、 道路管理者 ･地域住民の双方にプラス

に働いている。

ノ＼′＼

　　　　　 　　　　　　 　
小学生道路学習会

小学生に道路の役割や重要性を分かりやすく説明し、
理解を深めてもらおうとする試み。 担任の先生と相談し

ながら、 授業の進め方からテキスト作りまでを府職員が

担当。スライドを活用したり、コアを持ち込んだりして、
小学生の評判も上 。々

道行セ 2001.4 3ノ



道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

は
じ
め
に

道
路
に
電
線
、
電
柱
、
ガ
ス
管
等
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
事
業
者
は
、
道
路
管
理
者
に
道
路
占
用
許
可
申

請
書
を
提
出
し
、
道
路
占
用
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
一
連
の
手
続
の
中
で
、
事
業
者
は
、
道
路

占
用
許
可
申
請
書
の
提
出
、
許
可
書
の
受
領
、
工
事
の
着

手
･
完
了
の
届
出
ま
で
最
低
四
回
は
道
路
管
理
者
の
窓
口

に
直
接
足
を
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
で

は
、
こ
の
た
び
、
申
請
者
の
負
担
軽
減
、
電
子
政
府
実
現

の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
、
沖
縄
を
除
く
全
国
の
直
轄
国

道
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
た
道
路
占
用

許
可
の
電
子
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

経

緯

近
年
の
経
済
･
社
会
諸
分
野
に
お
け
る
情
報
通
信
の
高

度
化
の
進
展
に
伴
い
、
政
府
に
お
い
て
は
平
成
一
三
年
一

月
に
e
ー
J
a
p
a
n
戦
略
、
三
月
に
e
ー
J
a
p
a
n

重
点
計
画
が
決
定
さ
れ
、
｢二
〇
〇
三
年
ま
で
に
、
国
が

提
供
す
る
実
質
的
に
す
べ
て
の
行
政
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
可
能
と
す
る
。｣
こ
と
等
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)
に
お

い
て
は
、
平
成
一
二
年
九
月
に
行
政
情
報
化
推
進
基
本
計

画
に
基
づ
く

｢建
設
省
申
請
･
届
出
等
手
続
の
電
子
化
推

進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
｣
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
電
子
政

府
を
構
築
し
、
申
請
･
届
出
等
の
行
政
手
続
の
電
子
化
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)
に
お
い
て
は
、
平
成
一
〇

年
か
ら
学
識
経
験
者
、
道
路
管
理
者
及
び
公
益
事
業
者
か

ら
な
る

｢道
路
占
用
許
可
申
請
手
続
の
電
子
化
研
究
会
｣

を
設
置
し
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
=

年
に
は
近

畿
地
方
建
設
局

(現
近
畿
地
方
整
備
局
)
奈
良
国
道
工
事

事
務
所
管
内
に
お
い
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
の
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
実
施
し
、
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
受
け
て
、
平
成
三
一年
三
月
に
は
上
記
研
究
会
か
ら

最
終
報
告
弁
[汀
"
"
鶏
鶏
巨
匠
"
｣□
＼5
PQ＼自
分
凶廿
[日
□

(道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
二
0
○
○
年
六
月
号
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。)
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
運
用
を
開
始

し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
上
記
最
終
報
告
を
も
と
に
構
築
し
た

も
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要

行
政
情
報
化
推
進
基
本
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
踏
ま



え
、
効
率
的
･
効
果
的
･
標
準
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
観

点
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

･
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
方
式
を

採
用
し
て
い
ま
す

(図
1
)。

シ
ス
テ
ム
の
構
成
と
し
て
は
、
そ
の
役
割
と
機
能
に
応

じ
て
以
下
の
四
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
構
成
し
て
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ま
す
。
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す
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す
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付
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A
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書
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3
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付
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道路占用許可電子申請システムの概要の説明があります。

鱸
廉魔錨鰯嚢 *灘嚢

鬮 瀞壱安藤艶需要霜選旁搖森霧鑓震慧学費備の説明

閖′レぬUたく"U O U ′〉名 遥筋

^
道路占用許可電子申請システムに移ります。

各地方整備局へのリンクです。

図 2 受付センターホームページ

図 3 利用申込書

　　　　　　 　　　　　

ビ
ル
三
階

財
団
法
人
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

電
子
申
請

受
付
セ
ン
タ
ー
)
ま
で
郵
送
す
る
と
、
折
り
返
し
、
利
用

者
I
D
/
パ
ス
ワ
ー
ド
を
明
記
し
た
書
類
が
郵
送
さ
れ
て

き
ま
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
手
し
た
ら
、
｢電
子
申
請
｣

の
ペ
ー
ジ
ヘ
ア
ク
セ
ス
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

･
申
請
書
類
作

成
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
申
請

書
類
作
成
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
、
占
用
物
件
リ

ス
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
申
請
書
類
作
成
ソ
フ
ト
の
設

定
を
行
え
ば
、
電
子
申
請
に
当
た
っ
て
の
準
備
は
完
了
で

す 定 ス 書
① こ ( を ト 類

れ 図 行 を 作
申 か 4 え ダ 成
請 ら ち ば ウ ソ
▲ 、 、 ン フ

こ
れ
か
ら
、
申
請
手
続
に
入
り
ま
す
。

①

申
請
書
作
成
･提
出

道路占用許可電子申請システム利用申込書

平成 年 月 日

電子申請受付センター 御中

道路占用許可電子申請システムの利用を申し込みます。

事業者名

事業所名

代表者名

担当者名

所属部署名

郵便番号

住所

電話番号

F A X 番号

メールアドレス

T -

(内線 : )

@

利用に当たっては、下記の条件に従うことを承諾します。
(1) この申込みに基づく権利は、これを額漉し、又は転貸してはならない。ただし、あらかじめ雁予中鮒受付セン

ターの辞可を受けた場合は、この限りではない。
(2) 利用者は、利用中込答記載内容のうち、事業者名 ･J粁務所名 ･住所が変更になった場合に、すみやかに登録内

容変更届を篭子痒唱費受付センターに提出しなければならない。
(3) 利用者は、利用を中止しようとするときには、あらかじめ削除届を稲子中謝受付センターに提出しなければな

らない。
(4 ) 利用者は、利用者の使用する端末袋囮が常に正常に動作するように整備しなければならない。整備のためにや

む得ない必要が発生した場合は、自らの費用負担により必要な処輯をとらなければならない。
(6) 篭子申請受付センターは利用者に対し、利用者がシステムに対し損害を与えると認めた場合に、システムの利

用を停止することができる。

申
請
者
は
、
申
請
書
類
作
成
ソ
フ
ト
上
で
、
提
出

す
る
地
方
整
備
局
を
選
択
し
、
申
請
書
の
登
録
区
分

(新
規
･
更
新
･
変
更
)
の
設
定
、
申
請
区
分

(工

事
の
種
類
)
を
行
い
、
申
請
情
報
入
力
画
面
を
表
示

さ
せ
ま
す

(図
5
)。

申
請
書
入
力
画
面
で
は
、
申
請
書
等
の
必
要
事
項



　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　 　
　 　 　

、 霊

図 4 システム利用準備

、
,愛いメでき発俊んな すしメ ゾマしきテンなるども諾し野~爵弱吏新教試行

図 5 申請情報入力画面

　　　　　　　　≦と俵需ネツわ環境の準備

･震妻白鴎2.剩風者鰻-ノパゐ-ワニゼぬる手

　　　　　　　　　3.申請書類蓬戦法フトの準備

　
　　　

　4.電子申請システムの利用準備完了

･パソコン･スキャナ等を用意
･インターネット接続環境を整備
･数値地図を入手 ‐

･利用申込高をダウンロード
･利用申込書に記入･電子申請受付センターに郵送
･利用者ID/パスワードを郵便にて受領

･電子申請受付センターのホームページにアクセス
･マニュアル･申請書類作成ソフトをダウンロード
"パソコンに申請書類作成ソフトをインストール
･占用物件リストをダウンロード、申請書類作成ソフトの設定



の
入
力
と
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
い
た
添
付
図

書
を
イ
メ
ー
ジ
ス
キ
ャ
ナ
で
取
り
込
み
、
そ
の
フ
ァ

イ
ル
を
添
付
図
書
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
指
定
等
を
行

い
、
申
請
書
フ
ァ
イ
ル
群
を
作
成
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
受
付
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
｢申
請
書
類
送
付

ペ
ー
ジ
｣
(I
D
/
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
)
で
、
申

請
書
提
出
先
の
指
定
、
既
に
作
成
し
て
あ
る
申
請
書

フ
ァ
イ
ル
群
の
指
定
、
申
請
書
返
信
メ
ー
ル
受
信
ア

ド
レ
ス
の
入
力
を
行
い
、
申
請
書

(申
請
書
フ
ァ
イ

ル
群
)
の
提
出

(送
信
)
を
行
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
送
信
途
上
で
は
、
暗

号
化
通
信
に
よ
り
、
第
三
者
に
よ
る
盗
聴
防
止
、
改

ざ
ん
防
止
と
い
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。

②

申
請
書
受
理

申
請
者
が
提
出
し
た
申
請
書
類

(申
請
書
フ
ァ
イ

ル
群
)
は
、
受
付
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
、
自
動
的

に
地
方
整
備
局
内
の
申
請
デ
ー
タ
保
管
サ
ー
バ

(以

下

｢保
管
サ
ー
バ
｣
と
い
う
。)
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

申
請
書
フ
ァ
イ
ル
群
は
、
地
方
整
備
局
内
の
保
管

サ
ー
バ
に
保
管
さ
れ
、
保
管
さ
れ
た
こ
と
が
受
付
セ

ン
タ
ー
で
確
認
が
さ
れ
る
と
、
申
請
者
に
対
し
て
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
申
請
書
受
理
の
通
知
が
行
わ
れ

ま
す
。
法
律
的
な
解
釈
と
し
て
は
、
こ
れ
を
も
っ
て

地
方
整
備
局
に
申
請
書
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

③

申
請
書
の
審
査
･
決
裁
･
許
可

地
方
整
備
局
の
出
張
所
、
事
務
所
の
占
用
担
当
者

は
、
L
A
N
を
通
じ
て
、
審
査
用
P
C
に
よ
り
保
管

サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
書
類
の
デ
ー
タ
を
呼
び
出

し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。
問
題
が
な
け
れ
ば
一
式
申

請
書
フ
ァ
イ
ル
群
を
打
ち
出
し
て
決
裁
処
理
を
行
い

ま
す
。

地
方
整
備
局
内
で
の
審
査
･
決
裁
状
況
は
、
受
付

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
当
該
申
請
者

の
み
が
閲
覧
可
能
な

｢進
捗
管
理
簿
｣
上
に
、
そ
の

状
況
が
表
示
さ
れ
ま
す

(図
6
)。

審
査
の
途
中
で
、
申
請
者
に
対
す
る
補
正
要
求
が

必
要
と
な
る
場
合
、地
方
整
備
局
の
占
用
担
当
者
は
、

審
査
用
P
C
で
補
正
理
由
、
補
正
回
答
期
限
を
入
力

し
、
電
子
申
請
書
受
付
サ
ー
バ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

,ま
す
。
申
請
者
に
は
、
補
正
要
求
が
あ
る
旨
の
通
知

が
電
子
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
｢進
捗
管
理
簿
｣
上
に

補
正
要
求
の
内
容
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

補
正
要
求
が
地
方
整
備
局
よ
り
な
さ
れ
た
場
合
に

は
、
申
請
者
は
補
正
回
答
期
限
ま
で
に
、
当
該
申
請

書
の
補
正
を
行
い
、
補
正
資
料
の
提
出

(送
信
)
を

行
い
ま
す
。

審
査
･
決
裁
を
経
て
、
許
可
を
す
る
場
合
に
は
、

地
方
整
備
局
の
占
用
担
当
者
は
審
査
用
P
C
上
で
許

可
番
号
、
許
可
年
月
日
等
を
入
力
し
許
可
書
を
作
成

し
ま
す
。
そ
の
後
、
正
本
一
式
を
印
刷
出
力
す
る
と

と
も
に
、
副
本
と
し
て

｢許
可
書
の
写
｣
を
、
受
付

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

ま
す
。
こ
の
と
き
、
受
付
セ
ン
タ
ー
か
ら
申
請
者
に

許
可
が
さ
れ
た
旨
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
通
知
が
行

わ
れ
ま
す
。

占
用
料
の
計
算
は
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
自
動
的
に

行
わ
れ
ま
す
。

④

審
査
･
決
裁
の
進
捗
状
況

申
請
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
受
付

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
当
該
申
請
者

の
み
が
表
示
可
能
な

｢進
捗
管
理
簿
｣
に
ア
ク
セ
ス

し
、
地
方
整
備
局
内
の
申
請
書
を
提
出
し
た
案
件
の

審
査
･
決
裁
状
況
、
地
方
整
備
局
に
よ
る
補
正
要
求

の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
方
整
備
局
に
よ
る
決
裁
が
終
了
し
、
許
可
が
さ

れ
た
場
合
に
は
、
申
請
者
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か

ら

｢許
可
書
の
写
｣
を
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
に
て
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

正
本
と
し
て
許
可
書
が
必
要
な
場
合
に
は
、
従
来

ど
お
り
、
地
方
整
備
局

(出
張
所
)
に
て
受
領
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑤

着
手
届
作
成
･
提
出

申
請
者
は
、
申
請
書
類
作
成
ソ
フ
ト
上
で
、
提
出

す
る
地
方
整
備
局
を
選
択
し
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し

て
お
い
た
着
手
届
に
必
要
な
添
付
図
書
を
イ
メ
ー
ジ

36 道ガテセ 2001.4



ス
キ
ャ
ナ
で
取
り
込
み
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
図

書
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
指
定
を
行
い
、
着
手
届
フ
ァ
イ

ル
群
を
作
成
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
受
付
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
当
該
申
請
者
の
み

が
閲
覧
可
能
な

｢進
捗
管
理
簿
｣
か
ら
、
着
手
届
を

提
出
す
る
当
該
案
件
を
選
択
す
る
と
、
｢着
手
届
提

出
ペ
ー
ジ
｣
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

当
該
案
件
の

｢着
手
届
提
出
ペ
ー
ジ
｣
で
、
着
手

日
、
道
路
使
用
許
可
番
号
等
を
入
力
し
、
着
手
届

(着
手
届
フ
ァ
イ
ル
群
)
の
提
出

(送
信
)
を
行
い

ま
す
。

⑥

着
手
届
受
理

申
請
者
が
提
出
し
た
着
手
届

(着
手
届
フ
ァ
イ
ル

群
)
は
、
受
付
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
、
自
動
的
に

地
方
整
備
局
内
の
保
管
サ
ー
バ
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

着
手
届
フ
ァ
イ
ル
群
は
、
地
方
整
備
局
内
の
保
管

サ
ー
バ
に
保
管
さ
れ
、
保
管
さ
れ
た
こ
と
が
受
付
セ

ン
タ
ー
で
確
認
が
さ
れ
る
と
、
申
請
者
に
対
し
て
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
着
手
届
受
理
の
通
知
が
行
わ
れ

ま
す
。

⑦

完
了
届
作
成
･
提
出

申
請
者
は
、
申
請
書
類
作
成
ソ
フ
ト
上
で
、
提
出

す
る
地
方
整
備
局
を
選
択
し
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し

て
お
い
た
完
了
届
に
必
要
な
添
付
図
書
を
イ
メ
ー
ジ

ス
キ
ャ
ナ
で
取
り
込
み
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
図
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書
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
指
定
を
行
い
、
完
了
届
フ
ァ
イ

ル
群
を
作
成
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
受
付
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
当
該
申
請
者
の
み

が
閲
覧
可
能
な
｢
進
捗
管
理
簿
｣
か
ら
、
完
了
届
を

提
出
す
る
当
該
案
件
を
選
択
す
る
と
、
｢完
了
届
提

出
ペ
ー
ジ
｣
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

当
該
案
件
の

｢完
了
届
提
出
ペ
ー
ジ
｣
で
、
完
了

日
、
道
路
使
用
許
可
番
号
等
を
入
力
し
、
完
了
届

(完
了
届
フ
ァ
イ
ル
群
)
の
提
出

(送
信
)
を
行
い

ま
す
。

⑧

完
了
届
受
理

申
請
者
が
提
出
し
た
完
了
届

舎
元
了
届
フ
ァ
イ
ル

群
)
は
、
受
付
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
、
自
動
的
に

地
方
整
備
局
内
の
保
管
サ
ー
バ
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

完
了
届
フ
ァ
イ
ル
群
は
、
地
方
整
備
局
内
の
保
管

サ
ー
バ
に
保
管
さ
れ
、
保
管
さ
れ
た
こ
と
が
受
付
セ

ン
タ
ー
で
確
認
が
さ
れ
る
と
、
申
請
者
に
対
し
て
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
完
了
届
受
理
の
通
知
が
行
わ
れ

ま
す
。

運
用
開
始
時
期

運
用
は
、
平
成
一
三
年
二
月
一
日
か
ら
近
畿
地
方
整
備

局
管
内
を
始
め
と
し
、
平
成
一
三
年
三
月
に
は
そ
の
他
の

各
地
方
整
備
局
管
内
に
お
い
て
も
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
北
海
道
と
沖
縄
に
つ
い
て
も
平
成
一
三
年
度

内
を
目
途
に
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

効
…
果

電
子
化
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
主
な
効
果
と
し
て
は
以
下

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

･申
請
書
提
出
、
許
可
書
受
取
等
の
都
度
、
道
路
管
理

者
の
窓
口
ま
で
往
復
す
る
こ
と
が
不
要
と
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
二
四
時
間
提
出
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

･
公
益
事
業
者
内
の
関
係
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

･
申
請
デ
ー
タ
の
保
存
･
再
利
用
の
促
進
に
よ
り
、
同

様
の
申
請
に
お
け
る
申
請
書
作
成
が
容
易
に
な
り
ま

す
。

対

象

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
電
力
、
ガ
ス
、
通
信
、
上
下
水

道
の
公
益
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
占
用
事
業
者
に
よ
る
申

請
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

直
轄
国
道
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
平
成

一
三
年
度
内
を
目
途
に
北
海
道
と
沖
縄
に
お
い
て
も
運
用

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

直
轄
国
道
以
外
の
国
道
及
び
都
道
府
県
道
等
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
道
路
占
用
許
可
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
の
普
及
方
策
を
検
討
し
、
地
方
公
共
団
体
に
電
子
申

請
を
可
能
と
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
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規
制
改
革
推
進
三
か
年
計
画
の
閣
議
決
建
に
つ
い
て

楡　 2001,4

道
路
局
路
政
課

及
び
規
制
改
革
委
員
会
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
平
成
一
三

年
一
月
に
検
討
状
況
に
つ
い
て
の
中
間
公
表
を
行
っ
た
。

こ
の
中
間
公
表
対
象
事
項
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省
所

管
の
規
制
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
内
容
の
重
複
を
避
け

つ
つ
整
理
し
、
そ
の
事
項
数
は
、
二
〇
一
件
と
な
っ
た

(表
1
参
照
)。

中
間
公
表
を
経
て
、
前
述
の
内
外
か
ら
の
意
見
･
要
望

等
及
び
規
制
改
革
委
員
会
の
見
解
の
ほ
か
、
｢経
済
構
造

の
変
革
と
創
造
の
た
め
の
行
動
計
画
｣
(平
成
三
一年
一

二
月
一
日
閣
議
決
定
)、
｢
e
ー
J
a
p
a
n
重
点
計
画
｣

(平
成
一
三
年
三
月
二
九
日

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
決
定
)
な
ど
を
踏
ま
え
、
｢規

制
改
革
推
進
三
か
年
計
画
｣
が
策
定
さ
れ
た
(表
2
参
照
)。

一

は
じ
め
に

平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢規
制

緩
和
推
進
三
か
年
計
画
｣
が
二
度
の
改
定
を
経
て
、
昨
年

度
末
で
計
画
の
三
か
年
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平

成
一
三
年
度
か
ら
平
成
一
五
年
度
ま
で
の
三
か
年
間
に
取

り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
新
た
に

｢規
制
改
革
推
進

三
か
年
計
画
｣
が
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
。

以
下
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た

｢規
制
改
革
推
進
三
か
年

計
画
｣
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

二

計
画
策
定
ま
で
の
経
緯

規
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
｢規
制
緩
和
推
進
計
画
｣
(平

成
七
年
度
…
平
成
九
年
度
)、
｢規
制
緩
和
推
進
三
か
年
計

画
｣
(平
成
一
○
年
度
~
平
成
一
二
年
度
)
と
二
回
の
計

画
の
も
と
、
計
六
年
に
わ
た
り
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

｢行
政
改
革
大
綱
｣
(平
成
一
二
年
三
一月
一
日
閣
議
決
定
)

に
お
い
て
、
規
制
緩
和
推
進
三
か
年
計
画
終
了
後
も
規
制

改
革
を
引
き
続
き
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
三
年
度
を
初

年
度
と
す
る
新
た
な

｢規
制
改
革
推
進
三
か
年
計
画
｣
を

策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

平
成
三

年
三
一月
三
一日
に
は
行
政
改
革
推
進
本
部

規
制
改
革
委
員
会
か
ら

｢規
制
改
革
に
つ
い
て
の
見
解
｣

が
行
政
改
革
推
進
本
部
に
提
出
さ
れ
、
行
政
改
革
推
進
本

部
は
同
見
解
の
内
容
を
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た

｢規
制
改

革
推
進
三
か
年
計
画
｣
に
最
大
限
に
盛
り
込
む
こ
と
と
し

た
。
こ
の
後
、
行
政
改
革
推
進
本
部
規
制
改
革
委
員
会
及

び
総
務
庁
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
内
外
か
ら
の
意
見
･
要

望
等
(平
成
一
二
年
三

月
末
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
)



三

計
画
の
目
的

本
計
画
は
、
近
年
の
我
が
国
の
直
面
す
る
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
、
I
T
革
命
、
環
境
問
題
の
深

刻
化
等
の
構
造
的
な
環
境
変
化
に
対
応
し
て
、
経
済
社
会

の
構
造
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
①
経
済
活
性
化
に

注1) ｢検討中｣ は、①講じるべき措置の内容等の検討、②措置を行う
かどうかも含めた検討を行う、 あるいは行っているものである。

注 2 ) ｢措置困難｣ は、①安全上、防災上の最低基準観満たす必要がある

もの、 ②環境保全の観点から現行の基準が最低限必要であり一律の

緩和は困難であるもの等により規制改革推進 3か年面に盛りむこと

う

る

の
と

　
　
　
　
　

置

あ

要

り

り

　
　
　
　
　

　

　　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　要望等が事実誤認等によるものである。

その他 (事実誤認等)

合 計

①
の
も

る

与

･
余
る
あ
規

と
保

あ

で
隨

｣

境

で

の
は

環
難
も
田

②
圏
な
湘

、
は
難
拶

｢

の
和
困
酵

)

も

綾

が

)

注

注

　　表

政 府 規制改革委員会

平成12
,
3
,
31

｢規制緩和推進3か年計画(再改定)｣ を

閣議決定

鰯
規制改革に関する論点公開

劇
｢行政改革大綱｣、 ｢経済構造の変革と創
造のための行動計画｣ を閣議決定

幼
討鐵妨猟

部
膨
雛

会
載

委
睨

改
垳爛

縦 藏を蝋永端蝋皺蹴
討検る常寒飢廉

焼
神

外
況

内
状

繊 縦づ
画“燻讓蹴 瀧議閥を詢年劫轢濶規

よ
る
持
続
的
な
経
済
成
長
の
達
成
、
②
透
明
性
が
高
く
公

正
で
信
頼
で
き
る
経
済
社
会
の
実
現
、
③
多
様
な
選
択
肢

の
確
保
さ
れ
た
国
民
生
活
の
実
現
、
④
国
際
的
に
開
か
れ

た
経
済
社
会
の
実
現
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
行
政
の
各
般

の
分
野
に
つ
い
て
計
画
的
に
規
制
改
革
の
積
極
的
か
つ
抜

本
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
計
画
に
お
い
て
は
、
各
行
政
分
野
に
つ
い
て
個
々
の

規
制
の
み
な
ら
ず
、
関
係
す
る
諸
制
度
も
含
め
た
見
直
し

を
行
う
た
め
の
中
長
期
的
な
改
革
課
題
と
改
革
の
基
本
的

な
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、当
面
の
改
革
事
項
と
し
て
、

前
述
の

｢規
制
改
革
委
員
会
の
見
解
｣
等
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
三
か
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
事
項
と
し
て
確
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
着
実
な
実
施
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

各
分
野
の
規
制
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
I
T
、

医
療
･
福
祉
、
雇
用
･
労
働
、
教
育
、
環
境
な
ど
公
的
規

制
に
と
ど
ま
ら
ず
シ
ス
テ
ム
全
体
に
つ
い
て
戦
略
的
か
つ

抜
本
的
な
改
革
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
こ
れ
を

踏
ま
え
て
特
に
七
つ
の
視
点

(表
3
参
照
)
を
重
視
し
て

取
り
組
む
。

四

計
画
の
概
要

新
た
に
策
定
さ
れ
た
本
計
画
は
、
共
通
的
事
項

(計
画

の
目
的
及
び
規
制
改
革
推
進
の
基
本
方
針
な
ど
)
、
横
断

的
措
置
事
項

(I
T
関
係
、
環
境
分
野
な
ど
)、
分
野
別

措
置
事
項

(住
宅
･
土
地
、
公
共
工
事
関
係
、
運
輸
関
係

な
ど
)
と
大
き
く
三
事
項
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う

4

ち
、
横
断
的
措
置
事
項
と
分
野
別
措
置
事
項
に
お
い
て
、

。

こ
れ
ま
で
の
計
画
と
同
様
に
個
別
措
置
事
項
に
関
す
る
三

セ行

か
年
の
取
組
み
を
定
め
て
い
る
。

道

国
土
交
通
省
所
管
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
安
全

0

の
確
保
、
環
境
の
保
全
な
ど
社
会
的
な
規
制
の
観
点
か
ら

多

表 1 中間公表の概要
平成12年11月末までに提出された内外からの意見 ･要望等及び ｢規

制改革についての見解｣ を踏まえた20-件について、 I月26日現在ま

での検討状況の概要は以下のとおり。

%

%

%

%

2

36

犯

m

　　
　
　
　
　
　
　
　

27 件

件

件
件
件
件

“
銘

“

174

201

措置予定･

難

済
中
困

置
討
置

措
検
措



表 3 規制改革推進3か年計画における各分野の規制改革の推進に当たっての視点

規制改革推進 3か年計画より抜粋

ま
た
、
道
路
関
係
に
つ
い
て
は
前
計
画
か
ら
の
継
続
事

設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
て
、
国
民
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
絶
え
ず
見
直

し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
に

規
制
改
革
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

道
路
関
係
の
計
画
項
目

本
計
画
の
お
い
て
、
国
土
交
通
省
関
係
で
は
九
一
項
目

の
規
制
改
革
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
た

(分
野
別
内
訳

表

4 の 規 し 経 化 設
＼ 現 本 質 制 を 済 に け

制 計 一 改 行 の 的 ら
改 面 革 う 活 確 れ

六

お
わ
り
に

前
計
画
終
了
時
点
の
計
画
実
施
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
併
せ
て
、
平
成
一
二
年

(二
〇
〇
〇
年
)
一
二
月
一

日
か
ら
平
成
一
三
年

(二
0
○
-
年
)
三
月
末
ま
で
に
提

出
さ
れ
た
内
外
か
ら
の
意
見
･
要
望
等
に
つ
い
て
各
省
庁

の
対
応
状
況
を
公
表
す
る
。

項
を
含
め
主
な
措
置
事
項
は
一
五
項
目
で
あ
る
。
今
回
の

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
道
路
行
政
に
関
係
す
る
項
目
に
つ

い
て
は
、
(表
5
…
主
な
道
路
関
係
事
項
抜
粋
)
の
と
お

の 出 日 プ リ い 計

　　　　　 　　 　　　
、 た 平 せ 画 、 る 、 盛

① 企業や個人が多様な選択肢の下で自由に創造性や個性を発揮でき、 競争や様々な可能性への挑戦を通
じて創意や努力が報われる社会の実現

② 構造的な環境変化に対応した制度の再構築等による医療 ･福祉、 雇用 ･労働、 教育などの社会システ
ムの活性化

③ 持続的な発展を可能とするための環境負荷の少ない循環型社会の形成推進

④ 企業の先導的 ･創造的な経済活動を促進し、 新しい産業と雇用機会の創出を促進するための環境整備

⑤ 高コスト構造の是正等による国際的に競争力を持った事業環境の整備

⑥ IT革命により情報と知識が付加価値の源泉となる社会を構築するための制度 ･システムの改築

⑦ 事後チェック型行政への転換等透明なルールと自己責任の原則に貫かれた事後監視 ･救済型社会への
移行

道行セ 2001.4 4 !

表 4 規制改革推進 3か年計画の
国土交通省関連項目数

項目数

横断的措置事項

1 IT関係 19

2 環境関係 3

3 競争政策等関係 1

4 基準認証等関係 1

5 資格制度関係 16

分野別措置事項

1 法務関係

2 金融関係

3 教育 ･研究関係 1

4 医療関係 1

5 福祉等関係 1

6 雇用 ･労働関係

7 農林水産業関係

8 流通関係

9 エネルギー関係

10 住宅 ･土地、 公共工事関係 18

11 運輸関係 30

12 危険物 ･保安関係

合 計 91

※このほかに政府全体で取組む事項の中に国
土交通省関連のものがある。



表 5 規制改革推進3か年計画の道路関連の主な項目

=横断的措置事項
1 - T 関係

ア 情報通信ネットワークインフラの整備推進

事項名 措置内容
実施予定時期

平成13年度 平成14年度 平成15年度

①線路敷設の円滑化

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(国土交通省)

(警察庁、総務省、
国土交通省)

a 関係省庁が連携して、 I T 戦略会議 ･ I T 戦略本部で取り

まとめられた ｢線路敷設の円滑化について｣ に明記された以下

の措置を講ずる。
(b ) 道路等の公的空間への線路敷設円滑化
i 道路、 河川、 港湾等の公的空間における光ファイバーの収

容空間ネットワークの整備 ･開放を推進するとともに、 収容空

間に関する情報提供の充実を図る。
順次実施

ii 橋梁の新設に合わせた線路敷設や将来の線路敷設に対応す
るため、 モデル事業を選定し、 光ファイバー敷設の在り方につ

いて検討する。

措置

i範 冬期 ･年度末の路上工事抑制措置について、 道路交通に及

ぼす影響等も勘案しつつ、 平成13年度から5年間は試行的に緩

和を図るとともに、 道路管理者等は当該措置の実施内容等をイ

ンターネット等により公開する。

措置
(試行)

措置
(試行)

措置
(試行)

v 直轄国道の道路占用許可申請手続の電子化について、 平成

13年度までに所要の措置を講じるとともに、 その他の国道及び

都道府県道についても電子申請が可能となるよう地方公共団体

に対して要請を行う。

措置

vi 複数の道路管理者に係る道路占用許可申請手続きのワンス
トップ化の推進を図る。

逐次実施

x 道路や河川に線路敷設を行う際の手続に関する占用許可手
続マニュアル (平成12年度作成) の周知を図る。

周知

xi 道路における埋設物件情報を整備するため、 道路台帳の整

備を促進するとともに、 道路台帳の電子化を推進する。
逐次実施

b ケーブルテレビ事業者について、 電気通信事業者と同様、

円滑な線路敷設が実現するよう関係省庁が連携し必要な措置を
講ずる。

平成13年度以降、 関係省庁との連携を

確立した上で検討開始

⑦高速道路の高架橋脚空
間の活用

高速道路の高架橋脚空間への光ケーブルの敷設の方策につい

て検討する。
検討

42 道行セ 2001.4



工 社会 ･行政の情報化の推進

事項名 措置内容
実施予定時期

平成13年度 平成14年度 平成15年度

⑩E T Cの推進

(国土交通省)
一般利用者に対するサービスを平成14年度中に全国の主要な

料金所に拡大、 概ね5年後を目途に都市高速道路においてE T C

(E lectronic T ol1 C onection System :ノンストップ自動料

金支払いシステム) に限定した利用を目指す。

逐次実施

⑫道路交通情報提供に関
する制約の緩和
(警察庁、国土交通省)

a 道路交通情報提供事業への民間事業者の参入を促進し、 ま

た、 新たな技術開発を図る観点から、 交通の安全と円滑に関す

る必要最小限の法的な担保措置を設けるため、 道路交通法を改

正するなどの措置を講じた上で、 現状の規制を撤廃することを

早急に検討する。
(第151回国会に関係法案提出)

法律案成立
後公布

措置
(施行)

b 交通渋滞予測等の先進的な技術については、 産官学の多面

的な視点で可及的速やかに検証を行い、 民間事業分野における

実用化を推進する。

検討 (結論) 措置

⑬IT S技術の国際標準化

の推進

(警察庁、総務省、経済
産業省、 国土交通省)

I T S 関連産業の国際競争力強化の観点も踏まえつつ、 車両

の走行を支援するシステムやD SR C (狭域通信) システム等を

IS0 (国際標準化機構) 及びTT U (国際電気通信連合) に提案
する等により各種IT S技術の国際標準化を目指す。 (平成17年

度末までの間)

逐次実施

m 分野別措置事項
5 福祉等関係
ウ 障害者施策

事項名 措置内容
実施予定時期

平成13年度 I平成14年度 l平成15年度

①バリアフリー化等の推

進
(警察庁、総務省、厚生
労働省、経済産業省、国
土交通省)

高齢者、 身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑

化の促進に関する法律 (交通バリアフリー法) に基づき、 公共

交通機関、 歩道、 信号機等のバリアフリー化を推進するととも

に、 使いやすい情報通信関連機器、 システムの開発等による′情

報バリアフリー環境の整備等を推進する。

逐次実施

10 住宅 ･土地、 公共工事関係

イ 公共工事

事項名 措置内容
実施予定時期

平成13年度 平成14年度 平成15年度

①パブリック ･インポル

ブメントの活用

(農林水産省、 国土交通

省)

国の各公共事業部局は、 従前における取組も踏まえ、 それぞ

れの事業の計画策定手続におけるパブリック ･インポルブメン

トの在り方を検討し、 直轄事業について早急にモデル的に導入

を進める。 また、 こうした検討やモデル事業の状況を踏まえ、
一定の成案を得た段階で、 その検討成果を地方公共団体に提示

し、 あるいは、 取組事例を取りまとめ ･発表する等、 地方公共

団体におけるパブリック ･インポルブメントの導入を支援する。

検討
(可能なも

のからモデ

ル事業を実
施)

検討
(可能なも

のからモデ

ル事業を実

施)

モデル事業

を実施、 成

案を地方公

共団体に提
示 等

竹 運輸関係
オ その他

事項名 措置内容
実施予定時期

平成13年度 平成l4年度 平成15年度

⑥エアサスペンション装

備車の軸重制限
(国土交通省)

エアサスペンション装備の車両の道路構造物に与える影響に

ついて、 自動車業界等との協力のもとで技術的検討を行い、 そ

の結果を踏まえて、 エアサスペンション装備の車両の軸重制限

の緩和の可否について検討する。

検討

⑦特殊車両通行許可手続
(国土交通省)

特殊車両通行許可手続について、 審査期間の短縮等について

検討する。
検討 検討 結論

※上記のほか、 政府全体での取組み及び間接的な関係事項が盛り込まれている。
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名
古
屋
南
部
地
域
に
お
け
る
道
路
変
通
環
境
対
策
の
難
進
に
つ
い
て

当
面
の
取
組

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

は
じ
め
に

名
古
屋
南
部
の
国
道
二
三
号
等
の
沿
道
に
お
け
る
大
気

の
状
況
は
、
主
に
浮
遊
粒
子
状
物
質

(s
P
M
)
の
環
境

基
準
の
達
成
率
が
低
く
、
ま
た
、
全
国
的
に
み
て
も
、
大

都
市
圏
を
中
心
に
二
酸
化
窒
素

(鱒
て

浮
遊
粒
子
状
物

質
な
ど
の
環
境
基
準
の
達
成
率
は
低
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。平

成
三
一年
三

月
二
七
日
の
名
古
屋
南
部
訴
訟
の
名

古
屋
地
裁
判
決
で
は
、
同
地
域
に
お
け
る
自
動
車
交
通
に

起
因
す
る
浮
遊
粒
子
状
物
質
が
八
の
健
康
に
影
響
が
あ
る

と
し
て
、
国
に
対
す
る
賠
償
金
と
差
し
止
め
請
求
が
認
め

ら
れ
た
。
こ
の
判
決
に
対
し
て
は
、
国
と
し
て
は
、
因
果

関
係
の
認
定
等
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
と
し
て
控
訴
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
裁
判
へ
の
対
応
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
、沿
道
環
境
の
厳
し
い
地
域
に
お
い
て
は
、

そ
の
改
善
に
向
け
て
最
大
限
の
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
。こ

の
よ
う
な
中
、
名
古
屋
南
部
地
域
の
関
係
地
方
公
共

団
体
及
び
関
係
省
庁
地
方
支
分
局
に
よ
り

｢愛
知
道
路
環

境
対
策
連
絡
会
議
｣
が
設
置
さ
れ
、
同
地
域
の
国
道
二
三

号
等
の
道
路
環
境
対
策
の
当
面
の
取
組
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
た
。
警
察
庁
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
及
び
環
境

省
は
、
｢道
路
交
通
環
境
対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議
｣
を

開
催
し
、
｢愛
知
道
路
環
境
対
策
連
絡
会
議
｣
に
お
け
る

検
討
結
果
を
受
け
て
、
名
古
屋
南
部
及
び
全
国
に
お
け
る

大
気
汚
染
の
改
善
の
た
め
の
当
面
の
取
組
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
取
り
ま
と
め
の
具
体
化
に
あ
た
り
、
関
係
省

庁
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
特
に
地
域
的
な
取
組
に
係
る
具
体
的
な
施
策
に
つ
い

て
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
役
割
も
重
要
で
あ
り
、
関

係
地
方
公
共
団
体
等
の
取
組
に
対
す
る
関
係
省
庁
の
所
要

の
支
援
も
含
め
、
関
係
省
庁
及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
等

の
緊
密
な
連
携
の
下
に
推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

圏
三

壷

甥

鯛
三
…
一.
-=
▼

…一

団

塁
囲幅

一

名
古
屋
南
部
地
域
の
現
状
等

○

環
境
の
状
況

名
古
屋
南
部
地
域
の
大
気
環
境
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

種
々
の
環
境
対
策
が
と
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
こ
数
年
を
見
る
と
、
二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
、
幹
線

道
路
沿
道
の
一
部
の
測
定
局
に
お
い
て
環
境
基
準
を
達
成

し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
測
定
局
に
お
い
て
環
境
基
準
を
達
成
し
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て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
二
酸
化
窒
素
及
び
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
年
平
均

値
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
に
あ
る
。

①

環
境
基
準
達
成
率

(平
成
七
~
二

年
度
)

二
酸
化
窒
素

八
八
%

(五
か
年
平
均
)

浮
遊
粒
子
状
物
質

二
二
%

(五
か
年
平
均
)

②

年
平
均
値

(平
成
七
~
三

年
度
)

二
酸
化
窒
素

○

･
0
三
0
~
○

･
0
三
二

灘
金
か
年
濃
度
範
囲
)

浮
遊
粒
子
状
物
質

○
･
0
三
九
~
○
･
○

五
〇
館
/
話

(五
か
年
濃
度
範
囲
)

⑭

交
通
の
実
態

国
道
二
三
号
の
交
通
量
は
、
平
行
す
る
伊
勢
湾
岸
自
動

車
道

(名
古
屋
南
I
C
~
飛
島
I
C
)
の
供
用

(平
成
一

〇
年
三
月
)
と
、
こ
の
供
用
に
あ
わ
せ
て
実
施

(平
成
九

年
…
一
二
年
)
し
た
国
道
二
三
号
の
車
線
数
削
減

(八
車

線
↓
六
車
線
、
六
車
線
↓
四
車
線
)
に
よ
り
大
幅
に
減
少

し
、
施
策
の
効
果
が
相
当
見
ら
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
実
施
に
よ
り
中
川
運

河
近
傍
の
名
古
屋
中
央
断
面
に
お
け
る
国
道
二
三
号
の
交

通
量
は
、
約
一
〇
五
、
0
0
0
台
/
日
か
ら
約
六
三
、
0

0
0
台
/
日
へ
と
約
四
二
、
0
0
0
台
/
日

(四
0
%
)

減
少
し
た
。

ま
た
、
こ
の
う
ち
大
型
車
交
通
量
は
、
約
四
六
、
0
0

0
台
/
日
か
ら
約
二
九
、
0
0
0
台
/
日
へ
と
約

一
七
、

0
0
0
台
/
日

(約
三
七
%
)
減
少
し
た
。

な
お
、
国
道
二
三
号
利
用
交
通
量
の
う
ち
、
名
古
屋
市

ど
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
車
や
最
新
規
制
適
合
車
等
へ

を
通
過
す
る
交
通
量
は
、
約
一
九
、
0
0
0
台
/
日

(う

の
転

を
図
る
。

ち
大
型
車
約
一
二
、
0
0
0
台
/
日
)
程
度
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
。

二

名
古
屋
南
部
地
域
の
道
路
交
通
環
境
改
善
に
向
け

た
取
組

○

目
標

大
気
汚
染
物
質
に
係
る
環
境
基
準
の
速
や
か
な
達
成
を

目
指
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
、

当
該
地
域
の
一
層
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

⑭

道
路
交
通
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組

ア

改
正
後
の
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物

及
び
粒
子
状
物
質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削

減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(以
下
、
｢改
正
自
動

車
鱒
法
｣
と
い
う
。)
に
よ
る
対
策

改
正
自
動
車
鱒
法
案
に
お
い
て
粒
子
状
物
質
を
対

象
に
加
え
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
同
改
正
法
の
制
定

後
、
名
古
屋
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
が
対
策
地
域
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
、
同
法
に
基
づ
き
総
量

削
減
計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
対
策

を
推
進
す
る
。

イ

自
動
車
単
体
対
策

○
車
種
規
制
等

改
正
自
動
車
即
法
に
基
づ
く
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
対

す
る
車
種
規
制
や
自
動
車
使
用
管
理
計
画
の
策
定
な

の
転
換
を
図
る
o

o
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置

(D
P
F
)
の
装

着
促
進

デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
装
着
を
促
進
す

る
た
め
、
使
用
可
能
な
車
種
に
つ
い
て
は
、
公
的
機

関
へ
の
率
先
導
入
や
民
間
事
業
者
に
対
す
る
装
着
に

係
る
助
成
を
行
う
。

○
使
用
過
程
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
対
す
る
指
導
等

名
古
屋
南
部
地
域
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
黒
煙

を
対
象
と
し
た
検
査
等
を
実
施
し
、
規
制
値
を
超
え

る
黒
煙
を
排
出
す
る
な
ど
の
整
備
不
良
車
両
に
対
し

必
要
な
整
備
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
重
油
を
混
和
し

た
粗
悪
軽
油

(い
わ
ゆ
る
不
正
軽
油
)
の
使
用
を
排

除
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
。

ま
た
、
名
古
屋
南
部
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
事
業

者
及
び
通
過
車
両
等
を
対
象
に
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
気

微
粒
子

(D
E
P
)
低
減
に
係
る

｢黒
煙
ク
リ
ー

ン
･
キ
ヤ
ン
ベ
ー
ン
｣
を
実
施
す
る
。

○
過
積
載
車
両
等
の
指
導
･
取
締
り

過
積
載
及
び
特
殊
車
両
通
行
許
可
違
反
に
対
し

て
、
一
層
の
指
導
･
取
締
り
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
国
道
二
三
号
に
お
け
る
違
反
車
両
取
締
り

ス
ペ
ー
ス
の
新
規
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

ウ

低
公
害
な
車
の
普
及

○
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
車
の
普
及
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低
公
害
車
･
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
や
最

新
排
出
ガ
ス
規
制
値
よ
り
大
気
汚
染
物
質
濃
度
が
低

レ
ベ
ル
で
あ
る
低
排
出
ガ
ス
車
等
の
環
境
へ
の
負
荷

の
少
な
い
車
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
者
等

に
対
す
る
導
入
に
係
る
財
政
的
な
支
援
を
行
う
。

低
公
害
車
等
の
普
及
を
図
る
た
め
、
燃
料
供
給
施

設
の
一
層
の
拡
大
に
向
け
た
方
策
を
検
討
し
、
施
設

整
備
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
貨
物
運
送
事
業
者
に
対
し
低
公
害
型
集
配

車
を
当
該
地
域
に
導
入
･
配
置
す
る
よ
う
要
請
す

る
o

0
公
的
機
関
に
お
け
る
低
公
害
車
等
の
率
先
導
入

公
的
機
関
に
お
い
て
低
公
害
車
等
の
導
入
を
率
先

し
て
行
う
こ
と
と
し
、
特
に
名
古
屋
南
部
地
域
を
走

行
す
る
市
バ
ス
、
ご
み
収
集
車
等
に
対
し
て
低
公
害

車
を
重
点
的
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

燃
料
供
給
施
設
の
整
備
を
図
る
。

ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
導
入
に

併
せ
て
低
硫
黄
軽
油
の
率
先
的
導
入
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
軽
質
軽
油
の
導
入
を
図
る
。

工

交
通
流
の
円
滑
化
対
策

○
交
通
量
の
分
散
、
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

[以
下
、
新
設
I
C
、
J
C

雪
名
は
す
べ
て
仮
称
]

①
豊
田
･
四
日
市
間
の
交
通
を
名
古
屋
市
街
部
か
ら

臨
海
部
へ
誘
導
す
る
道
路
整
備

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
に
つ
い
て
、
供
用
中
の
名
古

屋
南
I
C
か
ら
湾
岸
弥
富
I
C
間
に
引
き
続
き
、
以

下
の
区
間
の
整
備
を
推
進
し
、
国
道
二
三
号
名
古
屋

南
部
地
域
を
通
過
す
る
交
通
流
の
分
散
、
円
滑
化
を

図
る
。

豊
田
J
C
T
~
名
古
屋
南
I
C

(平
成
一
四
年
度
供
用
目
標
)

湾
岸
弥
富
I
C
~
川
越
I
C

(平
成
一
三
年
度
供
用
目
標
)

川
越
I
C
~
四
日
市
J
C
T

(平
成
一
四
年
度
供
用
目
標
)

②
市
街
部
へ
の
流
入
を
分
散
す
る
道
路
整
備

名
古
屋
南
部
地
域
内
の
交
通
流
の
分
散
、
円
滑

化
を
図
る
以
下
の
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

名
古
屋
環
状
二
号
線

上
社
J
C
T
~
高
針
J
C
T

(平
成
一
四
年
度
供
用
目
標
)

高
針
J
C
T
~
名
古
屋
南
I
C

(平
成
一
五
~
一
九
年
度
の
期
間
内
概
成
)

国
道
三
〇
二
号

(全
線
平
成
一
五
~
一
九
年
度
の
期
間
内
概
成
)

名
古
屋
高
速
道
路

高
速
百
万
、
二
号

(全
線
平
成
一
四
年
度
供
用
目
標
)

高
速
三
号

(全
線
平
成
一
五
~
一
九
年
度
の
期
間
内
供
用

目
標
)

○
交
通
流
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
た
め
の
道
路
整
備

国
道
二
三
号
周
辺
の
幹
線
道
路
の
交
通
流
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
国
道
一
号
の
交
差
点
立
体
化
を
は

じ
め
と
す
る
交
差
点
改
良
や
、
道
路
と
鉄
道
と
の
立

体
交
差
化
を
推
進
す
る
。

○
交
通
安
全
施
設
等
の
高
度
化

交
通
管
制
エ
リ
ア
の
拡
大
を
推
進
し
、
信
号
機
の

集
中
制
御
化
の
拡
充
を
図
る
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
情
報
提
供
の
強
化

交
通
流
の
分
散
･
円
滑
化
を
促
進
す
る
た
め
、
情

報
板
の
順
次
整
備
や
V
I
C
s

(道
路
交
通
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
)
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
順
次
拡
大
を

図
る
。

オ

国
道
二
三
号
等
の
交
通
量
低
減
の
た
め
の
施
策

○
国
道
二
三
号
等
の
交
通
流
の
分
散
策

国
道
二
三
号
等
の
交
通
量
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、

料
金
調
整
を
含
め
た
交
通
流
の
分
散
策
に
つ
い
て
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、

他
の
一
般
道
路
へ
の
影
響
、
施
策
実
施
の
た
め
の
負

担
の
あ
り
方
等
を
検
討
し
、
具
体
的
な
方
針
を
取
り

ま
と
め
る
。

○
事
業
者
等
へ
の
迂
回
要
請

貨
物
運
送
事
業
者
、
荷
主
、
バ
ス
事
業
者
等
に
、

国
道
二
三
号
か
ら
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
等
へ
の
迂
回

運
送
の
要
請
を
行
う
。

4 6 道行セ 2001,4



○
公
共
交
通
機
関
の
整
備
･
利
用
促
進

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
地
下

鉄
や
西
名
古
屋
港
線
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
や
交
通
結
節
点

の
整
備
等
を
図
る
。

0
地
下
鉄
四
号
線
の
整
備

(砂
田
橋
~
名
古
屋
大
学
平
成
一
五
年
度
供
用
目
標
)

(名
古
屋
大
学
~
新
瑞
橋
平
成
一
六
年
度
供
用
目
標
)

o
西
名
古
屋
港
線
の
整
備

(平
成
一
六
年
度
供
用
目
標
)

○
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
の
推
進

名
古
屋
都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
の
策
定
等

に
よ
り
、
交
通
シ
ス
テ
ム
全
般
に
わ
た
る
自
動
車
交

通
量
の
調
整
･
抑
制
に
よ
る
交
通
流
の
円
滑
化
を
図

る
o同

計
画
の
策
定
に
関
し
、
地
域
に
お
け
る
自
動
車

交
通
の
調
整
、
事
業
者
に
よ
る
環
境
負
荷
の
少
な
い

自
動
車
や
D
P
F
装
着
と
併
せ
た
低
硫
黄
軽
油
の
導

入
等
を
実
施
す
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
証
実

験
も
活
用
す
る
。

○
物
流
対
策
の
推
進

中
部
地
方
総
合
物
流
施
策
推
進
会
議
に
お
け
る
自

動
車
交
通
量
の
削
減
に
繋
が
る
物
流
の
効
率
化
に
係

る
取
組
を
一
層
推
進
す
る
。

ま
た
、
都
市
内
物
流
の
効
率
化
等
を
目
指
す
物
流

施
策
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
改
正
自
動
車
鰻
法
に
基
づ
き
、
一
定
規
模

大
気
環
境
に
関
す
る
常
時
観
測
局
の
測
定
結
果
に
つ

以
上
の
事
業
者
に
対
す
る
自
動
車
使
用
管
理
計
画
の

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報
提
供
す
る

策
定
な
ど
に
よ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
物
流
の
効
率

化
等
に
係
る
事
業
者
指
導
を
行
う
。

力

道
路
構
造
対
策

○
環
境
施
設
帯
の
設
置

国
道
二
三
号
名
古
屋
南
部
地
域
の
沿
道
の
住
居
地

域
に
つ
い
て
、環
境
施
設
帯
の
必
要
な
区
域
を
定
め
、

平
成
一
三
年
度
よ
り
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
順
次
、
土

地
を
取
得
し
、
環
境
施
設
帯
の
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
築
地
口
I
C
周
辺
に
お
い
て
、
名
古
屋
市

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
平
成
一
三
年
度
よ
り

パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト

(P
I
)
方
式
を

導
入
し
、
環
境
施
設
帯
の
モ
デ
ル
整
備
に
つ
い
て
取

り
組
む
。

キ

常
時
観
測
局
の
設
置
等

○
大
気
環
境
に
関
す
る
常
時
観
測
局
の
設
置

道
路
環
境
政
策
の
企
画
立
案
や
そ
の
評
価
の
た

め
、
道
路
管
理
者
が
国
道
二
三
号
沿
道
に
大
気
環
境

に
関
す
る
常
時
観
測
局
を
五
局
設
置
す
る
。
(平
成

一
二
~
一
三
年
度
)

ま
た
、
国
道
一
号
に
も
常
時
観
測
局
を
一
局
設
置

す
る
。
(平
成
一
三
年
度
)

○
大
気
環
境
に
関
す
る
常
時
観
測
局
の
測
定
結
果
の

公
表

各
機
関
で
設
置
あ
る
い
は
設
置
を
予
定
し
て
い
る

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報
提
供
す
る
と

と
も
に
、
測
定
結
果
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
道
路
上

の
情
報
板
で
も
情
報
提
供
す
る
。

ク

科
学
的
知
見
の
充
実

○
窒
素
酸
化
物
や
浮
遊
粒
子
状
物
質
対
策
検
討
の
た

め
の
実
態
調
査

効
果
的
な
窒
素
酸
化
物
対
策
、
浮
遊
粒
子
状
物
質

対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
愛
知
県
内
の
大
気
汚
染
物

質
の
発
生
源
別
寄
与
割
合
、
自
動
車
対
策
の
効
果
把

握
な
ど
の
各
種
調
査
を
実
施
す
る
。

○
健
康
調
査

環
境
保
健
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
調
査
を
名
古
屋
市
南

区
及
び
東
海
市
に
お
い
て
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
同
様
の
調
査
を
名
古
屋
市
港
区
に
お
い
て
実

施
す
る
。

ま
た
、
P
M
笏
と
健
康
影
響
と
の
関
連
性
を
検
討

す
る
た
め
の
健
康
調
査
を
名
古
屋
市
緑
区
に
お
い
て

実
施
す
る
。

ケ

啓
発
･
環
境
教
育
の
徹
底

○
自
動
車
の
適
正
利
用

客
待
ち
や
積
卸
し
な
ど
の
た
め
、
継
続
的
に
停
止

す
る
際
に
お
け
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
･
ス
ト
ッ
プ
や
急

発
進
･
急
加
速
の
抑
制
な
ど
の
適
正
運
転
の
励
行
に

係
る
広
報
･
啓
発
活
動
等
を
行
う
。

○
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
車
の
展
示
･
情
報
提
供
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低
公
害
車
や
低
排
出
ガ
ス
車
の
展
示
･
試
乗
会
な

と
と
も
に
、
軽
油
中
の
硫
黄
分
の
規
制
を
平
成
一
六

ど
を
通
じ
･

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
車
の
広
報
活

年
末
ま
で
に
五
o
脚
に
強
化
す
る
た
め
、
所
要
の
手

動
を
展
開
す
る
。

続
き
を
進
め
る
。
な
お
、
所
長
期
規
制
直
は
平
成
一

〇
県
民
、
事
業
者
、
行
政
が
連
携
し
た
自
動
車
対
策

の
推
進

県
民
･
事
業
者
等
に
お
け
る
環
境
に
や
さ
し
い
適

正
運
転
に
係
る
ル
ー
ル
や
事
業
者
等
に
お
け
る
天
然

ガ
ス
自
動
車
等
の
低
公
害
車
の
転
換
方
針
の
策
定
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
べ
き

｢あ
い
ち
自
動
車

利
用
ル
ー
ル
｣
(仮
称
)
を
策
定
し
、
県
民
、
事
業

者
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
も
と
で
よ
り

効
果
的
に
自
動
車
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

③

効
果
等
の
把
握

こ
れ
ら
の
各
種
施
策
に
つ
い
て
は
、
進
捗
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
大
気
汚
染
物
質
の
測
定
結
果
や
交
通
量

等
か
ら
施
策
効
果
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
各
種
施
策
の

見
直
し
等
を
図
る
。

　

　
　　

　
　

　
　

○

自
動
車
単
体
対
策

○
新
長
期
規
制
の
前
倒
し
実
施

中
央
環
境
審
議
会

｢今
後
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
低

減
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

(第
四
次
答
申
)｣
(平

成
三

年
三

月
一
日
)
を
踏
ま
え
、
平
成
一
九
年

頃
を
目
途
と
さ
れ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
新
長
期

規
制
を
前
倒
し
し
て
平
成
一
七
年
ま
で
に
実
施
す
る

続
き
を
進
め
る
。
な
お
、
新
長
期
規
制
値
は
平
成
一

三
年
度
末
を
目
途
に
決
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
排
気
粒
子
リ
ス
ク
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、

粒
子
状
物
質
に
つ
い
て
は
新
短
期
規
制

(平
成
一
四

年
か
ら
平
成
一
六
年
に
か
け
て
現
行
か
ら
約
三
割
削

減
)
の
二
分
の
一
程
度
と
さ
れ
た
規
制
値
を
更
に
低

減
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
も
、

第
四
次
答
申
を
踏
ま
え
、
平
成
一
六
年
と
さ
れ
た
規

制
を
前
倒
し
し
て
平
成
一
五
年
ま
で
に
実
施
す
る
た

め
、
所
要
の
手
続
き
を
進
め
る
。

○
自
動
車
業
界
、
石
油
業
界
に
お
け
る
対
応
の
促
進

自
動
車
業
界
及
び
石
油
業
界
に
よ
る
自
主
的
な
粒

子
状
物
質
低
減
対
策
の
早
期
着
手
に
向
け
た
取
組
が

円
滑
に
実
施
さ
れ
、
今
後
ユ
ー
ザ
ー
等
の
関
係
者
の

負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
所
要
の
支
援
策
を
検

討
す
る
。

○
低
硫
黄
化
さ
れ
た
軽
油
の
供
給
の
促
進

低
硫
黄
軽
油
の
供
給
体
制
を
早
期
に
確
立
す
る
た

め
、
石
油
精
製
会
社
の
低
硫
黄
軽
油
製
造
設
備
の
導

入
に
対
し
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
利
子
補
給
事
業
を

創
設
す
る
。

○
最
新
規
制
適
合
車
へ
の
転
換
促
進

最
新
規
制
適
合
車
へ
の
転
換
促
進
の
た
め
の
自
動

車
取
得
税
の
軽
減
措
置
を
行
う
。

○
使
用
過
程
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
排
出
ガ
ス
対
策
の
推
進

関
係
省
庁
が
連
携
し
て
平
成
三
一年
三
月
に
開
始

し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
対
策
技
術
評
価
検
討
会
を
通
じ

て
、
使
用
過
程
車
排
出
ガ
ス
低
減
を
図
る
た
め
、
そ

の
対
策
技
術
に
つ
い
て
の
適
用
可
能
性
、
効
果
等
の

検
討
を
進
め
、
平
成
三
一年
七
月
に
中
間
と
り
ま
と

め
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

微
粒
子
除
去
装
置
の
耐
久
性
の
評
価
等
を
加
え
、
早

期
に
最
終
と
り
ま
と
め
を
行
う
。

こ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
使
用
過
程
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
に
関
し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
に

対
す
る
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
低
公
害
な
車

両
の
積
極
的
な
普
及
拡
大
の
た
め
の
総
合
的
な
対
策

の
検
討
を
行
う
。

ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
対
す
る
黒
煙
を
対
象
と

し
た
立
入
検
査
等
を
実
施
し
、
規
制
値
を
超
え
る
黒

煙
を
排
出
す
る
な
ど
の
整
備
不
良
車
両
に
対
し
必
要

な
整
備
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
重
油
を
混
和
し
た
粗

悪
軽
油

(い
わ
ゆ
る
不
正
軽
油
)
の
使
用
を
排
除
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
。

○
技
術
開
発
の
促
進

現
在
、
自
動
車
業
界
及
び
石
油
業
界
が
推
進
し
て

い
る
排
出
ガ
ス
改
善
の
た
め
の
自
動
車
技
術
及
び
燃

料
技
術
に
関
す
る
共
同
研
究

(J
C
A
P
讐
D□
き

o
宿
営

P
R

中
o鱒
D目
)
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
助
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成
を
行
う
と
と
も
に
、
特
に
粒
子
状
物
質
低
減
対
策

に
関
す
る
集
中
的
検
討
を
実
施
す
る
。

⑭

交
通
流
対
策
、
道
路
構
造
対
策
等

○
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

既
存
の
幹
線
道
路
に
集
中
す
る
自
動
車
交
通
を
分

散
し
、
円
滑
な
広
域
的
交
通
流
を
実
現
す
る
た
め
、

環
状
道
路
･
バ
イ
パ
ス
な
ど
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
図
る
。

○
交
差
点
立
体
化
等
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策

渋
滞
を
解
消
し
て
円
滑
な
交
通
流
を
実
現
す
る
た

め
、
交
差
点
の
立
体
化
、
交
差
点
の
改
良
や
道
路
と

鉄
道
と
の
連
続
立
体
交
差
化
な
ど
を
進
め
る
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
の
推
進

交
通
情
報
収
集
･
提
供
装
置
の
整
備
充
実
を
推
進

す
る
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
情
報
提
供
の
充
実
を

図
る
。
ま
た
、
V
I
C
S
の
整
備
を
推
進
す
る
。

○
交
通
安
全
施
設
等
の
高
度
化

新
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
等
交
通
安
全
施
設
等
の
効

果
測
定
を
行
い
、
そ
の
更
な
る
高
度
化
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
積
極
的
に
そ
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
自

動
車
交
通
流
対
策
を
更
に
推
進
す
る
。

O
E
T
C
の
推
進

料
金
所
の
渋
滞
を
解
消
･
緩
和
す
る
た
め
、
一
般

利
用
者
を
対
象
と
し
た
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自

動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)
に
つ
い
て
、
平
成
一
四

年
度
末
ま
で
に
全
国
の
主
要
料
金
所
に
整
備
す
る
な

ど
、
一
層
の
推
進
を
図
る
。

○
沿
道
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
道
路
構
造
対

策環
境
施
設
帯
の
整
備
な
ど
道
路
構
造
対
策
を
実
施

す
る
。

◎

交
通
需
要
の
調
整

○
物
流
効
率
化
の
促
進

共
同
輸
配
送
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

物
流
事
業
者
間
の
連
携
に
よ
る
共
同
輸
配
送
モ

デ
ル
事
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
関
係

省
庁
が
そ
の
取
組
を
支
援
す
る
。

･
物
流
情
報
プ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発

ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
効
率
向
上
、
物
流
の
共
同
化

を
促
進
す
る
た
め
、
荷
物
情
報
と
空
車
情
報
を
集

積
･
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

｢物
流
情
報
プ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
｣
の
開
発
を
進
め
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
事

業
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
空
荷
･
低
積
載
ト
ラ

ッ
ク
の
走
行
台
数
の
合
理
化
に
よ
る
排
出
ガ
ス
抑

制
等
を
図
る
。

○
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
の
た
め
、
鉄
道
等
の

整
備
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
バ

ス
専
用
レ
ー
ン
の
拡
充
等
を
図
る
と
と
も
に
、
駅
周

辺
の
乗
り
継
ぎ
の
改
善
の
た
め
、
駅
前
広
場
、
歩
道
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
、
自
転
車
駐
車
場
な

ど
交
通
結
節
点
の
整
備
を
図
る
。

0
そ
の
他
交
通
需
要
の
調
整
の
た
め
の
施
策

上
記
に
加
え
、
総
合
的
な
渋
滞
対
策
の
た
め
、
都

市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
の
策
定
等
に
よ
り
、
パ

ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
、
時
差
通
勤
な
ど
都
市
内
交
通

を
適
切
に
調
節
す
る
施
策
を
実
施
す
る
。

同
計
画
の
策
定
に
関
し
、
地
域
に
お
け
る
自
動
車

交
通
の
調
整
、
事
業
者
に
よ
る
交
通
事
業
の
改
善
、

環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
や
D
P
F
装
着
と
併
せ

た
低
硫
黄
軽
油
の
導
入
等
を
実
施
す
る
交
通
需
要
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
実
証
実
験
の
成
果
も
活
用
す
る
。

の

低
公
害
な
車
両
の
普
及
拡
大
、
及
び
そ
の
た
め
に

必
要
な
関
連
施
策
、
支
援
策

○
低
排
出
ガ
ス
車
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
低
公
害

車
･
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
に
対
す
る
支

援
等
に
よ
る
低
公
害
な
車
両
の
普
及
拡
大

｢低
排
出
ガ
ス
車
認
定
制
度
｣
に
よ
る
認
定
結
果

を
広
く
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

の
低
排
出
ガ
ス
車
の
選
択
を
よ
り
容
易
と
し
、
低
排

出
ガ
ス
車
の
普
及
促
進
を
図
る
。

低
公
害
車
･
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
率

先
導
入
、
低
公
害
車
･
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

車
及
び
燃
料
供
給
施
設
に
対
す
る
支
援
措
置
を
講
じ

て
い
く
と
と
も
に
、
技
術
開
発
の
促
進
を
含
め
た
所

要
の
支
援
策
を
始
め
と
す
る
低
公
害
車
･
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
一
層
の
普
及
拡
大
の
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
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○
グ
リ
ー
ン
化
税
制
の
推
進

自
動
車
税
に
つ
い
て
、
排
出
ガ
ス
及
び
燃
費
性

能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車
は
そ
の

排
出
ガ
ス
性
能
に
応
じ
税
率
を
軽
減
し
、
新
車
新

規
登
録
か
ら
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の

大
き
い
自
動
車
は
税
率
を
重
く
す
る
特
例
措
置

(い
わ
ゆ
る

｢自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
｣)
を
講

ず
る
。

ま
た
、
低
公
害
車
に
係
る
自
動
車
取
得
税
の
税

率
の
特
例
措
置
を
継
続
す
る
。

◎

改
正
自
動
車
齢
法
に
よ
る
対
策

○
自
動
車
雨
対
策
等
の
充
実
･
強
化

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
、
粒
子

状
物
質
対
策
の
充
実
･
強
化
を
図
る
た
め
、
対
象

物
質
へ
の
粒
子
状
物
質
の
追
加
、
事
業
者
指
導
の

強
化
等
を
改
正
の
柱
と
す
る
改
正
自
動
車
鯰
法
を

第
一
五
一
回
通
常
国
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
本
法
の
成
立
を
受
け
、
新
た
に
粒
子

状
物
質
に
関
す
る
車
種
規
制
を
導
入
す
る
な
ど
の

車
種
規
制
の
強
化
、
一
定
の
規
模
以
上
の
事
業
者

に
対
す
る
窒
素
酸
化
物
等
の
排
出
抑
制
に
係
る
計

画
策
定
の
義
務
づ
け
等
の
事
業
者
指
導
の
強
化
な

ど
を
行
う
o

⑩

科
学
的
知
見
の
充
実

o
p
M
芻
及
び
成
分
の
測
定
評
価
手
法
の
確
立

平
成

一
二
年
度
か
ら
は
、
微
小
粒
子
状
物
質

(P
M
芻
)
の
成
分
に
着
目
し
た
測
定

･
評
価
手

露
影
響
調
査
検
討
会
｣
を
設
置
し
、
検
討
し
た
調

法
の
確
立
を
目
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
る

(平
成

査
計
画
に
基
づ
き
全
国
の
代
表
的
地
点
で
の
疫
学

一
二
~
一
四
年
度
)。

な
お
、
国
設
尼
崎
測
定
局

(
一
般
環
境
大
気
測

定
局
)
等
に
お
い
て
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
測
定

と
併
せ
て
p
M
笏
の
測
定
を
行
っ
て
い
る
o

o
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
気
粒
子
リ
ス
ク
評
価

科
学
的
知
見
の
整
理
を
行
い
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排

気
粒
子
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
し
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
排
気
粒
子
に
係
る
排
出
規
制
、
大
気
環

境
保
全
対
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
｢デ

ィ
ー
ゼ
ル
排
気
微
粒
子
リ
ス
ク
評
価
検
討
会
｣
を

設
置
じ
検
討
を
重
ね
、
平
成
三
一年
九
月
八
日
に

中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
。
中
間
報
告
で
は
、

｢定
量
的
に
健
康
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
に
は
、
さ

ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
｣
で
あ
り
、
｢わ
が
国

に
お
け
る
D
E
P
に
関
す
る
曝
露
評
価
デ
ー
タ
や

健
康
影
響
機
構
の
解
明
を
早
急
に
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
｣
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、

平
成
一
三
年
か
ら
曝
露
評
価
に
着
手
す
る
。

O
P
M
歩
の
曝
露
影
響
調
査

p
M
芻
に
着
目
し
た
疫
学
調
査
、
実
測
調
査
、

動
物
実
験
を
実
施
し
、
P
M
芻
の
健
康
影
響
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討
を
行
い
、
P
M
第
の
環
境
基

準
の
設
定
等
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
｢微
小
粒
子
状
物
質
曝

査
計
画
に
基
づ
き
全
国
の
代
表
的
地
点
で
の
疫
学

調
査
や
実
測
調
査
、
動
物
実
験
を
実
施
す
る

(平

成

=
~
一
五
年
度
)。

○
測
定
関
係

･
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
の
適
正
配
置
に
関
す
る

指
針
の
策
定

平
成
三

年
九
月
に
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る

｢自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
適
正
配
置
検
討
会
｣

を
設
置
し
、
今
後
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
が
小

型
化
す
る
と
い
う
前
提
で
、
道
路
か
ら
の
水
平
距

離
等
を
定
め
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
の
設
置

に
関
す
る
指
針
の
見
直
し
及
び
測
定
局
配
置
の
密

度
に
関
す
る
指
針
の
策
定
を
行
い
、
平
成
一
三
年

度
当
初
に
地
方
自
治
体
に
送
付
す
る
こ
と
と
す

る
。

･
測
定
体
制
の
高
度
化

現
在
米
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
黒
煙
を
多
量
に

排
出
す
る
自
動
車
を
検
知
す
る
装
置
及
び
欧
州
で

検
討
さ
れ
て
い
る
レ
ー
ザ
ー
等
を
用
い
て
広
域
的

に
大
気
汚
染
濃
度
を
測
定
す
る
機
器
等
に
つ
い
て

の
情
報
を
収
集
し
、
測
定
体
制
の
高
度
化
に
資
す

る
こ
と
と
す
る
。

･
大
気
観
測
局
の
増
設

大
気
の
常
時
監
視
及
び
未
規
制
物
質
等
に
つ
い

て
測
定
技
術
の
開
発
･
検
証
を
行
う
た
め
、
国
設
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名古屋南部地域における環境濃度の状況
環境基準

二酸化炭素に係る環境基準の達成状況及び日平均値の年間98% 値
(p p m )

年 度 H 7 H 8 H 9 H 1o H u

測定局 測定主体 達成98%値達成98%値達成9896値達成98%値達成 98%値

* 熱田区役所

八幡中学校

中川保健所
* 港 陽
白水小学校

* 千 竃

瑞陵高校

惟信高校
東海市名和町

東海市横須賀小

名古屋市

名古屋市

名古屋市

名古屋市

名古屋市

名古屋市

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

○

○

0

0

○

○

○

○

0

〇

0ち055

0,054

0.054

0,060

0,056

0 ,055

0.053

0 ,047

0.05 1

0.047

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

0 ,057

0 ,054

0.056

0.063

0,064

0,06 1

0.058

0,051

0 .055

0 ,047

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

0.056

0 .059

0.060

0,064

0.064

0.057

0,059

0 .053

0.056

0 .051

0

0

○

○

×

○

○

○

○

○

0.054

0 .053

0,056

0,057

0,06 1

0,056

0,055

0.049

0 .053

0 ,051

○

○

○

0

0

○

○

○

○

〇

0,049

0.050

0,052

0.056

0 ,056

0.052

0,048

0,043

0.049

0.046

自
動
車
交
通
環
境
測
定
所
を
設
置
す
る
。

直
轄
国
道
の
道
路
管
理
者
に
お
い
て
、
沿
道
環

測
局
を
設
置
す
る
。

　 　　 　
環境基準達成率(5ヵ年平均) 88% 局 の

注 1 環境基準 : 1時間値の 1日平均値がo.o4pp m からo,o6pp m までのゾーン内又はそれ以下である。
を 特

2 *印の測定値励ま、自動車排気ガス測定局を表す。
設 に

　 　　　　　　　　 　　　　　　　 　 　　　 　　
る い
。畿

　
轡 熱田保健所 笑
★ 人幡中学校 滲÷◎- 中川保健所 常
せB三 * 瀋 陽 時
二云を- 白水小学校 観
-栄一 瑞陵高校
→← 惟信高校
- e - 宝小学校
- - 東海市名和町
呻か- 東海市横須賀小

浮
遊
粒
子
状
物
質
の
濃
度
(
唯
/
証
)

0 ,16

0 ･14 -“‐- -▲‐… …‐ -‐- - - - - - - - -‐ ‐… … - -‐- - - -“““- . - -

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　0 ,08 ･ -‐‐- - ･ ･ - - - - ･ - - -‐-‐- - - - -‐"… - ･ ･◆- - - - - - - - - - -

H 7 H 8 H 9 H 1O H 11

年度

浮遊粒子状物質 (日平均値2 % 除外値) の経年変化
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静
岡
県
⑭
『週
睡
"
整
備
に
関
す
る
ブ
□
グ
ラ
ム
』

真
に
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
個
性
輝
く
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

静
岡
県
土
木
部
道
路
企
画
室

一

静
岡
県
の
概
要

静
岡
県
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
関
東
と
関
西
地
方
を
結

ぶ
東
海
道
の
要
所
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、

東
海
道
新
幹
線
や
東
名
高
速
道
路
な
ど
我
が
国
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
動
脈
と
し
、
交
通
の
要
所
と
し
て
の
地

位
を
保
っ
て
い
ま
す
。

静
岡
県
の
総
面
積
は
約
七
、
七
人
九
船
で
全
国
土
の
約

二
･
一
%
を
占
め
、
人
口
は
約
三
七
四
万
人
で
全
国
の
約

三
･
○
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
人
口
の
大
部
分
が
静
岡
市

や
浜
松
市
等
の
東
海
道
沿
線
の
都
市
に
集
中
し
、
北
部
山

間
部
や
伊
豆
地
域
で
は
、
過
疎
化
･
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
気
候
は
北
部
山
岳
地
帯
を
除
け
ば
、
全
般
に
夏

に
雨
が
多
く
冬
に
少
な
い
太
平
洋
側
特
有
の
温
暖
で
過
ご

し
や
す
い
気
候
で
す
。

ま
た
、
静
岡
県
は
、
季
節
ご
と
に
風
情
の
あ
る
霊
峰
富

士
や
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
や
名
湯
の
あ
る
伊
豆
地
域
を

含
む
富
士
箱
根
伊
豆
と
南
ア
ル
プ
ス
の
二
つ
の
国
立
公
園

を
抱
え
る
全
国
屈
指
の
観
光
県
で
も
あ
り
ま
す
。

由比町より、東名高速道路 ･国道 l号を望む

三

静
岡
県
の
道
路
整
備
の
役
割

①

将
来
に
向
け
経
済
社
会
の
活
性
化
の
た
め
、
増
加

す
る
交
通
需
要
に
対
応
し
、
愛
知
、
神
奈
川
、
山
梨

県
な
ど
と
の
経
済
･
文
化
の
交
流
を
円
滑
化
す
る
。

本
県
の
産
業
経
済
の
成
長
と
県
民
生
活
向
上
に
伴

い
、
自
動
車
交
通
は
、
戸
口
性
と
随
時
性
に
よ
り
増

加
し
、
余
暇
活
動
の
活
発
化
や
女
性
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
増
加
、物
流
面
の
小
口
･
高
頻
度
化
に
よ
り
、

更
に
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
増
加
す
る
交
通
需
要

4

に
対
応
し
、
広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
り
、

m

新
規
産
業
の
立
地
や
既
存
の
産
業
の
生
産
力
を
拡
大

セ行

及
び
地
域
活
性
化
を
促
進
し
、
広
域
的
な
経
済
･
文

道

化
の
交
流
を
図
る
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要

で
す
。

"
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成
員

平
成
鞘

平
成
9

平
成
8

平
成
7

平
成
6

平
成
5

静岡県の自動車台数の推移

平
成
4

平
成
3

平
成
2

台
数

(千
台
)

則

000

900

就

働

600

500

②

北
遠
地
域
の
山
村
部
、
南
伊
豆
地
域
の
半
島
部
な

ど
過
疎
化
の
進
行
す
る
地
域
と
都
市
部
の
交
流
を
促

進
し
、
地
域
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
。

本
県
の
北
遠
地
域
の
山
村
部
や
南
伊
豆
地
域
の
半

島
部
で
は
、
人
口
流
失
に
よ
る
過
疎
や
高
齢
化
問
題

が
顕
在
化
し
、
一
次
産
業
の
後
継
者
不
足
等
の
問
題

に
直
面
し
て
お
り
、
従
来
の
一
次
産
品
供
給
の
場
に

加
え
、
近
年
需
要
の
高
ま
る
自
然
に
親
し
む
リ
ゾ
ー

ト
保
養
の
場
と
い
っ
た
地
域
の
新
し
い
産
業
振
興
施

策
の
展
開
の
た
め
に
も
、
地
方
部
と
都
市
部
も
し
く

は
地
域
相
互
の
交
流
を
促
進
す
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

極
的
な
取
組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の

ク
が
必
要
で
す
。

発

の
亥
と
な
り
幾
皀

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
'
＼

　　　

発
展
の
核
と
な
り
機
能
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

5

て
も
道
路
の
整
備
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を

4

担
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

200道ネテセ 2001,4

ー
ク
が
必
要
で
す
。

③

県
内
で
計
画
･
整
備
中
の
静
岡
空
港
、
小
笠
山
総

合
運
動
公
園
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

す
る
。

現
在
、
県
内
で
は
静
岡
県
新
世
紀
創
造
計
画
に
基

づ
き
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
各
種
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
具
体
化
に
む
け
積 静岡県地域区分図

　　
　
こ
ぎ

静 予想図



④

静
岡
、
浜
松
な
ど
の
市
街
地
と
天
竜
川
、
大
井
川

役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の

な
ど
の
大
河
川
橋
梁
部
の
交
通
混
雑
に
対
応
し
、
快

都
市
で
は
、広
域
交
通
と
域
内
交
通
の
輻
輳
に
よ
り
、

適
な
都
市
空
間
形
成
を
促
進
し
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
図
る
。

静
岡
市
、
浜
松
市
な
ど
の
本
県
の
主
要
都
市
は
、

人
口
、
産
業
を
集
積
し
、
今
後
の
本
県
を
牽
引
す
る

藝
翁~‘~大井

川,
天
竜
川

静岡県の 5 大河川断面の交通量 (上段 :上り 下段 :下り)

/
‐

-~は

県

′
を
~

　

　
　

都
市
で
は
、広
域
交
通
と
域
内
交
通
の
輻
輳
に
よ
り
、

交
通
渋
滞
、
事
故
、
沿
道
環
境
悪
化
な
ど
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
天
竜
川
、
大
井
川
、
安
倍
川
、

富
士
川
な
ど
の
大
河
川
橋
梁
部
は
、
交
通
が
集
中
し

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
慢
性
的
に
混
雑
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
快
適
な
都
市
空
間
の
形
成
の
た

め
、
都
市
へ
の
過
度
の
集
中
を
避
け
都
市
機
能
の
分

担
と
連
携
を
強
化
す
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要

で
す
。

⑤

ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、
住
む
人
が
真
の
豊
か
さ

を
感
じ
ら
れ
る
緑
豊
か
で
親
し
み
あ
る
町
づ
く
り
を

図
る
。

今
日
ま
で
急
速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応

す
る
た
め
、
道
路
の
整
備
は
量
的
な
整
備
を
急
ぎ
交

通
効
率
の
向
上
を
第
一
に
目
指
し
た
た
め
、
社
会
空

間
と
し
て
道
路
に
求
め
ら
れ
る
憩
い
の
場
、
こ
ど
も

の
遊
び
場
ま
た
は
、
上
下
水
道
な
ど
公
共
施
設
の
収

容
と
い
っ
た
多
様
な
機
能
の
確
保
が
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
生
活
環
境
に
お

け
る
豊
か
さ
へ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
幹
線
道
路

の
整
備
に
よ
る
渋
滞
解
消
は
も
と
よ
り
ゆ
っ
た
り
と

し
た
空
間
と
緑
豊
か
で
四
季
感
あ
ふ
れ
る
道
路
の
整

備
が
必
要
で
す
。

三

静
岡
県
の
道
路
整
備
の
方
針

1

静
岡
県
の
道
路
整
備
の
長
期
構
想

強
く
･
や
さ
し
く
･
心
地
よ
く

『ふ
じ
の
国
』
の
み
ち
づ
く
り

200

0
将
来
の
交
通
需
要
に
対
応
し
県
土
の
発
展
を
支
え
る
カ

セ行

強
い
道
路
網
を
築
く
と
と
も
に
、
災
害
な
ど
に
強
い
丈

道

夫
な
道
路
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

そ　
　



○
高
齢
者
や
身
障
者
の
方
へ
の
心
配
り
や
外
国
の
方
へ
の

配
慮
な
ど
、
人
に
優
し
い
道
づ
く
り
を
進
め
る
ほ
か
、

環
境
の
保
全
な
ど
地
球
に
優
し
い
道
づ
く
り
、
道
路
情

報
の
提
供
な
ど
わ
か
り
や
す
い
道
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

○
生
活
に
密
着
し
た
道
路
や
、
社
会
空
間
と
し
て
の
道
路

の
整
備
を
進
め
、
日
常
生
活
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

な
道
路
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

国道136号バイパス『修善寺道路』

【静
岡
3
0

(サ
ー
テ
ィ
)
構
想
】

静
岡
県
は
、
県
内
ど
こ
か
ら
で
も
、
高
速
道
路
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
主
要
都
市
へ
三
〇
分
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る
道
路
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2

静
岡
県
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

0
期
間

平
成
一
〇
年
度
~
平
成
一
四
年
度

○
道
路
整
備
の
基
本
方
針

①
全
国
や
世
界
と
行
き
交
う
た
め
の
道
づ
く
り

②
地
域
の
活
力
を
創
造
す
る
道
づ
く
り

③
く
ら
し
の
安
心
と
豊
か
さ
を
支
え
る
道
づ
く
り

④
人
や
自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
道
づ
く
り

堕藷圀平成4年道路網の行動圏域

翔翔翅 H 9年までに拡大された行動圏域
巨壺圏将来道路網により拡大される行動圏域
0 l.C.(J.C.Tを含む)

◎ 地域中心都市

高速道路への30分行動圏域かつ地域中心都市へ30分行動圏

平成4年道路網 平成9年道路網 将来道路網

30分行動圏 2
,
575 k m 2

,
656 k m 4

,
758 k 預

同カバー率 脇鯰 銹鋭 影61

30分行動圏 人肝幻 人52視 に〕〔物

同カバー率 ･ %84 彫85 彫%

静岡30 (サーティ) 構想達成状況

道行セ 2001.4 55



○
計
画
推
進
の
留
意
点

③
効
果
的
、
効
率
的
な
施
策
展
開

四

静
岡
県
の
『道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ

①
役
割
や
性
格
に
応
じ
た
柔
軟
な
道
路
整
備

④
県
民
生
活
の
質
的
向
上
の
支
援

グ
ラ
ム
』

②
計
画
の
透
明
性
確
保
と
住
民
参
加

⑤
地
域
の
発
想
や
創
意
工
夫
の
実
現

公
共
事
業
に
対
す
る
県
民
み
な
さ
ま
の
様
々
な
指
摘
、

批
判
に
応
え
、
従
来
以
上
に
効
率
的
･
効
果
的
な
事
業
実

施
を
す
す
め
る
た
め
、
静
岡
県
で
は
、
事
業
実
施
過
程
の

透
明
化
を
主
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
『静
岡
県
新

b

b

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
』
等
の
道
路
整
備
に
関
す
る
上
位

計
画
を
踏
ま
え
、
比
較
的
大
き
な
事
業
の
着
手
や
完
成
予

定
時
期
な
ど
を
ま
と
め
た
静
岡
県
の

『道
路
の
整
備
に
関

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
策
定
し
公
表
し
ま
し
た
。

-“

⑳
"

⑳　
　

　

著

ワ

o o□□

巍ゞ黛W
,

%

5

鮴

o
対
象
期
間

＼

‘

▲

議ぷい聾{ぬ
氷飢
“

談

竿
劼

と
に
前
期
溺
後
期
に
分
割
し
て
記
載
し
て
い
ま

鮴

県

れ

る
〆

.口

言
□

》

･

翻

す
o

バ

○
対
象
事
業



左
記
の
基
準
で
今
後
実
施
継
続
さ
れ
る
比
較
的
大
規
模

な
事
業
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

①
国
道
･道
路
公
団
事
業

高
速
自
動
車
国
道
は
整
備
計
画
区
間
、
一
般
国
道
は
主

要
事
業

②
補
助
国
道
、
県
道
、
街
路

(県
施
行
)

事
業
費
一
〇
億
円
以
上
ま
た
は
全
体
延
長
一
如
以
上

③
市
町
村
道
･
街
路

(市
町
村
施
行
)

事
業
費
五
億
円
以
上
ま
た
は
全
体
延
長
五
〇
0
m
以
上

の
代
表
的
な
事
業

④
土
地
区
画
整
理

基
本
事
業
費

(街
路
事
業
補
助
相
当
額
)
が
一
〇
億
円

以
上
の
事
業

⑤
市
街
地
再
開
発

す
べ
て
の
補
助
事
業

○
記
載
事
業

○
整
備
目
標

各
対
象
事
業
の
整
備
目
標
を

『新
規
着
手
』
･
『事
業

継
続
』
･
『全
線
完
成
』
等
の
表
現
で
記
載
し
て
い
ま

道路種別 箇所数

高速自動車道 3

直轄国道 "

補助国道 "

主要地方道 64

一般県道 40

市町村道 m

街路 (県) 第

街路 (市) hD

土地区画整理 55

市街地再開発 ワ“

調査箇所 q〉
合 計 263

す
。
さ
ら
に
、
平
成
一
五
年
度
以
降
に
事
業
化
さ
れ
る

可
能
性
の
高
い
大
規
模
な
箇
所
を
調
査
中
と
し
ま
し

た
。
な
お
、
整
備
目
標
は
、
策
定
時
点
の
事
業
実
施
目

標
を
示
し
た
も
の
で
、
財
政
状
況
･
事
業
の
実
施
進
捗

状
況
等
で
、
今
後
適
宜
見
直
す
予
定
で
す
。

○
公
表

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
趣
旨
で
あ
る
P
I

(パ
ブ
リ
ッ

ク

.
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト
)
の
一
環
と
し
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
や
県
内
土
木
事
務
所
に
お
い

て
、
地
域
の
道
路
利
用
者
等
か
ら
道
路
整
備
に
対
す
る

ご
意
見
な
ど
を
頂
く
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

五

お
わ
り
に

現
在
、
財
政
事
情
の
厳
し
い
状
況
の
中
、
コ
ス
ト
縮
減

は
も
と
よ
り
、
透
明
性
確
保
や
住
民
参
加
に
よ
り
一
層
効

果
的

･
効
率
的
な
道
路
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
県
で
は
、
将
来
に
向
け
て
、
真
に
豊
か
で
活
力
に
満
ち

た
個
性
輝
く
社
会
の
実
現
を
目
指
す
道
路
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
静
岡
県
の

『道
路
の
整
備
に

関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
策
定
に
あ
た
り
、
関
係
各
位
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。



こいがた魔線紀行 (前編)

い
よ
い
よ
現
住
地
の
新
潟
の
話
を
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

と
い
っ
て
も
、
現
在
の
新
潟
市
内
に
軌
道
事
業
は

存
在
し
な
い
。
新
潟
県
内
で
唯
一
の
軌
道
事
業
で
あ

っ
た
新
潟
交
通
の
路
面
電
車
は
、
平
成
四
年
に
廃
止

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
の
廃
止
さ
れ

て
し
ま
っ
た
路
面
電
車
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

一

新
潟
へ
の
鉄
路
の
歴
史

東
京
に
居
る
と
新
潟
は
遠
い
北
国
の
よ
う
に
も
思

え
る
が
、
実
際
は
、
新
幹
線
で
二
時
間
で
行
く
こ
と

の
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
関
東
の
一
部
で
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
鉄
道
交
通
の
歴

史
を
測
れ
ば
、

明
治
期
に
お
い
て
新
潟
は
本
当
に

｢遠
い
北
国
｣
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、

関
東
平
野
と
越
後
平
野
の
真
ん
中
に
横
た
わ
る
三
国

山
脈
の
存
在
に
よ
る
た
め
で
あ
る

そ
も
そ
も
明
治
期
の
鉄
道
技
術
で
は
、
こ
の
山
脈

を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
初
、
新
潟
と

東
京
を
結
ぶ
鉄
道
が
計
画
さ
れ
た
時
、
お
雇
い
英
国

人
技
師
ボ
イ
ル
は
、
こ
の
峠
越
え
を
不
可
能
と
判
断

し
、
山
脈
を
西
に
迂
回
す
る
ル
ー
ト
を
選
ん
だ
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、
新
潟
か
ら
長
野
、
碓
氷
峠

(ア
プ
ト
式

鉄
道
)
を
経
て
高
崎
に
至
る
鉄
道
路
線
が
全
通
し
た

の
は
明
治
三
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
新

潟
か
ら
東
京
ま
で
の
所
要
時
間
は
な
ん
と
約
一
七
時

間
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
正
三
年
に
は
三
国
山
脈
を

東
に
迂
回
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
岩
越
線

(現
在
の
磐

越
西
線
)
が
全
通
し
、
新
潟
か
ら
東
京
ま
で
の
所
要

時
間
は
郡
山
経
由
で
約
一
三
時
間
に
短
縮
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
、
東
京
と
新
潟
を
結
ぶ
鉄
道

路
線
は
信
越
線
と
磐
越
線
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
昭
和
六
年
、
三
国
山
脈
を
突
き
抜
け
る
清
水
ト

ン
ネ
ル
が
よ
う
や
く
完
成
す
る
と
上
越
線
が
メ
イ
ン

ル
ー
ト
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
少
し
余
談
に
な
る
が
、
川
端
康
成
の
小
説

｢雪
国
｣
の
有
名
な
冒
頭
部
分

｢国
境
の
長
い
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
。｣
の

｢国
境
の

長
い
ト
ン
ネ
ル
｣
と
は
、
こ
の
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
こ

と
で
あ
る
。

川
端
康
成
が
初
め
て
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
た
の

は
、
昭
和
九
年
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
水
上
の
旅

館
に
泊
ま
っ
て
い
た
川
端
は
、
宿
の
人
に

｢清
水
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
て
向
こ
う
に
行
っ
て
み
る
と
お
も
し

ろ
い
｣
と
勧
め
ら
れ
、
初
め
て
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
通

っ
て
湯
沢
町
を
訪
れ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
清
水
ト

ン
ネ
ル
の
完
成
は
昭
和
六
年
で
あ
る
か
ら
、
当
時
は

ま
だ
こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
珍
し
い
時
期
で
あ
り
、
川
端

が
通
っ
て
み
た
く
な
っ
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

な
お
、
当
時
の
上
越
線
は
単
線
で
あ
っ
た
が
、
戦

後
、
新
清
水
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
て
昭
和
四
二
年
に

桑田 龍太郎



複
線
化
さ
れ
た
た
め
、
｢雪
国
｣
の
清
水
ト
ン
ネ
ル

は
今
で
は
上
り
専
用
に
な
っ
て
お
り
、
雪
国
で
は
な

く
東
京
方
面
に
向
か
う
ト
ン
ネ
ル
な
の
で
あ
る
。

　　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　(廃止線) 路線図 H HHH が廃止された路線)

と
こ
ろ
で
、
｢雪
国
｣
の
主
人
公
が
乗
っ
て
い
た

列
車
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
湯
沢
町
歴
史
民

俗
資
料
館
が
当
時
の
上
越
線
の
時
刻
表
を
展
示
し
て

い
る
の
で
調
べ
て
み
る
と
、
東
京
か
ら
新
潟
方
面
へ

の
列
車
は
一
日
八
本
運
転
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
小
説
で
は
、
こ
の
時
に
主
人
公
が
乗
っ
て
い

た
の
は
湯
沢
駅
の
終
列
車
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の

時
刻
表
に
照
ら
せ
ば
、
列
車
番
号
七
二
七
の
長
岡
行

き
列
車
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
列
車
は
、

上
野
を
午
後
四
時
一
五
分
に
出
発
し
、
越
後
湯
沢
の

到
着
時
刻
は
午
後
九
時
三
七
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
清
水
ト
ン
ネ
ル
開
通
時
は
上
野
か
ら

越
後
湯
沢
ま
で
五
時
間
以
上
、
新
潟
ま
で
な
ら
九
時

間
以
上
か
か
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
信

越
線
や
磐
越
線
経
由
に
比
べ
る
と
大
幅
な
時
間
短
縮

で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
今
日
で
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
東

京
か
ら
新
潟
ま
で
上
越
新
幹
線
で
三
時
間
程
度

合最

速
の
列
車
で
は
一
時
間
四
〇
分
程
度
)
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
時
間
距
離
の
短
縮
は
、
ま
さ
に
自
然
に
挑

む
鉄
道
技
術
の
発
展
の
歴
史
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。二

消
え
た
路
面
電
車

以
上
、
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
前
置
が
長
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
新
潟
の
路
面
電
車
の
話
に
戻

り
た
い
。

最
初
に
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
現
在
の
新
潟
に
軌

道
事
業
は
存
在
し
な
い
。
唯
一
の
軌
道
事
業
で
あ
っ

た
新
潟
交
通
の
路
面
電
車
は
平
成
四
年
に
廃
止
さ
れ

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
は
、
ま
ず
こ
の
路
線
跡
を
辿

る
こ
と
と
す
る
。

私
が
新
潟
に
移
っ
た
の
は
昨
年
の
夏
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
当
然
、
自
分
の
記
憶
に
は
新
潟
の
路
面
電

車
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
路
面
電
車
の
ル
ー
ト

を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
が
、
廃
止
さ
れ
た
路
線
が
ど

こ
を
通
っ
て
い
た
の
か
は
、
当
然
な
が
ら
現
在
の
地

図
で
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
図
書
館
で
平
成

の
初
め
の
頃
の
地
図
を
調
べ
て
み
る
と
、
確
か
に
新

潟
市
街
に
路
面
電
車
の
軌
道
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
た
区
間
は
、
現

在
の
新
潟
市
役
所
の
側
の
白
山
神
社
の
手
前
か
ら
東

関
谷
ま
で
の
約
二
･
六
皿
で
あ
る
。

早
速
、
二
月
の
小
雪
舞
う
天
候
の
中
を
白
山
神
社

前
に
向
か
っ
た
。
白
山
神
社
は
新
潟
市
の
中
心
市
街

地
で
あ
る
古
町
か
ら
一
如
程
度
西
に
行
っ
た
辺
り
に

あ
る
。
付
近
は
市
役
所
等
の
オ
フ
ィ
ス
街
で
あ
り
、

休
日
は
静
か
で
あ
る
。
神
社
の
あ
る
白
山
公
園
の
手

前
は
国
道
一
一
六
号
で
あ
り
、
車
道
に
面
し
て
上
屋

付
き
の
バ
ス
停
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
バ
ス

停
の
後
ろ
は
広
場
が
設
け
ら
れ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
置



白山公園前広場
ここに平成 4年 3月まで白山前駅があった。

か
れ
て
い
る
。

こ
の
辺
り
だ
け
広
い
空
間
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
に
か
つ
て
電
車
の
駅
舎
が
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
広
場
の
横
の
神
社
の
壁
際
に
案
内
板

ら
し
き
も
の
が
あ
る
の
で
近
寄
っ
て
見
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
新
潟
の
昔
の
街
並
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
、
こ
の
広
場
に
駅
舎
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
当

時
の
写
真
付
き
で
示
さ
れ
て
あ
っ
た
。

平
成
四
年
ま
で
こ
の
白
山
神
社
前
に
は
｢白
山
前
｣

と
い
う
駅
が
あ
り
、
路
面
電
車
の
始
発
駅
と
な
っ
て

い
た
。
こ
の
駅
は
、
昭
和
六
〇
年
ま
で
は
県
庁
前
と

い
う
駅
名
で
あ
っ
た
が
、
県
庁
の
移
転
に
伴
い
改
称

さ
れ
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
昔
の
写
真
を
見
る
と

乗
降
場
の
後
ろ
に
立
派
な
駅
舎
が
あ
る
が
、
今
は
、

先
ほ
ど
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
か

つ
て
の
栄
華
は
わ
か
ら
な
い
。

さ
て
、
白
山
前
駅
の
跡
は
判
明
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
次
に
以
前
の
軌
道
敷
の
跡
を
辿
っ
て
み
る
こ
と

に
し
た
。
白
山
前
駅
の
跡
地
に
は
、
バ
ス
停
が
設
置

さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
当
然
、
バ
ス
路
線
が
あ

る
わ
け
で
あ
る
。
か
つ
て
路
面
電
車
が
通
っ
て
い
た

道
路
を
走
る
バ
ス
路
線
が
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
が
、

次
の
バ
ス
が
来
る
に
は
間
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
か

つ
て
の
軌
道
敷
に
沿
っ
て
歩
く
こ
と
に
し
た
。

と
い
っ
て
も
、
道
路
上
に
軌
道
敷
の
跡
が
残
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
平
成
初
頭
の
地
図

を
手
掛
か
り
に
歩
き
始
め
た
。

白
山
前
の
バ
ス
停

(市
役
所
前
)
か
ら
西
に
向
か

っ
て
、
市
役
所
の
本
館
と
分
館
の
間
の
幅
広
の
道
路

(国
道
三

六
号
)
に
沿
っ
て
歩
い
て
い
く
。
か
つ

て
路
面
電
車
の
軌
道
が
こ
の
道
路
を
通
っ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
が
、
市
役
所
の
分
館
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で

い
き
な
り
交
差
点
に
ぶ
つ
か
る
。
国
道
は
こ
こ
か
ら

右
に
折
れ
る
の
だ
が
、
路
面
電
車
は
直
進
し
、
白
山

浦
の
県
道
を
通
っ
て
い
た
。

か
つ
て
電
車
の
通
っ
て
い
た
こ
の
道
路
は
、
小
さ

な
商
店
等
の
立
ち
並
ぶ
狭
い
通
り
で
あ
る
。
現
在
で

さ
え
二
車
線
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
路
面
電
車
の
軌

道
が
あ
っ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
し
か
し
、
実
際
、

こ
の
通
り
を
電
車
が
走
っ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ

る
。
こ
の
白
山
前

(以
前
の

｢県
庁
前
｣)
か
ら
東

関
屋
ま
で
の
軌
道
区
間
が
開
業
し
た
の
は
昭
和
八
年

七
月
の
こ
と
で
あ
り
、
以
来
、
平
成
四
年
三
月
ま
で

の
半
世
紀
以
上
の
間
、
電
車
が
こ
の
狭
い
通
り
を
走

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
道
路
が
狭
い
と
い

う
の
は
、
や
は
り
路
面
電
車
を
走
ら
せ
る
上
で
は
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
開
業

の
際
に
地
元
住
民
か
ら
反
対
が
強
か
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
地
元
か
ら
の
廃
止
要
望
が
路
線
廃

止
に
結
び
付
い
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど

沿
線
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
た
電
車
も
あ
わ
れ
で
あ
る
。

さ
て
、
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
再
び
小
雪
が
舞

い
始
め
た
。
や
は
り
、
二
月
の
新
潟
は
と
て
も
寒
い
。

い
さ
さ
か
歩
く
の
が
面
倒
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
バ
ス

停

(白
山
浦
一
丁
目
)
に
出
く
わ
し
た
。
丁
度
、
関

屋
方
面
へ
の
バ
ス
が
来
る
と
こ
ろ
の
よ
う
な
の
で
、

こ
こ
で
バ
ス
に
乗
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
バ
ス
停
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
以
前
こ

こ
に
路
面
電
車
の
停
留
場
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
昔

の
地
図
を
見
て
み
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
気
が
付
い

た
。
白
山
前
か
ら
東
関
屋
の
間
の
こ
の
通
り
に
は
停

留
場
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
白
山
浦

の
沿
線
の
人
々
に
と
っ
て
み
る
と
、
家
の
近
く
か
ら
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電
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
り
、
電
車

は
頌
し
い
だ
け
で
、
自
動
車
交
通
の
妨
げ
に
も
な
る

厄
介
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
こ
れ

で
は
廃
止
に
な
っ
た
の
も
致
し
方
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

た
だ
し
、
現
在
の
よ
う
に
T
D
M
施
策
の
一
環
と

し
て

｢路
面
電
車
の
復
権
｣
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
と
、
路
面
電
車
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
は
、
な
ん
と
も
惜
し
い
気
が
す
る
。
電
停
を
増

設
し
て
利
便
性
を
高
め
る
と
か
、
自
動
車
の
通
行
を

禁
止
し
て
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
す
る
等
の
大
胆

な
手
法
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
華
や
か
な
り

し
時
期
に
は
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

が
、
現
在
で
あ
れ
ば
検
討
に
値
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
電
車
の
起
終
点
が
白
山
前
と
い

う
中
途
半
端
な
場
所
で
な
く
、
新
潟
駅
ま
で
乗
り
入

れ
て
J
R
と
接
続
し
て
い
れ
ば
利
用
者
数
も
大
幅
に

増
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
新
潟
交
通
の
前
身

で
あ
る
新
潟
電
鉄
は
、
新
潟
の
名
所
で
あ
る
万
代
橋

を
通
っ
て
新
潟
駅
前
ま
で
軌
道
を
敷
設
す
る
こ
と
を

予
定
し
、
昭
和
三
年
の
橋
の
架
け
替
え
に
際
し
て
建

設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
お
り
、
軌
道
敷
設
特
許
も

得
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
計
画
倒
れ
に
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

万代橋
信濃川に架かる国道 7号の橋で新潟の名所となっている。
かつて、 この橋に軌道が敷設される計画があった。

さ
て
、
白
山
浦
一
丁
目
で
乗
っ
た
バ
ス
は
、
白
山

浦
の
道
路
を
西
に
進
ん
で
行
く
。
途
中
、
J
R
白
山

駅
前
を
通
り
、
J
R
越
後
線
の
ガ
ー
ド
下
を
潜
る
。

つ
ま
り
、
か
つ
て
は
路
面
電
車
の
軌
道
と
鉄
道
が
立

体
交
差
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

鉄
道
の
ガ
ー
ド
を
抜
け
る
と
、
少
し
広
く
な
っ
た

道
路
を
直
進
す
る
。
か
つ
て
の
電
車
軌
道
は
、
こ
の

辺
り
で
道
路
か
ら
分
離
し
て
鉄
道
に
切
り
替
わ
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
現
在
そ
の
跡
は
わ
か
ら
な
い
。

し
ば
ら
く
し
て
関
屋
大
川
前
一
丁
目
の
バ
ス
停
に
到

着
し
た
と
こ
ろ
で
下
車
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
が

か
つ
て
東
関
屋
駅
が
あ
っ
た
場
所
だ
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
現
在
、
東
関
屋
駅
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
実
は
、
今
で
も
ホ
ー
ム
が
あ
り
、

レ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
し
て
電
車
が
あ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
現
在
、
こ
の
駅
が
営
業
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
新
潟
交
通
の
電
車
線
の
う
ち
軌
道
事
業

区
間
で
あ
る
白
山
前
~
東
関
屋
間
は
前
述
の
と
お
り

平
成
四
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
東
関
谷
か

ら
燕
ま
で
の
鉄
道
事
業
区
間
に
つ
い
て
も
、
平
成
五

年
七
月
に
月
潟
~
燕
間
が
廃
止
さ
れ
、
残
る
東
関
屋

~
月
潟
間
も
平
成
三

年
四
月
に
廃
止
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
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つ
ま
り
、
事
業
廃
止
後
も
レ
ー
ル
や
車
両
が
放
置

さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
バ
ス
停

か
ら
駅
の
構
内
を
伺
う
と
、
今
で
も
電
車
が
行
き
来

す
る
よ
う
な
雰
囲
気
さ
え
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

折
し
も
雪
も
降
り
止
ん
で
、
無
人
の
構
内
に
停
ま

っ
て
い
る
電
車
の
車
体
を
冬
の
日
差
し
が
照
ら
し
始

め
た
。
駅
構
内
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
電
車
は
、
黄

色
と
緑
色
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
車
両
と
白
の
車
体

に
青
色
の
帯
の
入
っ
た
い
わ
ゆ
る
小
田
急
カ
ラ
ー
の

車
両
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
電
車
が
活
躍
し
た
鉄
道
線

路
の
先
が
気
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の
日
は
こ
こ
で

引
き
返
し
、
後
日
再
び
訪
ね
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の

続
き
は
次
号
で
紹
介
し
た
い
。
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旧東関屋駅構内に残された電車
前方はモハ18、 後方はモハ25。
いずれも黄色と緑色のツートンカラー。

三

飛
び
去
っ
た

｢白
鳥
｣

さ
て
、
こ
の
稿
を
準
備
し
て
い
た
時
に
、
丁
度
、

新
潟
の
鉄
道
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
出

来
事
が
起
こ
っ
た
の
で
、
最
後
に
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て

紹
介
し
た
い
。

そ
れ
は
日
本
海
縦
貫
特
急
｢白
鳥
｣
の
廃
止
で
あ
る
。

特
急

｢白
鳥
｣
が
日
本
海
沿
い
を
走
り
始
め
た
の

は
昭
和
三
六
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
り
、
当
初
は
大

阪
~
青
森
間
を
走
る

｢日
本
海
白
鳥
｣
と
大
阪
~
上

野
間
を
走
る

｢信
越
白
鳥
｣
が
大
阪
~
直
江
津
間
で

併
結
さ
れ
る
と
い
う
連
行
形
態
で
あ
っ
た
。
昭
和
四

〇
年
以
降
は
大
阪
~
青
森
間
の
運
転
の
み
に
な
っ
た

が
、
日
本
海
沿
岸
の
一
、
0
四
○
如
を
約
一
三
時
間
か

け
て
連
日
走
破
し
続
け
た
。
全
盛
期
は
一
三
両

(グ

リ
ー
ン
車
二
両
、
食
堂
車
一
両
、
普
通
車
も
全
て
指

定
席
車
両
)
と
い
う
豪
華
な
編
成
で
特
に
、
日
本
海
側

旧東関屋駅構内に残された電車
モハ2220形電車。 白色に青帯の小田急カラー。

今や珍しいボンネット型車両の特急列車であった。

の
名
門
特
急
と
し
て
一
世
を
風
廃
し
た
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
交
通
事
情
の
変
化
の
中
で
長
距
離
旅
客

が
航
空
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
い
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
特
急

の
意
味
が
低
下
し
た
た
め
、
こ
の
三
月
二
日
の
連
行

を
最
後
に
特
急
｢白
鳥
｣
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

私
も
最
終
日
の

｢白
鳥
｣
を
新
潟
駅
で
見
送
っ
た

が
、
そ
の
日
の
ホ
ー
ム
に
は

｢白
鳥
｣
の
廃
止
を
惜

し
む
人
々
や
報
道
陣
が
多
数
詰
め
掛
け
て
い
た
。
や

は
り
、
長
期
間
走
り
続
け
て
い
た
特
急
列
車
は
、
地

域
の
人
々
に
と
っ
て
生
活
の
一
部
に
溶
け
込
ん
で
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
｢白
鳥
｣
は
日
本
海
側
に
暮
ら
す

人
々
の
多
く
の
思
い
出
を
乗
せ
て
飛
び
去
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
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米
蘭
で
移
り
変
わ
っ
た
七
つ
の
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
を
知
り
、

玄
実
三
蔵
の
足
跡
に
思
い
を
は
せ
る

地
球
と
話
す
会
事
務
局
長

長
澤

法
隆

子
ど
も
た
ち
の
視
線
を
感
じ
な
が
ら
の
朝
食
鬮

一
〇
月
四
日

(遠
征
二
三
日
目
)、
米
蘭
で
は
、
久
し

ぶ
り
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
、
ト
イ
レ
が
あ
り
、
ベ
ッ
ド

で
休
め
る
招
待
所
に
宿
泊
す
る
の
で
、
休
養
日
と
し
た
。

招
待
所
の
本
来
の
役
割
は
、
役
所
や
企
業
が
出
張
で
訪
れ

る
八
の
た
め
に
準
備
し
た
宿
泊
施
設
の
よ
う
だ
。
そ
れ
が
、

組
織
の
人
で
な
い
旅
人
に
も
宿
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
米
蘭
の
よ
う
な
砂
漠
の
真
ん
中
の
オ
ア
シ

ス
で
は
、
訪
れ
る
人
も
少
な
い
。
わ
た
し
た
ち
の
ラ
ク
ダ

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
中
国
ス
タ
ッ
フ
も
加
え
る
の
で
、
総
勢

一
〇
〇
名
余
り
の
宿
泊
客
と
な
る
。
し
か
も
、
通
常
、
中

国
で
は
、
外
国
人
の
宿
泊
費
な
ど
は
中
国
人
の
二
倍
の
料

金
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
経
済
効
果
は
、
一
六
〇
名
ほ
ど

に
匹
敵
す
る
。
と
に
か
く
、
昨
日
は
、
招
待
所
の
支
配
人

中
国
の
カ
シ
ユ
ガ
ル
か
ら
敦
煌
へ
と
通
じ
る
西
域
南
道

は
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
南
側
を
通
る
古
く
か
ら
の
交

易
ル
ー
ト
で
あ
る
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
と
は
、
ウ
イ
グ
ル
語

で
.入

っ
た
ら
出
ら
れ
な
い
=
、
つ
ま
り
不
帰
を
意
味
す

る
。
そ
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に
入
り
込
む
河
の
一
つ
に

和
田

(ホ
ー
タ
ン
)
河
が
あ
る
。
和
田
河
は
、
中
国
人
の

珍
重
す
る
玉
石
の
産
地
。
か
つ
て
、
そ
の
玉
石
は
西
城
南

道
を
通
っ
て
長
安
ま
で
運
ば
れ
た
。
地
球
と
話
す
会
は
、

一
九
九
二
年
、
古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
行
き
交
っ
た
ラ
ク

ダ
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
同
様
の
方
法
で
旅
を
し
、
自
然
の
厳
し

さ
を
体
験
し
た
上
で
、
人
類
と
大
地
の
共
生
の
道
を
探
ろ

う
と
試
み
た
。
今
回
は
、
米
蘭
の
町
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

====
=
=

唐
の
時
代

(約
一
四
〇
〇
年
前
)
の
推
定
道
路

1土十王
圭
十

漢
の
時
代

(約
二
〇
〇
〇
年
前
)
の
推
定
道
路
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の
挨
拶
も
あ
る
な
ど
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。

さ
て
、
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
で
の
休
養
日
は
、
中
国
人
ス

タ
ッ
フ
の
疲
れ
を
癒
す
目
的
も
あ
る
。
コ
ッ
ク
さ
ん
は
、

食
事
を
準
備
し
な
く
て
も
い
い
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
や

武
装
警
察
の
若
者
た
ち
は
、
朝
早
く
か
ら
、
リ
ュ
ッ
ク
や

テ
ン
ト
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
肉
体
労
働
か
ら
解
放
さ

れ
る
。
そ
ん
な
訳
で
、
の
ん
び
り
と
、
九
時
に
起
床
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
中
国
で
は
、
全
土
で
北
京

時
間
を
使
っ
て
い
る
。
北
京
よ
り
西
へ
三
〇
度
先
に
あ
る

米
蘭
で
は
、
生
活
時
間
に
し
て
二
時
間
の
ず
れ
が
あ
る
。

午
前
七
時
く
ら
い
の
太
陽
の
高
さ
。
普
段
の
生
活
に
戻
っ

た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

朝
食
は
九
時
三
〇
分
、
招
待
所
の
中
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
丸
い
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
の
ん
び
り
と
味
わ
う
こ

と
が
出
来
た
。
た
だ
し
、
い
つ
も
、
廊
下
か
ら
じ
っ
と
見

つ
め
る
子
ど
も
た
ち
の
視
線
を
気
に
し
な
が
ら
で
あ
っ

た
。

三
〇
0
m
も
続
く
町
の
助
役
の
お
葬
式
鬮

食
事
の
あ
と
、
通
り
に
出
て
み
る
と
、
葬
式
が
あ
っ
た
。

一
台
の
サ
イ
ド
カ
ー
が
先
導
役
。
そ
の
あ
と
に
飾
り
を
付

け
た
ト
ラ
ッ
ク
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
大
音
量
の
悲
し
げ

な
曲
を
流
し
な
が
ら
従
う
。
さ
ら
に
そ
の
後
ろ
に
は
、
大

き
な
写
真
を
掲
げ
た
遺
族
が
続
い
て
い
る
。
遺
族
は
、
一

〇
〇
名
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
黒
い
幕
に
覆
わ

れ
た
柩
を
ト
ラ
ク
タ
ー
が
引
い
て
い
る
。
後
ろ
に
は
、
関

係
者
一
五
〇
名
程
が
、
白
い
紙
で
作
ら
れ
た
薔
薇
の
花
を

胸
に
付
け
て
長
い
列
を
作
っ
て
い
る
。
手
作
り
の
花
輪
が

四
〇
余
り
運
ば
れ
て
い
た
が
、
花
輪
の
枠
に
は
葉
の
付
い

た
ま
ま
の
柳
の
枝
が
ま
か
れ
て
い
た
。
中
国
で
は
、
旅
立

ち
と
柳
は
深
い
関
係
が
あ
る
。
葬
式
で
も
用
い
る
と
こ
ろ

を
見
る
と
、
死
を
新
た
な
旅
立
ち
に
た
と
え
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
葬
式
の
列
は
、
三
〇
0
m
余
り
続
き
、
町

の
人
は
道
路
の
傍
ら
で
静
か
に
見
送
っ
て
い
た
。

亡
く
な
っ
た
の
は
、米
蘭
の
町
の
副
師
団
長
だ
と
い
う
。

ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
か
ら
三
･
四
皿
離
れ
た
と
こ
ろ
に
開
墾
さ

れ
た
米
蘭
は
、
中
国
で
は
三
六
団
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一

九
四
九
年
一
〇
月
一
日
に
成
立
し
た
中
華
人
民
共
和
国
の

政
府
に
よ
り
、
新
し
く
開
墾
さ
れ
た
町
な
の
だ
。
大
変
な

葬
列
が
続
い
た
の
は
、
米
蘭
の
町
の
助
役
の
よ
う
な
人
の

葬
式
だ
っ
た
か
ら
だ
。
大
勢
の
参
列
者
の
悲
し
み
に
接
し

て
、
町
の
開
墾
を
先
頭
に
立
っ
て
進
め
た
ひ
と
り
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
た
。

葬
式
の
一
団
を
見
送
っ
た
あ
と
、
わ
た
し
た
ち
は
手
持

ち
無
沙
汰
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
は
、

観
光
と
し
て
は
開
放
さ
れ
て
い
な
い
。
と
な
る
と
、
こ
の

オ
ア
シ
ス
で
は
、
見
ど
こ
ろ
は
何
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
招
待
所
の
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
米
蘭

少
数
民
族
セ
ン
タ
ー
と
い
う
施
設
が
あ
る
こ
と
が
判
っ

た
。米

蘭
の
周
辺
に
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
て
、
早
速
出
掛
け
て
み
た
。
ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
民
家

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
舞
台
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
実
践

一

地
球
と
話
す
会
は
、
西
城
南
道
を
徒
歩
と
ラ
ク
ダ

-

で
踏
破
し
た
経
験
を
持
つ
約
一
〇
名
で
一
九
九
一
年

…

一
に
結
成
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
舞
台
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

‐

“
を
実
践
す
る
活
動
を
通
し
て
、
人
類
と
大
地
の
共
存

-

…
の
道
を
探
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
忙

-

-
し
く
働
く
大
人
こ
そ
子
供
の
頃
の
夢
を
思
い
出
し

…
て
、
実
現
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ

一
で
す
。

偶
数
月
の
第
一
日
曜
日
に
、
研
究
者
や
冒
険
者
の

…
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
一
九
九
二
年
、
西
城
南
道
の

-
約
八
0
0
蝿
を
五
人
名
が
徒
歩
と
ラ
ク
ダ
で
踏
破
し

一
ま
し
た
。
二
〇
年
掛
け
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
自
転
車

…
で
走
破
す
る

｢
ツ
ー
ル
･
ド

･
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
二
0

“
年
計
画
｣
で
は
、
今
年
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
首

一
部
.
タ
シ
ケ
ン
ト
か
ら
古
都
･
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
経

“
て
、
古
代
オ
ア
シ
ス
都
市
･
ブ
ハ
ラ
ま
で
の
現
代
シ

-
ル
ク
ロ
ー
ド
を
見
聞
す
る
予
定
で
す
。
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l
-
-
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-
-
-
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l
l
l
-
-
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-
-
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-
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-
l
l
l
-
-
-
l
l
l
I
-
l
L

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
展
示
し
て
い
る
資
料
に

よ
れ
ば
、
米
蘭
の
世
帯
数
は
一
三
〇
戸
{
人
口
は
四
五
二

在

名
。
学
生
が
三
一七
名
で
年
金
生
活
者
が
七
一
名
。
少
数

堀

民
族
の
殆
ど
が
ウ
イ
グ
ル
族
で
あ
り
、
産
児
制
限
は
行
わ

ヤ

れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
が
判
っ
た
。
け
れ
ど
、
米
蘭

濱

の
見
ど
こ
ろ
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。



米
蘭
の
家
庭
を
訪
問
し
て
、
三
種
の
神
器
に
驚
く
圓

そ
こ
で
、
米
蘭
の
人
々
の
仕
事
や
生
活
に
触
れ
た
い
と

願
っ
て
、
農
園
へ
案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
農
園

で
栽
培
し
て
い
る
の
は
、
三
種
類
の
梨
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド

ウ
な
ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
農
園
は
す
べ
て
国
営
で

!
i
l
-
l
l
J

ラ
ク
ダ
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

自
然
と
の
共
存
の
道
を
探
る

『
一
般
人
の
ラ
ク
ダ
に
よ
る
西
城
南
道
探
検
隊
』

古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東

…
西
を
結
ぶ
交
易
ル
ー
ト
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
従
っ

【
て
多
く
の
商
人
が
行
き
交
い
ま
し
た
。
タ
ク
ラ
マ
カ

-

ン
砂
漠
周
辺
に
お
い
て
は
、
ラ
ク
ダ
の
背
に
商
品
を

-
乗
せ
て
オ
ア
シ
ス
を
結
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

…
ラ
ク
ダ
と
一
緒
の
旅
は
、
人
類
と
大
地
の
共
存
の
道

"
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う

…
に
考
え
て
、
西
城
南
道
を
ラ
ク
ダ
と
と
も
に
旅
す
る

一
遠
征
を
計
画
し
ま
し
た
。
日
程
の
関
係
で
第
一
次
遠

*
征
は
、
敦
煌
か
ら
チ
ャ
ル
ク
リ
ク
ま
で
の
約
八
0
○

-

…
血
を
ラ
ク
ダ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
ん
で
移
動
し
ま
し

｣

…
た
。
二
0
○

-年
の
秋
に
は
、
第
一
次
に
続
く
ル
ー

-

-

ト
で
あ
る
チ
ャ
ル
ク
リ
ク
か
ら
ニ
ヤ
ま
で
の
約
八
0

…

…
○
如
を
徒
歩
と
ラ
ク
ダ
で
の
踏
破
に
挑
む
計
画
が
あ

｣

…
り
、
都
内
で
毎
月
一
回
準
備
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
“

　

　

あ
る
。
で
も
、
個
人
が
、
運
営
と
管
理
を
請
け
負
っ
て
い

る
と
い
う
。
規
定
以
上
の
生
産
物
が
あ
れ
ば
、
請
け
負
っ

た
人
が
朝
市
場
で
販
売
し
、
個
人
の
収
入
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
家
庭
菜
園
で
作
っ
た
野
菜
を
朝
市
で
販
売
す
る

家
庭
も
あ
る
そ
う
だ
。
社
会
主
義
の
国
で
あ
る
が
、
こ
ん

な
田
舎
町
で
も
資
本
主
義
の
原
理
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

中
国
も
内
側
か
ら
変
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。

さ
て
、
突
然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
園
の
中
に

あ
る
二
軒
の
農
家
が
、
家
の
中
に
入
る
こ
と
を
許
し
て
く

れ
た
。
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
が
三
種
の
神
器
か
。

嫁
入
り
道
具
と
し
て
の
必
需
品
か
。
テ
ン
ト
生
活
が
続
い

て
い
た
だ
け
に
、
文
明
の
豊
か
さ
が
眩
し
い
。

農
園
の
見
学
後
は
、
一
四
時
に
招
待
所
に
戻
っ
て
昼
食
。

そ
の
後
は
、
自
由
時
間
と
な
っ
た
。

散
髪
に
で
も
行
こ
う
か
。
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
ぶ
ら
ぶ

ら
し
て
い
る
と
、
中
国
ス
タ
ッ
フ
が
声
を
掛
け
て
き
た
。

｢テ
レ
ビ
朝
日
の
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
た
、
楼
蘭
人
の
末

裔
の
お
じ
い
さ
ん
に
会
い
に
行
き
ま
す
か
。
全
員
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
だ
け
と
い
う
こ
と

で
｣。

え
、
あ
の
お
じ
い
さ
ん
生
き
て
い
る
の
。
こ
ん
な
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
ぜ
ひ
案
内
し
て
ほ
し

い
と
お
願
い
し
た
。

楼
蘭
人
の
名
前
は
、
ア
ル
マ
さ
ん
と
い
う
。
九
〇
歳
を

超
え
て
い
た
。
ア
ル
マ
さ
ん
は
、
若
い
と
き
に
楼
蘭
の
近

く
で
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
、
テ
レ
ビ
朝
日
が
、

楼
蘭
を
取
材
す
る
に
際
し
て
、
ガ
イ
ド
役
と
し
て
白
羽
の

矢
が
あ
た
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
出
掛
け
て
み
る
と

方
向
が
判
ら
な
く
な
り
、
い
っ
た
ん
引
き
返
す
こ
と
に
な

っ
た
。
引
き
返
す
最
中
に
、
よ
う
や
く
楼
蘭
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

砂
漠
で
文
明
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
を
考
え
る
鬮

若
い
頃
の
ア
ル
マ
さ
ん
は
、
ロ
ブ
ノ
ー
ル
で
魚
を
探
っ

て
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
五
二
年
に 楼商人の末裔であるアルマさんと隊員



ロ
ブ
ノ
ー
ル
の
水
は
、
完
全
に
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
現
在
の
米
蘭
に
移
っ
た
と
い
う
。
ア
ル
マ
さ
ん

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
楼
蘭
は
一
0
○
○
年
以
上
も
歴
史
を

重
ね
た
オ
ア
シ
ス
だ
と
い
う
こ
と
や
暮
ら
し
ぶ
り
を
、
両

親
や
祖
父
母
か
ら
何
度
も
聞
い
た
と
も
言
う
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ル
マ
さ
ん
は
ウ
イ
グ
ル
語
で
話
す
。
そ

れ
を
、
地
元
の
通
訳
が
北
京
語
に
訳
す
。
さ
ら
に
、
北
京

か
ら
同
行
し
て
い
る
中
国
人
ガ
イ
ド
が
、
日
本
語
に
翻
訳

す
る
。
こ
ん
な
順
番
で
質
問
や
回
答
が
交
わ
さ
れ
た
。
二

名
の
通
訳
を
介
し
て
の
会
話
は
、
な
ん
と
も
間
延
び
の
す

る
も
の
だ
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
今
か
ら
二
四
○
○
年

程
前
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
、
イ
ン

ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
に
出
掛
け
て
支
配
し
た
と
伝
え
ら
れ
て干しブドウや干しアンズなどを売るお店

い
る
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
三
人
の
通
訳
を
同
行
さ
せ

て
い
た
と
い
う
。
民
族
を
越
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
の
は
、
の
ん
び
り
と
待
つ
根
気
も
必
要
だ
と
判
っ

た
。
こ
れ
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
だ
。

さ
て
、
ア
ル
マ
さ
ん
の
家
に
は
、
庭
の
隅
に
ナ
ン
を
焼

く
窯
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
傍
ら
に
は
、
薪
が
無
造

作
に
置
か
れ
て
い
る
。
な
ん
と
、
胡
葉
や
紅
柳
と
い
っ
た

砂
漠
の
樹
木
の
根
っ
こ
ま
で
、
薪
に
使
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
周
辺
で
は
、
砂
漠
化
が
周
辺
に
点

在
す
る
オ
ア
シ
ス
に
押
し
寄
せ
て
い
る
。
オ
ア
シ
ス
を
砂

か
ら
守
る
た
め
に
植
え
ら
れ
た
ポ
プ
ラ
並
木
、
野
菜
を
植

え
て
い
る
畑
な
ど
が
、
押
し
寄
せ
た
砂
山
に
埋
も
れ
て
い

る
オ
ア
シ
ス
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
砂
漠
の
樹
木
は
、
砂

の
移
動
を
防
ぐ
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
せ
め
て
切
り
株

だ
け
で
も
残
し
て
お
け
ば
、
木
の
枝
は
再
生
す
る
。
砂
の

移
動
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
し
、
繰
り
返
し
て
薪
を
え
る

こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
、
樹
木
の
根
ま
で
掘
り
起
こ
し
て
燃
料
と
し
て

い
る
姿
は
、
砂
漠
化
を
自
ら
招
い
て
い
る
姿
で
も
あ
る
。

か
と
い
っ
て
、
現
代
文
明
に
ど
っ
ぷ
り
と
使
っ
て
毎
日
を

過
ご
し
て
い
る
わ
た
し
に
は
、
彼
ら
の
生
活
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
も
の
、
石
油
や
石
炭
と
い
っ

た
化
石
燃
料
を
無
尽
蔵
の
よ
う
に
し
て
使
っ
て
い
る
現
代

文
明
を
享
受
し
て
い
る
か
ら
だ
。
わ
た
し
自
身
の
暮
ら
し

ぶ
り
が
、
木
々
の
根
っ
こ
ま
で
掘
り
起
こ
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
取
り
出
し
て
い
る
砂
漠
の
民
の
姿
に
重
な
っ
て
み
え

た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
か
つ
て
忽
然
と
消
え
た
楼
蘭
国
。

そ
の
楼
蘭
人
の
末
裔
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
触
れ
、
文
明
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

七
つ
の
道
。玄
実
の
歩
い
た
道
は
ど
の
ル
ー
ト
か
圓

次
に
羊
や
略
駝
の
放
牧
を
職
業
と
し
て
い
る
ウ
イ
グ
ル

族
の
民
家
に
案
内
さ
れ
た
。
さ
っ
そ
く
、
う
ど
ん
の
よ
う

に
長
い
カ
リ
ン
糖
の
よ
う
な
お
菓
子
を
御
馳
走
に
な
っ

た
。
サ
ン
ズ
と
い
う
の
だ
と
い
う
。
本
来
は
、
お
祭
り
の

と
き
の
御
馳
走
だ
と
い
う
。
わ
た
し
た
ち
を
、
ど
ん
な
に

歓
待
し
て
く
れ
て
い
る
か
。
細
長
い
カ
リ
ン
糖
が
物
語
っ

て
い
る
。
さ
て
、
放
牧
を
職
業
と
し
て
い
る
人
の
家
に
は
、

一
五
〇
年
も
使
っ
て
い
る
と
い
う
絨
毯
が
、
部
屋
の
あ
ち

こ
ち
に
あ
る
。
買
っ
た
ば
か
り
だ
と
い
う
レ
コ
ー
ド
プ
レ

ー
ヤ
ー
か
ら
流
れ
る
音
楽
を
無
視
す
れ
ば
、
古
代
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
繁
栄
ぶ
り
が
、古
い
絨
毯
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

さ
て
、
こ
こ
の
家
の
主
は
、
古
い
絨
毯
を
持
っ
て
い
る

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
米
蘭
の

歴
史
を
、
次
の
よ
う
に
教
え
て
く
れ
た
。

米
蘭
の
町
は
、
楼
蘭
か
ら
古
い
米
蘭
へ
、
さ
ら
に
新
し

い
米
蘭
へ
と
七
回
も
移
動
し
て
い
る
。

米
蘭
の
町
へ
入
る
前
に
、
わ
た
し
た
ち
が
通
っ
た
ミ
ー

ラ
ン
遺
跡
は
、
三
皿
か
ら
四
如
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
し
か
し
、
五
○
如
先
に
は
、
も

っ
と
古
い
ミ
ー
ラ
ン

遺
跡
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
遺
跡
の
手
前
に
は
、
湿
地
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帯
が
あ
る
の
で
温
か
い
季
節
に
は
近
づ
け
な
い
。
冬
に
な

れ
ば
、
湿
地
帯
が
凍
っ
て
、
車
で
楽
々
と
近
づ
く
こ
と
が

出
来
る
。

も

っ
と
古
い
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
は
、
ハ
ブ
ダ
ン
と
い
う
。

今
回
、
わ
た
し
た
ち
が
通
っ
た
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
の
北
側
に

あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
遺
跡
の
大
き
さ
は
、
わ
た
し

た
ち
が
通
っ
た
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
と
同
じ
く
ら
い
の
規
模
で

あ
る
。
し
か
し
、
遺
跡
に
行
け
る
の
は
、
湿
地
帯
が
凍
っ

た
三

月
か
ら
一
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
だ
。
古
墳
も
住
居
の

遺
跡
も
き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

楼
蘭
人
の
古
老
ア
ル
マ
さ
ん
は
、
ロ
ブ
ノ
ー
ル
の
水
が

一
九
五
二
年
に
枯
れ
た
の
で
、
現
在
の
米
蘭
に
移
住
し
た

と
蓋m
っ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
昔
に
楼
蘭
は
、

米
蘭
と
名
前
を
変
え
て
七
回
も
町
を
移
動
し
た
と
い
う
。

漢
の
時
代
以
降
、
楼
蘭
は
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ア
ク
ス

や
ク
チ
ャ
と
い
っ
た
西
域
の
オ
ア
シ
ス
都
市
を
経
て
玉
門

関
を
結
ぶ
重
要
な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
都
市
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
五
〇
〇
年
程
後
の
唐
の
時
代
に
な
る
と
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
西
域
と
長
安
を
結
ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
二

〇
〇
皿
ほ
ど
東
へ
移
動
し
た
玉
門
関
か
ら
ハ
ミ
、
ト
ル
フ

ァ
ン
を
経
て
、
天
山
南
略
へ
と
道
は
移
動
し
た
。
移
動
し

た
距
離
は
北
へ
約
三
〇
〇
皿
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
旅
人
で
あ
る
法
顕
と
玄
奬
三
蔵
の
求
法
の
道

を
比
較
す
れ
ば
判
る
こ
と
だ
。

し
か
し
、
敷
煌
の
西
約
八
〇
如
の
所
に
あ
る
陽
関
か
ら

ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
を
へ
て
西
城
南
道
へ
と
伸
び
る
道
。
こ
の

道
に
関
し
て
は
、
楼
蘭
の
滅
亡
以
降
、
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
を

通
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
米
蘭
で
出

会
っ
た
一
人
の
男
の
証
言
か
ら
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
は
、
七
回

も
移
動
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
七
つ
の
ミ

ー
ラ
ン
遺
跡
と
長
安
へ
の
入
口
と
な
る
陽
関
を
結
ぶ
西
城

南
道
は
、
七
つ
の
パ
タ
ー
ン
あ
り
、
微
妙
に
ル
ー
ト
を
変

更
し
た
こ
と
に
な
る
。
約
一
四
〇
〇
年
前
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
旅
人
、
玄
奬
三
蔵
は
ど
の
ミ
ー
ラ
ン
遺
跡
を
経
て
、

陽
関
、
敦
煌
、
河
西
回
廊
、
さ
ら
に
は
唐
の
都
･
長
安
へ

と
帰
国
の
途
に
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
て
も
興
味
深

い
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

や
は
り
、
時
間
に
急
が
さ
れ
ず
に
の
ん
び
り
と
ラ
ク
ダ

キ
ャ
ラ
バ
ン
と
し
て
旅
し
て
い
る
か
ら
、
こ
ん
な
地
元
の

人
し
か
知
ら
な
い
よ
う
な
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
旅
に
お
け
る
も
っ
と
も
大
き
な
収
穫

で
あ
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　　

時
計
を
見
る
と
、
一
六
時
三
〇
分
で
あ
っ
た
。
地
元
の

学
生
た
ち
が
、
ラ
ク
ダ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
隊
員
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
試
合
を
申
し
出
て
き
て
い
る
。
約
束
の
時
間
は
一
七

時
。
招
待
所
へ
戻
る
こ
と
に
し
た
。
町
の
中
心
部
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
場
が
あ
る
。
こ
こ
で
試
合
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
ラ
ク
ダ
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
隊
員
の
中
に
は
、
大
学
生

が
二
名
。
二
〇
代
の
隊
員
も
四
名
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
試

合
を
始
め
る
と
米
蘭
の
学
生
は
う
ま
い
。
ラ
ク
ダ
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
隊
員
は
、
短
時
間
に
交
代
し
て
も
す
ぐ
に
息
が
切

れ
て
し
ま
う
。
圧
倒
的
な
強
さ
で
米
蘭
の
学
生
に
軍
配
が

上
が
っ
た
。

夕
食
後
、
一
九
時
三
○
分
か
ら
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
場
を

会
場
と
し
て
、
町
の
人
達
と
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し

む
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
タ
ン
ド
ま
で
町
の
人

達
で
埋
ま

っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ド
ラ
ム
ス
、
エ

レ
ク
ト
ー
ン
、
ギ
タ
ー
と
い
っ
た
演
奏
者
も
い
て
、
生
演

奏
も
準
備
万
端
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
シ
シ
カ
バ
ブ
ー
を

売
る
屋
台
な
ど
が
五
軒
ほ
ど
大
賑
わ
い
と
な
っ
た
。
地
元

の
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
を
交
え
て
歌
っ
て
踊
っ
て
、

パ
ー
テ
ィ
ー
が
終
わ
っ
た
の
は
、
二
三
時
三
〇
分
で
あ
っ

た
。突

然
の
旅
人
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
米
蘭
の
人
々
に
は
、

や
は
り
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
人
々
の
血
が
流
れ
て
い
る
と
感

じ
た
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。

米蘭の町中でナンを焼く職人
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　る　 わ｣ (山梨県)

鳴沢村企画課長 渡辺利徳

地域の資源に新たな棒地点で活力を

緘
宮
田

道

一番近い道の駅

｢道
の
駅
な
る
さ
わ
｣
は
山
梨
県
の
国
道
一
三
九

号
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
国
道
一
三
九
号
は
山
梨
県
の

南
東
部
、
富
士
北
麓
地
域
と
静
岡
県
の
北
東
部
、
富

士
市
･
富
士
宮
市
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
で
す
。

富
士
北
麓
地
域
は
、
富
士
山
と
富
士
五
湖
と
い
う

日
本
で
も
有
数
な
風
光
明
鯛
な
観
光
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。

東
京
か
ら
中
央
自
動
車
道
で
九
〇
分
の
駅

鳴
沢
村
は
全
域
が
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
内
に

あ
り
標
高
は
約
一
、
0
0
o
m
で
、
富
士
山
山
頂
ま

で
行
政
区
域
を
有
し
て
い
ま
す
。
高
原
野
菜
キ
ャ
ベ

ツ
の
産
地
で
地
場
産
業
は
農
業
で
す
が
、
東
京
の
新

宿
か
ら
中
央
自
動
車
道
で
九
〇
分
と
交
通
の
便
が
良

く
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
開
発
が
行
わ
れ
一
○
、
○

○
○
区
画
の
別
荘
分
譲
地
に
三
、
○
○
0
戸
の
別
荘

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
富
士
山
が

近
い
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
イ
メ
ー
ジ
か
ら
最
先
端

技
術
の
I
T
関
連
の
工
場
の
進
出
が
あ
り
ま
す
。

鳴
沢
村
で
は
、
平
成
四
年
度
に
国
道
沿
い
の
村
有

地
九
･
三
m
を

『地
域
の
資
源
に
新
た
な
視
点
で
活

力
を
･
･
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
憩
い

と
交
流
の
場
･
文
化
の
拠
点
作
り
･
･
』
を
テ
ー
マ

に
総
合
公
園
【な
る
さ
わ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
】

の
基
本
構
想
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
公
園

の
一
角
に
建
設
省

(現
国
土
交
通
省
)
で
打
ち
出
し

た
道
の
駅
構
想
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
道
の
駅
は
今

で
は
全
国
津
々
浦
々
に
あ
り
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
当
時
は
説
明
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

な
る
さ
わ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
整
備
事
業
は

自
治
省

(現
総
務
省
)
の
第
二
次
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業
の
認
定
を
受
け
、
平
成
六
年
度
か
ら
九
年
度
の

四
年
間
で
総
事
業
費
約
二
八
億
円
で
実
施
し
ま
し

た
。道

の
駅
の
建
設
は
第
一
期
工
事
で
行
い
、
平
成
七

年
八
月
に
完
成
、
山
梨
県
で
は
三
番
目
の
道
の
駅
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

年
に
六
〇
万
人
が
訪
れ
る
新
名
所
に
発
展

道
の
駅
な
る
さ
わ
は
、
富
士
山
麓
の
赤
松
林
の
樹

海
の
中
に
あ
り
、
正
面
に
雄
大
な
白
山
三
峰
の
富
士

が
展
望
で
き
ま
す
。
駐
車
場
は
メ
イ
ン
駐
車
場
が
乗

用
車
一
〇
〇
台
、
大
型
車
一
五
台
、
サ
ブ
の
駐
車
場

が
二
箇
所
で
乗
用
車
一
二
〇
台
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
施
設
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
館
と
物
産
館
、

大
型
ト
イ
レ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
館
は
観
光
、
交
通
、
気
象

情
報
を
提
供
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ー
。
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
休
憩
室
。
美
味
し
く

て
ー
安
く
て
ー
早
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

富
士
桜
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
も
あ
る
軽
食
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。
物
産
館
は
J
A
鳴
沢
直
営
で
、
山
梨
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富士山を背景にした道の駅 ｢なるさわ｣ 全景

県
の
土
産
は
も
ち
ろ
ん
四
季
折
々
の
特
産
品
が
並
ん

で
い
ま
す
。
特
に
人
気
が
高
い
の
は
、
高
原
の
昼
と

夜
の
温
度
差
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
独
特
の
甘
味
の
あ

る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
館
に
は
夜
間
常
駐

の
警
備
員
を
置
き
、
二
四
時
間
利
用
者
の
利
便
性
と

安
全
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
敷
地
内
に
公
園
の
施
設
と
し
て
、
富
士
山
の

生
い
立
ち
と
周
辺
の
自
然
を
、
巨
大
模
型
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
検
索
端
末
に
よ
り
紹
介
し

た

『な
る
さ
わ
富
士
山
博
物
館
』
。
富
士
山
の
噴
火

に
よ
り
流
れ
出
し
た
溶
岩
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
溶
岩

樹
型
な
ど
を
探
索
す
る

『自
然
探
索
路
』
。
地
域
の

講
演
会
、
研
修
や
映
画
、
演
奏
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
使
用
で
き
る
可
動
式
三
六
〇
座
席
の

『フ
ジ
エ

ポ
ッ
ク
ホ
ー
ル
』
。
富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
入
浴
で

き
る
、
地
下
一
、
五
〇
0
m
源
泉
を
使
っ
た
村
営
温

泉

『鳴
沢
い
き
や
り
の
湯
』
。
面
積
二
○
、
○
○
○

預
の
多
目
的
芝
生
広
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
隣
接
し
て
、
民
間
の
温
泉

『富
士
眺

望
の
湯
ゆ
ら
り
』
。
林
間
学
校
な
ど
に
利
用
さ
れ
る

宿
泊
研
修
施
設

『富
士
緑
の
休
暇
村
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

毎
年
こ
の
場
所
で
、
赤
松
林
に
群
生
す
る
、
春
一

番
葉
よ
り
先
に
う
す
紫
の
花
を
つ
け
る
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
を
鑑
賞
す
る

『鳴
沢
つ
つ
じ
ま
つ
り
』
が
四
月
下

旬
に
。
ま
た
、
旧
盆
の
八
月
一
三
日
に
は
地
元
住
民
、

別
荘
や
こ
の
地
を
訪
れ
た
人
々
が
一
同
に
会
し
ふ
れ

あ
う

『鳴
沢
ふ
れ
あ
い
納
涼
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
ま

す
。鳴

沢
村
は
、
位
置
的
に
は
富
士
五
湖
の
中
心
に
あ

り
ま
す
が
、
湖
に
面
し
て
い
な
い
た
め
観
光
客
の
通

過
地
点
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
の
駅
と
関

連
施
設
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は

年
間
、
道
の
駅
な
る
さ
わ
に
六
〇
万
人
、
温
泉
に
二

五
万
人
、
そ
の
ほ
か
の
施
設
に
二
五
万
人
合
わ
せ
て

お
よ
そ
一
〇
〇
万
人
の
人
が
訪
れ
、
富
士
北
麓
地
域

の
新
し
い
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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秘境の里
道の駅 日こしいや｣ (徳島県)

谷粗

西祖谷山村観光課

｢道
の
駅
に
し
い
や
｣
は
、
四
国
地
方
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
て
お
り
、
日
本
三
大
奇
橋
で
国
よ
り
重

要
有
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

｢祖
谷
の

か
ず
ら
橋
｣
へ
の
道
中
に
有
り
、
北
に
国
見
山
、
東

に
霊
峰
剣
山
を
位
置
し
て
お
り
、
登
山
を
含
め
た
行

楽
客
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
平
成
六
年
に

｢道
の
駅
実

行
委
員
会
｣
を
設
立
し
平
成
七
年
四
月
に
竣
工
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
地
は
、

一
一
八
二
年
現
在
の
香
川
県
屋

島
の
合
戦
に
敗
れ
た
平
家
の
落
人
が
逃
げ
延
び
た
所

と
し
て
も
有
名
で
、
前
書
の

｢か
ず
ら
橋
｣
は
平
家道の駅 ｢にしいや｣ 全景

の
落
人
が
追
っ
手
の
源
氏
か
ら
逃
げ
延
び
る
た
め
に

カ
ズ
ラ
で
橋
を
架
け
簡
単
に
刀
で
切
り
落
と
せ
る
よ

う
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
残
っ
て
お

り
、
そ
の
歴
史
の
足
跡
を
一
目
見
よ
う
と
年
間
七
〇

万
人
か
ら
の
観
光
客
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
｢祖
谷
の
か
ず
ら
橋
｣
は
歴
史
の
引
継
人

の

｢か
ず
ら
橋
保
勝
会
｣
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
三
年

に
一
度
の
掛
け
替
え
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
国
指
定

文
化
財
で
は
珍
し
く
実
際
に
橋
を
通
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
そ
の
人
気
は
絶
大
で
、
橋
の
中
程
ま
で

渡
っ
た
時
に
静
か
に
目
を
閉
じ
る
と
自
分
の
バ
ラ
ン

ス
で
橋
が
不
安
定
に
揺
れ
、
民
謡
の
一
小
節
の
と
お

り

｢風
も
吹
か
ん
の
に
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
｣
、
太
古
の

歴
史
ロ
マ
ン
が
足
元
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
そ

ん
な
橋
で
す
。

｢道
の
駅
に
し
い
や
｣
は
、
県
内
唯
一
の
無
人
の

駅
で
あ
っ
て
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
気
兼
ね
す
る
こ
と

無
く
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昼
夜

を
問
わ
ず
ご
利
用
で
き
る
大
型
の
公
衆
ト
イ
レ
は
基

よ
り
身
障
者
に
優
し
く
全
自
動
開
閉
式
ト
イ
レ
を
設

置
、
ま
た
全
施
設
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
プ
で
、

山
の
中
で
の
不
安
感
を
取
り
除
く
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
検
索
で
き
る
交
通
情
報
案
内
操
作
盤
が
四

台
あ
り
、
し
か
も
各
機
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な
の

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
収
集
が
簡
単
で
す

(内

一
台
は
身
障
者
の
た
め
の
文
字
で
の
案
内
)。
そ
の

シリースぐ

『遭⑭駅』



祖谷かずら橋

平家屋敷

他
、
気
象
情
報
･
交
通
情
報
･
地
震
情
報
な
ど
を
瞬

時
に
六
合
の
大
型
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
が
案
内
し
て
く

れ
ま
す
。

ま
た
、
山
間
部
の
特
色
で
あ
る
霧
の
対
策
と
し
て
、

霧
･
豪
雨
等
に
強
い
ナ
ト
リ
ュ
ー
ム
灯

(
三
一基
)

に
よ
っ
て
夜
間
の
正
確
な
道
し
る
べ
も
し
て
高
く
評

価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

電
源
の
配
給
に
つ
い
て
も
最
新
の
設
備
で
対
応
し

て
お
り
普
通
は
一
般
送
電
線
に
よ
っ
て
の
配
給
で
す

が
、
い
ざ
災
害
等
で
停
電
に
な
っ
た
場
合
、
別
棟
の

村
営
施
設
の
自
家
発
電
が
補
う
た
め
街
灯
を
始
め
ト

イ
レ
内
の
停
電
は
あ
り
ま
せ
ん
。

施
設
内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
普
通
車
二
五
台
大
型

観
光
バ
ス
専
用
駐
車
場
五
台
と
す
こ
し
少
な
目
で
す

が
、
施
設
の
立
地
条
件
と
し
て
こ
れ
で
精
一
杯
と
い

う
の
が
残
念
で
す
。

秘境の湯

し
か
し
、
別
棟
の
村
営
施
設
｢祖
谷

秘
境
の
湯
｣

が
そ
の
不
足
分
を
補
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
天
然
温
泉
を
有
す
る
入
浴
施
設
で

泉
質
は
ア
ル
カ
リ
単
純
泉
で
メ
タ
ホ
ウ
酸

･
フ
ッ
素

を
多
く
含
ん
で
い
て
県
内
外
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
階
に
大
浴
場
･
う
た
せ
湯
･
寝
湯
･
ジ
ェ
ッ
ト

バ
ス
･
低
温
サ
ウ
ナ
･
露
天
･
よ
も
ぎ
を
主
と
し
た

薬
湯
な
ど
七
種
類
の
お
湯
を
楽
し
ん
で
頂
け
、
二
階

に
祖
谷
の
名
物

｢祖
谷
そ
ば
｣
な
ど
楽
し
め
る
食
事

コ
ー
ナ
ー
･
疲
れ
や
コ
リ
を
ほ
ぐ
す
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ

ー
ナ
ー
と
一
日
か
け
て
の
癒
し
を
満
喫
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
当
館
は
タ
オ
ル
、
他
の
洗
面
用
品
は
一
式

装
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
何
も
準
備
し
て
い
な
く
て

も
ご
利
用
い
た
だ
け
、
旅
の
途
中
に
風
呂
に
入
れ
る

と
大
変
人
気
が
あ
り
、
時
期
に
よ
っ
て
は
六
〇
〇
個

の
ロ
ッ
カ
ー
が
満
杯
に
な
り
、
待
ち
時
間
が
で
き
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。

こ
の
施
設
の
駐
車
場
は
普
通
車
一
二
〇
台
バ
ス
ニ

0
台
利
用
で
き
ま
す
が
五
月
の
連
休
と
か
お
盆
休

み
、
紅
葉
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
は
長
蛇
の
列
を
作
っ
て

し
ま
い
村
職
員
･
警
備
員
の
配
置
を
行
い
対
応
し
て

お
り
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
中
は
地
元
に
流
れ
る
祖
谷
川
で
採
れ
た

鮎
を
塩
焼
き
に
し

｢道
の
駅
に
し
い
や
｣
正
面
玄
関

で
串
焼
き
の
実
演
販
売
を
行
っ
て
お
り
訪
れ
た
人
々

を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

本
館
に
は
地
元
の
人
々
で
作
っ
た
加
工
品
の
販
売

所
と
し
て

｢や
ま
ぶ
き
工
房
｣
を
設
置
し
民
間
一
団

体
の
収
益
と
し
て
で
は
な
く
村
民
み
ん
な
が
参
加
し

利
用
で
き
、
誰
か
ら
も
邪
魔
に
な
ら
な
い
自
然
体
で

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

徳
島
県
と
西
祖
谷
山
村
が
行
っ
て
お
り
付
き
っ
き
り

の
管
理
を
せ
ず
、
利
用
者
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
心
を

信
じ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
者
数
の
割
に
は

悪
質
な
い
た
ず
ら
は
全
く
な
く
定
番
の
落
書
き
も
今

の
と
こ
ろ
有
り
ま
せ
ん
。

清
掃
も
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
清
潔
で
祖
谷

に

｢道
の
駅
に
し
い
や
｣
が
有
る
と
印
象
づ
け
で
き

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
自
然
体
で
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。
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3 2

20

日
"･日

世
界

の
動
き

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
が
二
〇
〇
二
会
計
年
度

(二
〇
〇
一
年

一

〇
月
~
二
〇
〇
三
年
九
月
)
の
予
算
教
書
を
発
表
。
歳
出
規
模
は

一
兆
九
、
六
〇
〇
億
ド
ル
で
、
前
年
度
当
初
比
六
･
八
%
の
伸
び
。

教
育
関
係
予
算
が
前
年
度
比
=

･
五
%
増
え
た
一
方
、
環
境
保

護
関
係
予
算
が
わ
ず
か
な
が
ら
削
減
さ
れ
た
。

○
北
米
に
生
産

･
販
売
拠
点
を
持
つ
自
動
車
会
社
が
発
表
し
た
二

月
の
新
車
販
売
台
数
に
よ
る
と
、
ゼ
ネ
ラ
ル
･
モ
ー
タ
ー
ズ

(G

M
)
を
は
じ
め
、
フ
ォ
ー
ド
･
モ
ー
タ
ー
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
･
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
の

｢ビ
ッ
グ
3
｣
は
、
い
ず
れ
も
前
年
同
月
の
実
績
を

一
0
%
前
後
下
回
っ
た
。
G
M
九
%
、
フ
ォ
ー
ド
一
0
%
、
ダ
イ

ム
ラ
ー
･
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
一
0
%
の
各
減
で
、
前
年
同
月
比
で
マ

イ
ナ
ス
と
な
る
の
は
昨
年
一
〇
月
以
来
、
五
カ
月
連
続
。

○
中
国
の
第
九
期
全
国
人
民
代
表
大
会
の
第
四
回
会
議
は
第
十
次

五
ヵ
年
計
画
案

(二
〇
〇
一
…
五
年
)
を
採
択
し
た
。
新
五
カ
年

計
画
は
二
〇
一
〇
年
に
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
を
二
〇
〇
〇
年

の
二
倍
に
す
る
も
の
で
、
年
七
%
の
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。

0
韓
国
銀
行

(中
央
銀
行
)
の
発
表
に
よ
る
と
、
韓
国
の
二
〇
〇

〇
年
第
四
･
四
半
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
成
長
率
は
四
･

六
%
で
、
前
年
同
期
の
一
三
･
○
%
か
ら
大
き
く
低
下
。
こ
の
た

め
通
年
で
は
八
･
八
%

(前
年
一
0
･
九
%
)
に
と
ど
ま
っ
た
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン

ド

(F
F
=
短
期
金
利
の
誘
導
目
標
)
と
公
定
歩
合
を
そ
れ
ぞ
れ

○
･
五
%
引
き
下
げ
、
年
五
･
0
%
と
四
･
五
%
と
し
た
。
景
気

後
退
を
食
い
止
め
る
た
め
。 事

項

3 2

那
日
"
日

国
内

の
動

き

○
日
本
銀
行
が
短
期
金
利
の
誘
導
目
標
を
現
行
の
○
･
二
五
%
か

ら
○
･
一
五
%
に
、
ま
た
、
公
定
歩
合
0
･
三
五
%
を
○
･
二

五
%
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。

○
東
京
地
検
が
ケ
ー
エ
ス
デ
ー
中
小
企
業
経
営
者
福
祉
事
業
団

(K
S
D
)
を
め
ぐ
る
汚
職
事
件
で
、
元
労
相
で
前
自
民
党
参
議

院
議
員
の
村
上
正
邦
容
疑
者

(六
八
)
を
受
託
収
賄
の
疑
い
で
逮

捕
し
た
。

○
警
視
庁
は
東
京
都
文
京
区
小
石
川
、
外
務
省
元
要
人
外
国
訪
問

支
援
室
長
の
松
尾
克
俊
容
疑
者

(五
五
)
を
政
府
の
機
密
費

(報

償
費
)
の
流
用
疑
惑
に
絡
み
詐
欺
の
疑
い
で
逮
捕
し
た
。

○
坂
口
力
厚
生
労
働
相
は
K
S
D
か
ら
旧
労
働
省
幹
部
が
接
待
を

受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
、
渡
辺
信
･
厚
生
労
働
審

議
官
ら
八
人
に
対
し
、
戒
告
や
訓
告
な
ど
の
処
分
を
行
っ
た
と
発

表
。
坂
口
厚
労
相
自
身
も
監
督
責
任
を
取
っ
て
大
臣
在
任
中
の
給

与
の
全
額
を
返
納
、
近
藤
純
五
郎
事
務
次
官
ら
幹
部
も
給
与
の
一

部
を
返
納
す
る
。

○
麻
生
太
郎
経
済
財
政
担
当
相
が
三
月
の
月
例
経
済
報
告
を
関
係

閣
僚
会
議
に
提
出
、
｢緩
や
か
な
デ
フ
レ
に
あ
る
｣
と
の
見
解
を

示
し
た
。
政
府
が
日
本
経
済
に
つ
い
て
デ
フ
レ
状
態
に
あ
る
と
の

認
識
を
表
明
し
た
の
は
、
戦
後
初
め
て
。

○
日
本
銀
行
が
世
界
的
な
株
価
下
落
や
デ
フ
レ
圧
力
に
対
処
す
る

た
め

｢量
的
金
融
緩
和
｣
に
初
め
て
乗
り
出
す
こ
と
を
決
め
た
。

消
費
者
物
価
指
数
が
前
年
並
み
に
戻
る
ま
で
継
続
す
る
。

○
森
首
相
が
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
会
談
、

大
統
領
が
不
良
債
権
問
題
を
早
急
に
解
決
す
る
よ
う
に
求
め
た
の

に
対
し
、
｢半
年
ぐ
ら
い
で
結
論
を
出
し
た
い
｣
と
答
え
た
。

事

項

銘勾
月
･日

道
路
行
政

の
動
き

○
近
畿
地
方
整
備
局
は
大
阪
北
区
の
桜
橋
駐
車
場
で
、
地
下
駐
車

場
に
お
け
る
出
入
口
ゲ
ー
ト
と
連
動
し
た
E
T
C
の
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
走
行
の
公
開
実
験
を
行
っ
た
。

○
名
古
屋
高
速
一
一
号
小
牧
線
楠
J
C
T
(名
古
屋
市
北
区
大
我

麻
町
)
~
小
牧
南

(小
牧
市
小
木
東
二
間
五
･
四
畑
が
開
通
。

○
山
陽
自
動
車
の
宇
部
J
C
T
…
下
関
J
C
T
間

(二
八
･
一
如
)

が
開
通
。

○
山
陰
道
の
安
来
道
路
安
来
I
C
~
東
出
雲
I
C
間

(
三
一
･
五

期
)
、
松
江
道
路
東
出
雲
I
C
~
松
江
市
東
津
田
町
間

(四
･
三

如
)、
山
陰
自
動
車
道
松
江
玉
造
I
C
~
宍
道
I
C
間

(
一
四
･

一
如
)
が
同
時
開
通
し
た
。 事

項
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め
渉
珍
妙

｢料
金
所
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
へ
。
21
世
紀
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ

が
始
ま
り
ま
す
｣
。

こ
ん
な
言
葉
で
三
月
末
か
ら
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自

動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)
が
、
千
葉
県
内
と
沖
縄
の
高
速

道
路
等
及
び
首
都
高
速
道
路
の
一
部
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
次

い
で
夏
ご
ろ
に
は
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
大
都
市
圏
の
一

部
、
さ
ら
に
秋
ご
ろ
に
は
全
国
の
料
金
所
に
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

I
T
(情
報
技
術
)
化
の
一
環
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
る
、

こ
の
E
T
C
に
は
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
そ
の
第
一
が
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

発
行
の

｢E
T
C
カ
ー
ド
｣
で
料
金
が
自
動
的
に
支
払
え
る

の
で
料
金
所
で
い
ち
い
ち
停
車
す
る
必
要
が
な
い
。
そ
れ
に

よ
っ
て
料
金
所
で
の
渋
滞
が
解
消
さ
れ
、
さ
ら
に
は
排
ガ
ス
、

騒
音
が
減
っ
て
環
境
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
、

い
い
こ
と
尽
く
め
で
、
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
人
は
、
恐
ら

く
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
を
利
用
す
る
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
は

｢E
T

C
カ
ー
ド
｣
の
ほ
か
に
、
カ
ー
ド
を
差
し
込
む
小
型
の

｢車

載
器
｣
を
車
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
値
段
が
将

来
、
大
量
生
産
さ
れ
る
こ
と
で
値
下
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
現
在
は
三
~
四
万
円
程
度
。
普
及
率
が
五
0
%

に
達
す
れ
ば
、
渋
滞
は
解
消
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

果
た
し
て
ど
こ
ま
で
普
及
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
一
方
で
気
懸
か
り
な
こ
と
が
、
も
う
一
つ
あ
る
。
こ

の
E
T
C
化
に
よ
っ
て
日
本
道
路
公
団
だ
け
で
全
国
の
料
金

所
に
勤
務
す
る
一
万
四
千
人
か
ら
の
収
受
員
の
存
在
は
、
ど

う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
面
は
機
器
の
故
障
や
E
T
C
を

利
用
し
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
に
雇
用
を
続
け
る
と
は
い

う
も
の
の
、
い
ず
れ
縮
減
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
は
、
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
中
高
年
者
の
雇
用
対
策
と
し
て
採
用
さ
れ

て
い
る
四
五
歳
以
上
の
収
受
員
た
ち
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の

再
就
職
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

戦
後
、
わ
が
国
の
産
業
は
、
第
一
次
か
ら
第
二
次
へ
の
シ

フ
ト
を
経
て
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
化
へ
、
そ
し
て
い
ま
、
I

T
化
へ
と
大
き
な
う
ね
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
変
化
の
中

で
、
幸
い
に
し
て
雇
用
の
場
は
、
農
業
か
ら
工
業
へ
、
そ
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
と
多
少
の
血
は
流
し
な
が
ら
も
、
さ

し
た
る
波
乱
も
な
く
移
行
し
て
い
っ
た
。

I
T
化
に
伴
う
雇
用
の
縮
減
、
喪
失
に
代
わ
る
新
た
な
雇

用
の
場
を
ど
こ
に
求
め
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
出
し
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
。
そ
れ
が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
社
会
は
混

乱
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
I
T
化
は
大
き
な
課
題
を
背
負
っ
て

い
る
。
声
高
に
叫
ば
れ
る
I
T
化
の
言
葉
を
聞
く
た
び
に
、

そ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
る
昨
今
で
あ
る
。

(K
)

5月号の特集テーマは ｢各種道路事業の概要｣ の予定です。
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